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『愛する娘シャーロット、お誕生日おめでとう』

　夜会がお開きになった深夜。シャーロットは新しく与えられた広い客間で、そんな文もん言ごんから始まる手紙に視し線せんを落としていた。

　見み慣なれた筆ひつ跡せき。けれども初めて目にする文面。

　エリザベスから取り戻したものの一つ──父親からの、最後の手紙だ。

（燃やされたのがこれだったらどうしようって思ってたけど、良かったわ）

　……良かったのだが、あのときのエリザベスの得とく意いげな顔を思い出してだんだんと腹が立ってきたので、シャーロットは軽く頭を振ってから、改あらためて手紙に視線を走らせる。

『元気にしているかい？　君はますます美しくなっているんだろうね。変な男に引っかからないように気をつけなければだめだよ。いざというときは昔あげた男よけの香を焚たきしめて……』

　アーサー・セネットの手紙では、娘の貞てい操そうの心配が「拝はい啓けい」の代わりだ。

（全ぜん寮りよう制せいの女学院にいるのにどうやって男に引っかかるのよ……）

　毎度のこととはいえ呆あきれながら流し読み──シャーロットはふと飛び込んできた文字に読む速度を遅おそくした。

『え、手紙だけで誕生日プレゼントはないのかって？　馬ば鹿かだね。そんなこと、あるわけないじゃないか。今回は人形だよ。に、ん、ぎょ、う』

（人形……。仮面とかよりは、まだ、マシ……？）

　とはいえ、シャーロットはなんの期待も抱いだけなかった。

　アーサー・セネットには、それは恐おそろしい形ぎよう相そうをした木き彫ぼりの人形（当人曰いわく、ほにゃらら島で崇あがめられている火の化け身しんらしい）を三歳の娘に贈おくり、三日間大泣きさせた前ぜん科かがあるからだ。

『近年貿ぼう易えきができるようになった東方の島国のものでね。一ひと目め惚ぼれして買っちゃったんだよ。なぜかって？　シャーロットにそっくりだったんだ！　艶つややかな黒髪、白はく皙せきの頰ほお、穏おだやかな微ほほ笑えみ──。残念ながら瞳ひとみは黒いんだけど、赤と白の民族衣い装しようがとてもよく似に合あっていて、現地の女の子たちもみな可か愛わいい人形だと言っていたよ』

（可愛い、ねえ）

　シャーロットはその証しよう言げんに、なんの信用も感じられなかった。

　アーサー・セネットには、「これを身につけると二倍増し美人になれるって族長の妻つまが教えてくれたんだ。島の女性たちはみんなつけてたから君にもと思って」と言って、動物の頭ず蓋がい骨こつでできたアクセサリーを妻に贈り、即そく日じつでゴミに出された前科があるからだ。

『イチマツという名前らしいんだけどね。なんとカラクリらしくて、自動で髪かみが伸のびるっていうんだ！　まったくそんなふうには見えないのに……。東方の技術も馬鹿にできないと思ったよ。そんなわけで、精せい巧こうなカラクリならなにかあったら困こまるだろう？　だから手放さず、一いつ緒しよに連れ歩くことにしたんだよ。それほど間を空あけずに帰る予定だから、楽しみにしているんだよ』

　それから「愛してる」などの締め言葉を経へて、便びん箋せん十枚にもおよぶ手紙は終わっていた。

（カラクリの、イチマツ、ねえ……）

　自動で髪が伸びるとか、本当だったら確かに結構凄すごいことだと思う。けれどやっぱりシャーロットは、いまいち信じられなかった。

　アーサー・セネットには、口くち車ぐるまに乗せられて変な商品を買い付けてきた前科があまりにも多すぎるからだ。

　結局、シャーロットは「プレゼントの人形」になんの期待も抱けないまま、便箋を封ふう筒とうに入れ、鍵かぎつきの抽ひき斗だしにしまった。

（まあ、沈しずんじゃったわけだし、手元に来るわけじゃないから考えたって仕方がないんだけど……）

　ランプを消し、天てん蓋がいつきのベッドに入り、ふわふわの羽う毛もうの感触を嚙かみしめて。

（それでも、ちょっと、見たかったわ……）

　そんなことを思いながら、シャーロットはあっという間に夢の世界へと引きずり込まれていった。
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　鍵けん盤ばんの上で細く長い指が滑なめらかに動くのにともない、天てん井じようの高いその部屋は音で満たされていく。序じよ盤、中盤、そしてラストへと一気に弾ひき切ったシャーロットは、そっと鍵盤から手を放した状態で静止し、余よ韻いんに浸ひたった。

『凄すごいです、お嬢じよう様』

『まあ、もうこんなに難むずかしい曲が弾けるの？　さすがね、シャーロット！』

　セネット家や女学院では、シャーロットがピアノを弾いているとどこからともなく人が集まってくることがよくあった。そして口々に演えん奏そうがいかに素す晴ばらしかったかを述のべ、賞しよう賛さんの眼まな差ざしを向けてくれるのだ。

　それなのに──。

「何度か音、外はずしてたな。特に盛り上がり部分の……あの間ま違ちがいはないだろ」

（な、ん、で、よりにもよってエルしかいないわけ？）

　高こう揚ようしていた気分が急激に萎なえていくのを感じ、シャーロットは手を膝ひざの上に置くと、はあっと深いため息をついた。

「でもまあ、最初に比くらべればまだ聞けたもんになってきてるとは思うぜ？」

「当たり前でしょ。本来の私は、もっともっともっと上う手まいんだから！」

『久しぶりに、あなたのピアノを聞きたいわ。どうかしら？』

　出しゆつ立たつ前日のメロディにそう提てい案あんされたシャーロットは、もちろん一も二もなく頷うなずいて嬉き々きとしてピアノの前に陣じん取どり──そして、愕がく然ぜんとしたのだ。

　長く練習から遠のいていたせいで、指がまったくと言っていいほど動かなくなっていた。早い話、シャーロットはジャガイモの皮を剝むくスキルを身につけた代わりに、お嬢様らしい指の動きを失うしなったのである。

『仕方がないわ。ずっと練習なんてできなかったのでしょう？』

　メロディは困ったようにそう言って、シャーロットの荒あれた手をぎゅっと握にぎりしめてくれた。

『十分、お上じよう手ずでしたよ』

　メイドたちも口々にそう言って、拍はく手しゆしてくれた。

　しかしその同情も混まじった眼差しで満まん足ぞくできるシャーロットではない。幸い特にすることもないのでこの一週間ほど毎日長時間ピアノに向かい、大だい分ぶ勘かんを取り戻して現在に至いたっていた。

（そうよ。いつ、どんな状況でピアノを披ひ露ろうするか分からないわけだし）

　しかもそのとき、普ふ通つうに上手いだけではだめなのだ。あくまでシャーロットが目指しているのは「凄い」という評価なのだから。

（そのためにも、まずエルよ。絶対に文もん句くの出ない演奏にしてやるんだから……！）

　弾けはしないようだが、ピアノ教師であるメロディの元で育っただけあってエロールは絶対的な音感とかなりの音楽知識を持っていた。一曲弾き終わるたびにいちいち意い地じ悪わるく突っ込まれるのは腹立たしいが、お世せ辞じを言うとは考えられないため、シャーロットはそのコメントをそれなりに参考にしている。

（死んでも本人には言わないけど）

「……それにしても」

「な、なによ」

　ソファにゆったりともたれかかりながらこちらを見てくる緑の瞳ひとみには愉ゆ快かいな色しか浮うかんでいない。嫌いやな予よ感かんに、シャーロットは思わず身み構がまえた。

「どうせならもっと明るくて可愛らしい曲弾けばいいだろ。一番重点的に練習してるのがよりにもよってベートーベンピアノソナタ第八番って。くくっ」

　ベートーベンピアノソナタ第八番。『悲ひ愴そう』とも言われるその曲は、つまるところ、あまり令れい嬢じようが楽しんで弾くような曲ではない。

　自分で言って耐たえ切れなくなってきたのか、選曲に肩を震ふるわせ遠えん慮りよなく笑いはじめたエロールを、シャーロットはじろりと睨にらみつけた。

「いいでしょ、別に！　そういう気分なんだから!!」

「はいはい。なんか『悲愴』っていうより『憤ふん怒ぬ』って感じに弾いてるときの方が多いけどな」

「ピアノソナタ『憤怒』があれば、私だってそっち弾いてるわよ!!」

　じゃーん、と鍵盤に叩たたきつけた拳こぶしが不ふ協きよう和わ音おんを奏かなで、「怖いな」とまったく怖がっていない声でエロールが肩をすくめる。

（だって、だって。ああもう、こんなはずじゃなかったのに！）

　シャーロットはすべての発ほつ端たんであるあの夜会の出来事を思い出し、薄うすく紅べにを塗ぬった唇くちびるをぎゅっと引き結んだ。
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（長かった。ここまで、ほんっとうに長かったわ）

　お披露目の夜会で、シャーロットがまず思ったのはそれだった。

　二人の入室を告つげるクラウスの重おも々おもしい声に、大広間のざわめきが途と切ぎれる。一いつ斉せいに向けられた視線を合あい図ずに足を踏ふみ出す直前、シャーロットは小さく、しかし感かん慨がい深く息を吐はき出した。

（お姫様になりたいって思って、それから社交界でちやほやされたいって思うようになって）

　散さん々ざん馬ば鹿かにされ、悔くやしさをバネにして努力に努力を重ね自分を磨みがき。

　社交界デビューに向けて順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに過ごしていれば、孤こ児じになるわ、女学院を追い出されるわ、メイドになるわ、エリザベスが立ちふさがるわと信じられないようなアクシデントが続いた。

（改あらためて思うと、私、すっごく可か哀わい想そうじゃない。……ふふ、でもそれも今日で終わりなんだから！）

「……行くぞ」

　やや緊きん張ちようを孕はらんだ声に、首しゆ肯こうだけで答える。

　声の主は金髪緑目の麗うるわしい伯はく爵しやく子し息そくだ。中身はともかく、その外見と肩かた書がきだけならば、この記念すべき日のエスコートの相手として実に申し分ない。

（やっと。そう、やっと私の時代が来たのよ……！）

　ふっふっふっ、と高笑いしたくなるのを抑え、シャーロットはこの日のためにと鏡かがみの前で念ねん入いりに練習してきたとっておきの笑みを浮かべる。

（さあ、みんな。遠えん慮りよなく私をちやほやするがいいわ！）

　シャーロットの気分はかつてないほど晴はれやかで、高こう揚よう感かんに満みち溢あふれていた。

　……満ち溢れていた、のだが。

「──俺の勝ち、だな」

　伯爵が二人を紹しよう介かいし、訪問客が挨あい拶さつをする。それを繰くり返した回数が二ふた桁けたになったとき、エロールがこっそりと耳打ちをしてきた。

「なにがよ」

「『こんな完かん璧ぺきな美少女と一緒にいるなんて、彼もやるわね！』って視線、微み塵じんもないだろ。だから俺の勝ちだぜ。早いうちに潔いさぎよく認めておけ」

「別に賭かけてたわけじゃないんだから、勝ちも負けもないでしょ。──ていうか、賭けてたとしても引き分けよ。『あの素す敵てきな貴公子の隣となりを許ゆるされるなんて、あの子は凄すごいわね！』って視線も皆かい無むじゃない」

「ああ、まあ、もっと言うなら『凄い』って視線が皆無だよな。あんたに対して」

（くっ。墓ぼ穴けつを掘ほったわ。余よ計けいなお世話よ！）

　このまま会話が続けば声量が大きくなっていってしまいそうだったので、シャーロットは返事の代わりに思い切りヒールで足を踏んでやった。途と端たんに上がる「いっ──!?」と押し殺した悲ひ鳴めいに、「どうなさいましたの、エロール様」と心配そうな表情を向けることで多少溜りゆう飲いんを下げる。

（それにしても本当に、どういうこと？）

　エロールの足を犠ぎ牲せいにしたことで冷静さを取り戻したシャーロットは、改めて周囲を観察してみた。

（この私に対する賞賛がまるでないなんて、おかしいでしょ。なんか、みんな変なところが気になってるっていうか、この視線には覚えがあるっていうか……）

　伯爵による個別の挨拶も終わり、自由な懇こん談だんの時間となっても、その視線に変化はない。

　そればかりか一度エロールと離れれば、エロールにはさっと人が群むらがり、シャーロットは人の輪から弾はじき出されるという屈くつ辱じよくの事態にまで陥おちいっていた。

（まさか、これって……）

「私があまりにも高たか嶺ねの花すぎて、みんなが遠慮してるのよね。さすが私！」と捉とらえられるほど、シャーロットはおめでたくない。そして、いつまでも残された可能性に思い至らないほど、頭の回転も悪くなかった。

（そんな、だって、でも、どうしたら）

「──セネット嬢、ですね」

　血の気が引くような感覚を味わっていたところでタイミングよく声がかかる。シャーロットは慌てて表情を取り繕つくろい、にこやかに振り返った。

「はい、そうです」

（きたきたきたーっ！）

　シャーロットの中に自信の火が再び灯ともる。

（やっぱり考えすぎだったんだわ。良かった。うん、この人、なかなかカッコいいお兄さんじゃない）

「なるほど。どんなものかと思えば……。まあ、似ていないこともありませんね」

「あの、なにか？」

「いえ、これは失礼。なんでもありませんよ。──あなたとは一度、話をしてみたいと思っていたんです」

「光こう栄えいです。このまま壁かべの花になるのかと、少しびくびくしていたところだったので」

「そんな。私に限かぎらず、あなたと話をしてみたいと思っている方は、男女を問わずたくさんいらっしゃると思いますよ」

（やっぱり、そうよね！）

　笑い出したくなる内心を綺き麗れいに押し隠かくし、しとやかに「お上手ですね」と返そうとしたシャーロットはしかし、次の瞬間凍こおりついた。

「──一いち文もん無なしの孤児のくせに堂どう々どうと社交界に現れるなんて、どんな図ず太ぶとい神経の持ち主なんだろう、と」

「え……？」

「いやいや、実に感かん服ぷくいたしました。今後もどうぞ頑がん張ばってください」

　胡う散さん臭くさい笑顔のまま、目の前の男はすべてをしゃあしゃあと言ってのける。

　夜会の主しゆ催さい者しやである伯爵の目はさすがに気になるのか決して大きな声ではなかったが、それでもこの一連のやりとりは、これまで静せい観かんを決め込んでいた招待客の口を開かせるには十分な効こう力りよくを持っていた。

「今後、伯爵子息をパーティーにご招待するときは、あの娘も招待しなければいけないのかしら？」

「困りましたな。『セネット商会令嬢』の肩書きを持っていたときならともかく、今の彼女は……」

「伯爵も厄やつ介かいなことをしてくれましたわね」

　耳に飛び込んでくる小声での陰かげ口ぐちに、シャーロットはぎゅっと拳を握りしめる。

（ああ、道どう理りで覚えがあるわけだわ）

　忘れもしない、お嬢様になって最初の屈辱。

　あのときも「成り上がりのくせに」という視線に晒さらされ──端たん的てきに言えば「場違いなんだよ、ばーか」と言われたものだった。

（そうよ。どうせ孤児よ。悪かったわね。でも見てなさいよ。私への態度、ぜっったいに後こう悔かいさせてやるんだから！）

　もともとメイドから這はい上がると決意した時点で、「成り上がりのくせに」以上に冷たいことをあれこれ言われる覚かく悟ごはしていた。

　だから、大だい丈じよう夫ぶだ。

（……とはいえ、本当に浮かれてた自分がいただけに腹が立つわ）

　そんな折おり、広間の大きな柱はしら時計が定てい刻こくを告げる鐘かねをあたりに響ひびかせる。

　シャーロットはそれを、シンデレラの魔法が切れることを示す十二時の鐘の音のようだと思いながら聞いたのだった。
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「まあ、そりゃ成金から金を取ったらただの人だよな」

「私の場合、この美び貌ぼうと教きよう養ようも残るでしょ！」

「訂てい正せいする。あんたの場合、その性格の悪さも残るな」

「あのねえ」

　言いかけた先をシャーロットはぐっと飲み込み、

「お嬢様。失礼してもよろしいですか？」

「ええ、どうぞ」

　丁てい寧ねいなノックと共に聞こえてきたメイドの問いに、今までとは百八十度違う声音で返事をした。すでに表情筋はしっかりと働いており、その点も問題はない。

「失礼いたします。──あら、お坊ぼつちゃまもこちらにいらしたんですね」

　しずしずと入ってきたのは先日までシャーロットの上司でもあった家ハウスメイドだ。ベテランだけあって、エロールの存在にも、ついでに言うなら彼がシャーロットの変わり身の早さを見て一人肩を震わせて笑っている姿にも動どう揺ようを見せることなく一礼をしてくる。

「お嬢様。先ほどなにやら凄い音が聞こえてきましたが、どうかなさいましたか？」

「いいえ、なんでもないわ。ちょっと、鍵盤の上に物を落としてしまって」

「左さ様ようでございますか。なにとぞ、お気をつけください」

（……なんか、固いのよね）

　物凄く距きよ離りを感じる。

　このメイドがキッチリとした冷静な性格なのはシャーロットも知っているが、それでも今こちらに向けている顔は、メイドをやっていたときに見た彼女の本当の顔とはかけ離れていた。

（しかも、私がお嬢様になったから固くなったってよりは、扱あつかいに困ってるから固いって感じなのよね。微び妙みようだわ）

　シャーロットの正体発覚後は「これでみんな私の信者ね！」と思ったものだったし、実際、メイドたちのムードもそんな感じだった。しかし件くだんの夜会のせいで「あれ、お嬢…様でいいんだよね……？」という空気になってしまったのだ。

　おそらく、「同じメイドだった存在で、今だって文無しのくせにどうして敬うやまわなくちゃいけないんだろう」と考えてしまったのだろう。──というか、シャーロットならまず間違いなく「上手いことやりやがって」と思い、妬ねたんで僻ひがむ。

（ちょっと、仕掛けておこうかしら）

　メイドと向かいあってわずか数秒。そう結論を弾き出したシャーロットは、彼女を懐かい柔じゆうすべく口こう角かくを上げた。

「……ええ、気をつけるわ。ありがとう」

「いいえ、とんでもございません。お嬢様がお礼を言われるようなことでは」

「それでも言わせて」

（作戦なんだから）

　普通、上流階級に属ぞくする人々は、よほどのことがない限り使用人にお礼を言ったりはしない。使用人が主人のために動くのは当然のことで、わざわざありがたがることではないからである。

　だから、この行動は「お嬢様」としては不正解で、伯爵が見たらきっと眉まゆをひそめるのだろうが──。

（やっぱりリザとの差別化っていったらこれだろうし、今はあんまり自信満々にお嬢様アピールしたって反はん感かんを買うだけだわ）

「あの、リリー……さん」

　視線を泳がし、「お嬢様のシャーロット」より「メイドのシャーロット」に近い口く調ちようで戸と惑まどいを織おり交まぜてそう話しかけると、初めて彼女が動揺した気け配はいがした。

「みなさん『お嬢様』として接してくださいますけど、今の私は所しよ詮せん、一文無しの孤児で……」

「そんなこと、お気になさらなくても」

「いいえ！」

　髪が乱れるのも気にせずぶんぶんと首を振り、メイドが口を挟はさむ隙すきを与えずシャーロットは一気に畳たたみ掛けた。

「そもそも伯爵様が私を引き取ってくださったのだって、『エロール様のお話し相手』という名めい目もくでした。それは、家庭教師と大して変わらない存在なのではないかと私は思っていて」

（そう、「エロール様」なのよね）

　エル、という呼こ称しようは相あい変かわらず人前では使っていない。

　そうやって気軽に呼び合うのが果はたしてお嬢様らしいか、と言われれば違うと思うし、そもそも今のシャーロットの立場上、伯爵子息のエロールとは決して対等ではない。そんな理由から誰に言われるでもなく「エロール様」と呼ぶようにしたのだが──口にするたびに、なんともいえない気分が胸の内に湧わき上がった。

「だから正直、リザがどうしてあそこまで堂々としていられたのかも、私、その、不思議で……」

　よぎった思いを無視し、途切れ途切れに、そしてわざと支し離り滅めつ裂れつ気味に話すことで必ひつ死しさをアピールする。

　じっとこちらを見ているメイドの目に、不安で押しつぶされそうな少女が映っていればいい。庇ひ護ご欲よくをかきたてられてくれれば、もう言うことなしだ。

（とりあえずはこんなもんかしらね）

　消え行く語ご尾びと共に、張はりつめていた彼女の雰ふん囲い気きが変化したのを感じ取り、シャーロットは内心で拳を握る。そして話を切り上げるべく、わざとこれまでとは打って変わった明るい声を上げた。

「ご、ごめんなさい。変な話をしてしまって。忘れてちょうだい」

「いえ──。こちらこそ、お嬢様に不安を抱かせてしまいましたこと、深くお詫わびいたします」

（あ、いい感じだわ。そうそう、あとはみんなにもそれとなく言っておいてくれれば完璧よ！）

「それより、なにか用があったのではないの？」

「──っ！　た、大変失礼いたしました。伯爵様がお帰りになられたこと、ご報告いたします」

「……じーさん、帰ってきたのか。ずっとロンドンにいれば良かったのに」

　舌した打うち交じりに口を挟んだのはエロールだ。

　直前までシャーロットの猫ねこのかぶりっぷりを見てニヤニヤしていたとは思えないほど冷ややかな声に、部屋の空気が一気に凍りついたような感じがした。

（そう、帰っていらしたの……）

　あの夜会のあと。伯爵は一連の事件の後あと始し末まつをするために、クラウスを伴ともなってロンドンへ向かっていた。彼に対し色々と思うところもあったので、同じ屋根の下にいない、という生活はとても快かい適てきだったのだが──。

　憂ゆう鬱うつだが、仕方がない。

「分かった、ご挨拶に向かわせてもらうわ。──話はそれだけ？」

「はい」

「どうもありがとう」

　淀よどんだ空気を払ふつ拭しよくするように微笑めば、メイドは入ってきたときと同じように一礼し、けれど入ってきたときとは違って優しい表情で退出した。

「……ちゃっかりマイヤー二号のことを貶けなしてるのがあんたらしいよな。他のメイドにもあんなことしてんのか？」

　言いながら面めん倒どうくさそうに立ち上がったエロールに、シャーロットは目を丸くする。

「驚おどろいた。ちゃんと挨拶に行く気があるのね」

「行きたくはないけど、今行かないと、あとで三倍の時間拘こう束そくされることを俺はすでに学んだんだよ。──で、どうなんだ？」

「してないわ。あれ、結構難むずかしくて疲つかれるし」

　あんまり下した手てに出ると今度はなめられる可能性があるから、その匙さじ加か減げんが難しいのだ。

「あのメイドだからやったのよ。──彼女、台キツ所チンメイドとも仲がいいから」

　部屋を出てすたすたと廊下を歩きながら、シャーロットは誰かの耳に入ることを警けい戒かいして声を潜ひそめた。

「一言で言えば、顔を合わせなくなっちゃった台所メイド対策って感じかしらね」

　脳のう裏りにメイドたちの権けん力りよく相そう関かん図ずが鮮あざやかに思い浮かぶ。

　台所はメイド長や執しつ事じですら介かい入にゆうできない特とく殊しゆな領りよう域いきなので、その頂点に立つ料コ理ツ人クは独どく自じの権力を持っており、メイド長であるリンダに反はん抗こうすることも多かった。表からは見えないが、敵てきに回すと怖い。それゆえの対策だ。

（それにしても、これまでメイドと自分の関係を考えたことはあっても、メイドとメイドの関係なんて考えたこともなかったわね）

　メイドになった経験がなければ、あの立ち回りはできなかっただろう。

（お嬢様スキルはちょっとなまったけど……でも、得たものはやっぱり大きいわね。この経験、なんとしてでも社交界で活いかしてやるんだから）

　なにがどんなふうに活かせるか。あれこれと考えながらメイド時代の思い出を振り返っていたシャーロットは、行き当たったある記憶に思わず足を止める。

「シャーロット？」

　急に途切れた足音に、少し先を歩いていたエロールが怪け訝げんそうな顔をして振り返った。

「そういえばあなた、今、勉強してるの？」

「………………じーさんに挨拶、さっさとしようぜ。遅くなるとなに言われるか分かったもんじゃ」

「エル！」

（ふ、不覚だったわ……！）

　自分の失われたお嬢様スキルを取り戻すのに躍やつ起きになっていたためすっかり失しつ念ねんしていたが、よく考えれば白はく昼ちゆう堂々シャーロットの元へ居い座すわってなにかと構ってくるようになった彼が、まともに勉学に励はげんでいるわけがなかった。

　まして、今は彼に勉強を強要する家庭教師もいないのだ。

「伯爵様に挨拶したらあなたの勉強部屋に行きましょ。私、新しい家庭教師が来るまで手伝ってあげるから。──って、なによ、その余計なお世話って顔。だいたい、フランス語の勉強見ろって頼んできたの、あなたでしょ」

「いや、あんなの別にただの口こうじ、」

「人を脅おどして無む理り矢や理りつき合わせてまで勉強に励んでいらっしゃったお坊ちゃまが、いきなり放ほう棄きするなんて言わないわよね？」

「分かった。分かったからちょっと落ち着け」

　迫せまるシャーロットの笑顔になにを思ったのか、エロールが顔を引きつらせる。そのあまりやる気が感じられない様よう子すに、シャーロットは声の調子を落として眉まゆを寄せた。

「そりゃあね、勉強するしないっていうのは個人の自由だとは思うわよ？　でも、私は、あなたにきちんと勉強して、貴族の跡あと取とりとして恥はじない教養とかを身につけて、胸を張ってほしい。だって、」

「『そうじゃないと私が困るじゃない！』だろ。あんたのパターンはさすがに摑つかんだ」

「分かってるじゃない！」

　ならば話は早い。逃にがさない、と言わんばかりにシャーロットはエロールの手を両手で握り、高いところにある顔を覗のぞき込んだ。

「ただでさえ一文無しの孤児ってスタートがゼロなのに、その上後こう見けんの伯爵家の跡取りがヤバいなんて話になったらマイナスになるわ！」

「…………」

「な、なによ」

　エロールはじっとシャーロットを見たあと、はああ、とわざとらしく息を吐く。そして空あいている方の手で金髪をがしがしとかき回し、気を取り直すように再度こちらに視線を向けた。

「分かったよ。その代わり、最後までちゃんと面倒みろよ？」

「もちろんよ。──だって私の本性、ばらされたら困るもの」

　──あんたの猫かぶり、メイドたちにばらすぜ？

　お嬢様と使用人。

　お坊ちゃまとメイド。

　そんな関係を超えた、馴なれ合いにも近いこの関係が決定的に始まったのは、エロールのこの言葉からだ。──そして、折せつ角かくの猫かぶりを暴ばく露ろされて困るのは、メイドではなくなった今でも変わらない。

「……ばらさねえよ」

「え──？」

「ばらすんじゃないわよ、分かってるわね！」と眼がん光こうを鋭するどくしていたシャーロットは、エロールの口からぽろりと漏もれた言葉に瞳を瞬しばたたかせた。

「別に、ばらすつもりはないって言ってるんだよ」

「そ、そりゃあ私としてはありがたいけど。でも、どうして？　まさかさらに見返りを要求する気じゃ」

「そういうわけじゃない。ただ、あんたの本性知ってるのが俺だけっていうのも──っ」

「──お坊ちゃま、お嬢様」

「…………またあんたか、クラウス」

　エロールの言葉は、突とつ然ぜんシャーロットの背はい後ごから聞こえてきた執事の呼び声によって阻はばまれる。どうやら角からにゅっと現れたらしい。

（き、聞かれてた？　いやでも、クラウスさんには最初から色々とばれてるわけだからセーフ、よね）

　そんなことをぐるぐる考えてしまい振り返れないシャーロットの正面で、エロールは不ふ機き嫌げんさを隠かくすことなくクラウスを睨にらみつけていた。

「あんたさ、俺になにか恨うらみでもあるのか？」

「なんのことでしょう、お坊ちゃま」

　クラウスの反応は淡たん々たんと変わらない。

　エロールは一度舌打ちをすると、「それで？」と不ふ遜そんに尋たずねた。

「まずはお帰り、と言っとくべきか。──で、どうした」

「旦だん那な様からの言こと伝づてです。書しよ斎さいにいらっしゃるように、と」

「言われなくとも今行くところだから安心しろ。──なあ、ところでクラウス」

　会話中に、がっしりと握っていたシャーロットの手をさりげなく外したエロールは、自由になった右手ですっとクラウスを指差す。

「その、あんたが抱いてる、得たいのしれない、不ぶ気き味みな物体はなんだ」

「人形です」

「……いや、それは俺も分かるけど」

（クラウスさんと、人形？）

　エロールは「持ってる」ではなく「抱いてる」と言った。つまり、それなりの大きさがあるということなのだろう。

　人形、と聞いてシャーロットが真っ先に思い浮かべるものは、金髪幼よう女じよをかたどったフランス人形だ。無表情のクラウスが腕にそんな人形を抱いている姿を想像してしまい──なんともコメントしがたいその妄もう想そうを打ち消すべく、シャーロットはようやく執事の方を振り返った。

（あ、良かった。フランス人形じゃないのね。……でも、見たことのない形してるわ）

　それはシャーロットが想像したものとは異なっていたが、とりあえずいつぞや誰かさんが持ち帰ってきたものとは異なり、少女をかたどったものだった。

（でもこれは、その、どうなの……？）

　鮮あざやかな異国の装よそおいに、肩を通り越す程度の癖くせのない黒髪。

　白はく皙せきの──と表現するには病的なまでに白すぎる顔。

　どこを見ているか分からないうつろで細く黒い瞳に、うっすらと弧こを描えがく、赤すぎる唇。

　見慣れたフランス人形でも、小さい頃、夜中に目が合えばなんとなく恐怖を覚えたものだが……、目の前のそれは、見慣れていないということを差し引いても、失礼ながらシャーロットには不気味に思えて仕方がなかった。

（この浮きっぷり。いかにもセネット商会が扱ってそうな、……え？）

「な、あんたも不気味だと思うだろ？　なんか呪のろわれそ──」

「……イチマツ？」

「──って、知ってんのかよ!?」

「えっ。あ、なんとなく連想しちゃっただけで、違うわ。……多分」

　ぎょっとするエロールに、シャーロットは慌てて首を振る。

　父親は、良くも悪くも流行の最先端を走っていた。独特の価か値ち観かんゆえに、いつも奇き妙みようで珍ちん妙で奇き怪かいな品々を仕入れてきて──同時期に、同じ商品に目をつけた人間など誰もいなかった。誰にも真ま似ねできないセンスがあったからこそ、セネット商会は大商会に成り上がったのだ。

（そうよ。最後の手紙に出てきた人形が、この時期にイギリスで出回ってるわけないじゃない。パパも「近年貿ぼう易えきができるようになった国」とか言ってたし。というか、あれが私にそっくりとか、絶対に認めな、）

　だがしかし、シャーロットの思いは、珍めずらしくはっきりと驚きを露あらわにしたクラウスの顔によって裏うら切ぎられることになった。

「いえ、イチマツという名の人形だと聞いています」

「えっ」

（えええええええええっ。ちょっとパパ！　パパにはこの私があんなふうに見えてたわけ!?　明あきらかに私の方が数すう段だん美人でしょ!!）

「東方のもので、噓うそか本当か髪が勝かつ手てに伸びるなどという話を現地の商人が話していたとか。珍しい品だと思っていましたが、ご存ぞん知じとは驚きました。さすがセネット商会のご令嬢ですね」
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「なんだよそれ。カラクリなのか？」

「分かりません。一いつ見けんそうは見えないのですが……。よほど精せい巧こうなカラクリなのか」

「俺は呪われてるに一票入れるぜ。ぜひじーさんの寝室にでも置いておいてくれ」

　クラウスの淡々とした補足と呆あきれきったエロールのやりとりが続くものの、混こん乱らんの続くシャーロットの耳にはその半分も入ってこない。

（イチマツ？　髪が伸びる？　パパが買ったのと同じもの、なのよね？　でもなんでここにあるの？　だって、船は沈んだはずで）

　沈んだはずの荷物がここにあるのなら、パパは──？

「お嬢様？」

「おい、シャーロット？」

「え、あ、なんでもないわ」

　二人が怪訝そうにこちらに視線を送っている。

　重なる呼び声にようやく思考の渦うずから我われに返ったシャーロットは、慌てて表情を取り繕った。

「うちでも扱っていそうな商品だったから、ちょっと吃びつ驚くりしただけ。──クラウスさん、伯爵様は、それをどこで、どなたから手に入れられたの？」

「先日ロンドンで、ノートン男爵子息から購入なさっていましたが」

「そう。ノートン男爵子息、ね。……引き止めてごめんなさい。早く行かないと。伯爵様をこれ以上お待たせするのは申し訳ないもの」

　記憶に刻きざみ込むように舌の上で名を転がしてから、シャーロットはクラウスに微笑みかけつつ、エロールの服の裾すそを摑んで引っ張った。




「──考えすぎだろ」

　クラウスと別れたあと。

　シャーロットが手紙のことを話すのを壁にもたれかかりながら聞いていたエロールは、「シャーロットにそっくり」のくだりに腹をかかえて一分は笑ってから、腕を組んでばっさりとそう言った。

「……あんなの嬉々として買いつけてくるの、パパ一人で十分だわ」

「まあ、なんつーか、確かに普通の貿易商はもっと他のものを買うような気がするけど。でもセネット商会は俺でも知ってる大商会で、変なものは金持ち連中の間でブームだったわけだから、二番煎せんじ、三番煎じの商人はいるんだろ？」

「いるけど、パパと同時期に……」

「それこそ、売れる売れないの概がい念ねんで買いつけてきたわけじゃなくて、かつてあんたに一ひと目め惚ぼれした若い商人が『この人形はシャーロットにそっくりだ！　ぜひ記念に買って帰らねば』と買って、」

「似てないから。まったくもって似てないから！」

　シャーロットは固い声でぴしゃりとそう言い切ってから、「分かってるのよ」と、ゆるゆると首を振った。

「聡そう明めいな私だもの。分かってはいるの。──でも、どうしても考えて、縋すがっちゃうだけ。正直なところ、パパが死んだって実感がないのよね」

「実感もなにも、死んだからあんたはメイドになったんだろ」

「そうじゃなくて。……パパはあっちこっち飛び回ってたから、顔を合わせないのがずっと普通だったし」

（そうよ。船が沈んだって報しらせだけで、遺い体たいだって見てないもの。お葬そう式しきだってできてないわけだし）

　メイドではなくなり、時間的にも気持ち的にも余よ裕ゆうができた。そんなふとした空あき時間に考えてしまうのだ。──もしかして、と。

「実は、船は沈んでないんじゃないかとか、パパだけ生きてるんじゃないかとか」

「シャーロット」

「積つみ荷にだけは無事だったんじゃないかとか、パパのことだから積荷だけ誰かに騙だまし取られたんじゃないかとか、積荷が」

「……あんた、父親と積荷どっちが大事なんだ」

「どっちもに決まってるでしょ！　もし積荷が無事だったら、私、一文無しじゃなくなるんだから！」

　そうすれば少なくとも「文無しの孤児」と陰口を叩かれることはなくなり、自分の素晴らしさがよりアピールしやすい状況になるに違いない。

　力説するシャーロットに、「結局そこに繫つながるのがあんたらしいよな」とエロールは呆れ半分、感心半分といった調子で息を吐いた。
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「じーさん、俺だけど」

「……入りなさい」

　気持ちは割り切れないままだったが、伯爵を待たせるのはよろしくない。伯爵の書斎へ向かうため、話はいったんそこで終わりとなった。

　エロールの、相変わらず伯爵子息とは思えない呼びかけに苦にが々にがしい声が返ってきたのでドアを開け──。

（これ、は）

　入った先は、なんというか、別世界だった。

「相変わらず趣しゆ味みの悪い部屋だぜ」

　声を潜める気など毛頭ないエロールの悪あく態たいを聞き流しながら、シャーロットは無ぶ礼れいを承しよう知ちでぐるりと部屋を見回す。

『あたし、伯爵様の書斎だけは掃そう除じしたくないわ。面倒っていうのもだけど……正直、入りたくもないっていうか』

『あそこが一番凄いけど、寝室とかもなかなかのものじゃない？』

　メイドの中でも最下位の兼業メイドトウイーニーであったシャーロットは、暖だん炉ろの世話も部屋の掃除も、基本的に共有スペースや当たり障さわりのない部屋だけを任まかされていたので、伯爵のプライベートスペースともいえる書斎や寝室に立ち入ったことは一度もなかった。だから先輩メイドたちの話を聞き、ぼんやりと本や書類が散さん乱らんしていて足の踏み場もないような状態を想像していたのだが。

（こういうこと、だったの）

　大きな窓から燦さん々さんと日の光が差し込む、広い一室。

　その壁や天井や棚たなは、摩ま訶か不思議な品々によって埋うめ尽つくされていた。おかげで本や肖しよう像ぞう画がといった普通のものが妙に浮いてしまっている。

（まさか、伯爵様って……）

　まるでセネット家のアーサーの部屋のような状態に、シャーロットはふと、父親が小こ躍おどりを通り越して踊り狂くるいながら古ぼけたアパートの二階に帰き宅たくした日を思い出した。




『シャーロット！　パパの時代がようやく来たよ！』

『へえ』

『これらの素晴らしさを理解してくれる人に出会ったんだ！』

『そう。良かったわね。どこの島のどこの部族の族長さんよ』

『イギリスの伯爵様だよ！』

『……はあ？』

　得意げに胸を反そらしたアーサーに、シャーロットは思い切り疑うたがいの眼差しを向けた。

『これは君の商品か、素晴らしい！　って声をかけられてね。そのまま一晩語り明かしたんだ。それで、』

『そんなことよりパパ。今月のお家や賃ちんなんだけど』




　常つね日ひ頃ごろから「いつかみんなが理解してくれるさ！」となんの根こん拠きよもなく豪ごう語ごしていた父だ。どうせ、妄もう想そう上の理解者か、はたまたからかわれているだけだろうと聞き流したので、その後あっという間に大商人になって吃驚したものだ。

（あの「イギリスの伯爵様」って、この伯爵様だったの？）

　驚く反面、すとんと納なつ得とくする部分もあった。

　そもそも伯爵がどうして自分を引き取ろうと思ったのかずっと疑問に思っていたのだが、この繫がりで思うところがあったから、なのだろう。

「そこに掛けなさい」

　窓を背にして執しつ務む机づくえに腰掛け、書類に目を通したまま彼は言う。黙だまって従したがい、二人並んでソファに座ると、ようやく伯爵は顔を上げた。

　眉み間けんに皺しわを刻んだ険けわしい顔をしているが、そこに長旅の疲れは見られない。──ただ代わりに、困こん惑わくと挑いどむような感情が見え隠れしており、シャーロットを若じやつ干かん持て余していることが感じ取れた。

（まあ、それも仕方がないわよね）

　あの夜会のあと、伯爵はあっという間にロンドンへと旅立ってしまったので（「あのじじい、逃げやがったな」とエロールは言ったし、シャーロットもそのとおりだと思った）、シャーロットが「セネット商会の娘のシャーロット・セネット」としてまともに対面するのはこれが初めてだ。

　正直、きちんと和解できているとは言いがたかった。

「おまえたちに、話しておかなければならんことがある」

　鳶とび色の目がひたとこちらに定められ、重々しい声が響く。

「先日の詐さ欺ぎ事件」

（そうよね。いい大人なんだからきちんと筋すじはとおして謝あやまってもらわなくちゃ。寛かん大だいな心で許してあげるから）

「あれは、なかったことになった」

（感謝するといいわ。──って、なんですって!?）

「おい、どういうことだよそれ！」

　思わず反応が遅れたシャーロットの横で、エロールがばん、とテーブルを叩いて立ち上がる。しかし全身で怒いかりを表す孫まごに、伯爵が動じることはなかった。

「座りなさい、エロール。そのままの意味だ」

「だって、おかしいだろ！」

「座りなさいと言っている。話はそれからだ」

「あんたは、いつもそうやって一方的に……！」

　わざとらしく舌打ちをしたエロールが、ふてくされたように乱らん暴ぼうな仕し草ぐさでソファに座り直す。その際に聞こえた呻くような独り言に、シャーロットは彼がこの城に連れてこられたときの状況を見た気がした。

「シャーロット・セネットはアーサー・セネットの訃ふ報ほうを聞いたのち、女学院を自主退学。遠縁の家に身を寄せていたが、クリフォード女学院院長の仲ちゆう介かいにより、行方ゆくえを探していた当家に引き取られることになった。そして先日の夜会に至る。──そう、人に問われたら言いなさい」

「だから、なんでだよ」

「それがおまえたちのためになるからだ」

「そんな、俺は」

「……そう、ですね」

　ようやく口を開いたシャーロットに、エロールが「信じられない」という顔をする。だがこのとき、シャーロットは自分でも驚くほど冷静に、脳内で損そん得とくの計算を猛もうスピードで繰り広げていた。

（そうだわ。単純にあの人たちが痛い目に遭えばいいって思ってたけど……）

　あれだけ色々されたのだ。しかるべき所で彼女たちが裁さばかれればいいと思っていたし、むしろそれだけでは足りないとすら思っていた。

　しかし。

（……スキャンダルは、避さけるべきだわ）

　ただでさえエロールは「メイドの子」というレッテルがある。パブリックスクールにも通っておらず、人じん脈みやくもない中での社交界デビューなのだ。その状況下で「馬鹿らしい詐欺にあった伯爵家」と自みずから権けん威いを引き下げるのは得策ではない。

（それに、私も）

「おまえだけの問題ではないのだ、エロール。セネット嬢は今、ただでさえ社交界で微妙な立場にある。この上、メイドをやっていたなどと知れ渡ってみなさい。どうなるか、いくらおまえでも想像できるだろう」

「……メイドをやってたことは、よくあんたが俺に言うのと同じ、恥ずべき過去ってことかよ」

「そのとおりだ」

（──っ！）

　恥ずかしい、とは思わない。さっきだって、あの経験があったからこその立ち回りができたのだし、なかったことにはしたくない。

　けれども、表立って言う必要があるかと問われれば首を横に振るし──なにより、ここで感情のままたてついて伯爵の逆げき鱗りんに触れ、追い出されるわけには絶対にいかない。

　女学院で起こした短たん慮りよを繰り返すつもりはなかった。

「……分かりました。伯爵様の、おっしゃるとおりに」

「おい、シャーロット」

「とりあえず今は、よ」

　不満を隠さず睨んでくるエロールの耳元でシャーロットは囁ささやく。

「泣き寝入りなんて納得できるはずないでしょ。のし上がって、確かつ固こたる地位を築きずいたら絶対に全部明らかにしてやるわ。いっそ伝記でも出してやるわよ！」

「…………」

「なによ」

「分かったよ。被ひ害がい者しやはあんたなんだし、あんたがいいなら、それで」

　長い沈ちん黙もくののち、諦あきらめ混じりの小声と共にエロールが妙なものが吊つり下がった天井を仰あおぐ。その一連の様子が、声は届かずともシャーロットがエロールを上手く説得したように見えたのだろう。伯爵の眦まなじりが下がり、表情がわずかに柔やわらかいものになった。

「セネット嬢は噂うわさに違たがわず聡明なお嬢さんのようだ」

「恐れ入ります」

（ふん、今さら褒ほめておだてようったってそうはいかないわよ）

「心無いことを言う輩やからもいるようだが、気にすることはない」

（ん？　というか、むしろ、なんか）

「セネット嬢のことは当家が責任をもって後見する。堂々としていれば構わん」

（謝罪どころか、むしろ「おまえのために色々と動いてやっていて、しかも後見までしてやるんだから感謝しろよ」って空気……？）

　一方で威圧感が消え、励まされているのが気持ち悪い。好意に鳥とり肌はだが立つのを感じながら、シャーロットは引きつった笑みを浮かべて熱ねつ弁べんする伯爵を見る。

「なに。セネット嬢ならばいつか必ず理解者が現れることだろう。そのためにとりあえずはたくさんの場に出て、セネット嬢を知ってもらうことが先決、と私は考えた。──そこで、だ」

　咳せき払ばらいをしてから、厳おごそかに、しかし有う無むを言わせぬ口調で伯爵は宣せん言げんした。

「ロンドンに居を移すことにする。二人とも、準備をしておきなさい」
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「まあまあまあ、シャーロット。よく来てくれましたね。さ、そんなところに立っていないでどうぞお座すわりになって。今、お茶を準じゆん備びしましょう。ちょうど先日、美お味いしいお菓か子しを生徒の親から頂いただきましたのよ」

　伝でん統とうある名門校、クリフォード女学院の院長室。

　忌いまわしい記憶がよみがえるそこで、シャーロットは顔がおぞましい感じに歪ゆがまないよう気を引き締めながら、キンキンと耳みみ障ざわりな声を右から左へと聞き流していた。

（……ほんっとに相あい変かわらずね）

　あのとき女学院に置いていった荷物が残っているのなら回収したい。

　そんな口こう実じつを携たずさえ、「お久しぶりです、院長先生」と言ってシャーロットが顔を覗のぞかせたときの彼女の動どう揺ようっぷりは凄すさまじいものがあった。なにしろ「シャ、シャーロット!?」と悲ひ鳴めいのような声を上げて椅い子すを蹴け倒たおし、そのまま真まっ青さおな顔をしてピタリと固まっていたのだ。

　しかし時計の秒針が二周した今、クリフォードはこうして、早さつ速そくシャーロットに猫ねこなで声で擦すり寄っている。

（あの顔、凄すごく素す敵てきだったのに。あっという間にいつもの院長節ぶしに戻もどるなんて。ちょっとつまらないわ。……でもまあ、ある意味院長節で良かったけど）

　今のクリフォードの態度は、強者と弱者によって露ろ骨こつに態度を変える彼女の最上の態度だ。

　──こうなるだろうな、とは思っていたが、不安が残っていたのも事実だったのでシャーロットは安あん堵どの息を吐はく。

（所しよ詮せんは一いち文もん無なしの孤こ児じ。強気で攻めてこられたらどうしようって思ってたけど、さすがにそこまで厚こう顔がん無む恥ちじゃなくて安心したわ）

　客商売のクリフォードにとって、伯はく爵しやく家の威い光こうと詐さ欺ぎ事件のもみ消しはかなり大きな事こと柄がらなのだろう。そう分ぶん析せきしながら、シャーロットは促うながされるまま、あのときは座ることすら許ゆるされなかった革かわ張ばりのソファに座った。

「あのときは本当にごめんなさいね、シャーロット。恥はずかしい話、経営があまり芳かんばしくなくて……。いいえ、そんなことは言い訳にはならないわね。エリザベスも謝しや罪ざいしたいとは言っているのですが、今は実家に戻っていてここにはいなくて……。連絡を入れていただければ──いえ、むしろロンドンに来る旨むねを伝えていただければあの子も連れてこちらから行きましたのに」

　お茶の用意ができた途と端たん（最上級の茶葉だった）、クリフォードはシャーロットが口を開く隙すきもあたえず怒ど濤とうの勢いでまくし立てはじめる。

　わざとらしくハンカチまで持ち出し目め尻じりに押し当てる彼女に、シャーロットは感かん服ぷくすら覚えた。──必死に謝られているはずなのに、ここまで心に響かないのはある意味凄いと思う。

「ああ、でも伯はく爵しやく様から聞いていますよ。許してくれるのでしょう、シャーロット。なんて慈じ悲ひ深い子なんでしょう。あなたのような素す晴ばらしい生徒が在ざい籍せきしていたことは、当女学院の誇ほこりです！」

（私にとってクリフォード女学院なんかに在籍していたことは人生最大の汚お点てんだわ）

　とはいえ、諸もろ々もろの悪あく事じが明らかになったら「あの悪あく名みよう高い女学院に在籍されていたの？」と馬ば鹿かにされかねない。シャーロットが伯爵の指示を受け入れた理由の一つには、このこともあった。

「あなたは生徒たちにも本当に慕したわれていましたからね。あなたがいなくなってから女学院はすっかり静かになってしまって。だから──」

（まさか）

「──戻っては、きませんか？」

（……言った。もしかして言ってくるんじゃないかと思ったけど、ほんとに言ったわ。やっぱり厚顔無恥だった！）

　シャーロットは思わず、素すで言葉につまってしまった。

　クリフォードには追い出される際さい、思わず本性の一部を見せてしまっている。だから特に猫をかぶる必要はないと判断し表情もそこまで取り繕つくろっていないのだが、幸か不幸か笑みを引き出そうと彼女はさらに躍やつ起きになって言葉を重ねていた。

「もちろん、以前と同じ──いえ、それ以上の待たい遇ぐうを約やく束そくしますよ。希望があれば言っていただければなんでもしましょう」

「……そう、ですね」

　ようやくまともな反応を示したシャーロットに、クリフォードの眼鏡めがねの奥の瞳がきらりと光る。

「伯爵家ではどのような生活をなさっているの？　それと遜そん色しよくのない生活を送っていただかなくてはね。まずは専用の使用人を」

　さらに調子づいたクリフォードに、危あやうく「リザが私にしてくれたみたいに、リザかあなたが私の下僕しもべになってくれるなら」と言いかけ、シャーロットは言葉を慌てて飲み込んだ。確かにそれも魅み力りよく的てきといえば魅力的だが、エリザベスと思考が同レベルと思われるのは癪しやくだし、なによりクリフォード女学院に戻る気はさらさらないのだ。

「私も、友人たちともう一度机つくえを並べたいと思います。──ですから」

　シャーロットは頭の中で吟ぎん味みに吟味を重ね、ゆっくりと言うべきことをまとめていく。

「院長先生が、院長先生でなくなるのでしたら、戻りたいと思います」

「シャーロット……？」

「どうぞご無理をなさらないでください」

　意味が分からない、という顔をしてこちらを窺うかがっているクリフォードに、シャーロットは静かに言葉を浴あびせていった。

「『できればあなたの顔は見たくない』。あの日、先生はそうおっしゃったではありませんか。人様に迷めい惑わくをかけてまで戻るのは私もちょっと……。ですから、院長先生が絶対に私の顔を見なくてすむ状況になるのでしたら、戻りたいと思います」

　声を大にして罵ののしるわけでもなく、にっこりと「いいんです」と受け流すわけでもなく。

　シャーロットがこんな攻こう撃げきをしかけてくるとは思いもよらなかったらしいクリフォードは、面おも白しろいくらいぽっかりと口を開けた。

「院長先生。私、思うんです」

　口から零こぼれ落ちる声は、自分でも驚おどろくほど冷ややかだ。

「『なかったことにする』のと『許す』のは、まったく別のことだと」
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（ああ、ひっさびさにすっきりしたわ）

　馬車と汽車を乗り継ついで、約一日かけて戻ってきたロンドン。セネット家の二倍はある邸てい宅たくで次の日を迎むかえたシャーロットは、たまっていた鬱うつ憤ぷんを晴はらすべく、なによりも先にクリフォード女学院に行くことを選んだ。

　結果は上々で、シャーロットは上じよう機き嫌げんで空を仰あおぐ。追い出されたのは気分が滅め入いる雪の日だったが、今日は雲一つない快かい晴せいだった。

（やっぱり、謝罪って大事よね。うん）

　シャーロットの脳のう裏りに、結局謝罪らしい謝罪をせずに流した某ぼう貴族の姿が浮かぶ。

（見てなさいよ。いつか絶対に頭を下げさせてやるんだから！）

　頭の固い年寄り貴族が、小娘──それも文無しの、正直ご機嫌をとってもなんの利りもない娘に頭を下げる。それはさぞかし胸のすく光景だろうと思うシャーロットの目的は、すでに「謝罪させる」からややずれていたが、残ざん念ねんながらこの場にそれを突っ込む人物はいなかった。

「──お嬢様、どうかしました？」

　決意を新たに女学院の門を睨にらみつけていると、ふいに適てき度どに礼れい節せつを守った砕くだけた敬語で声がかけられる。

「まだなにか用事があるのなら、遠えん慮りよなくやっちゃってくださって構いませんけど」

「大だい丈じよう夫ぶ。ありがとう、ミセス」

　平へい素そとは違い下ろした亜あ麻ま色の髪を揺ゆらしながら近づいてきた美女に、シャーロットは満まん面めんの笑みを向けた。地じ味みな私服姿でも十分華はなやかな雰ふん囲い気きをかもし出すリンダは、その晴れやかな心しん中ちゆうを察さつしてか、「それは良かった」と親しみのある明るい笑みを返してきてくれる。

　ミセス、という特別な呼こ称しようからも分かるように、メイド長は他のメイドとは一線を画かくした存在で、主人階級の者たちからも信しん頼らいや尊そん敬けいといった感情を受けることが多い。その立場を利用し、シャーロットもリンダには他のメイドたちとは違い、それなりに丁てい寧ねいな言葉を使っていた。

（それにしても、一いつ緒しよなのがミセスで良かった）

　良家の令れい嬢じようは、普通一人で出かけず侍女レデイスメイドを連れ歩く。しかし今日に限っては、メイド長であるリンダがその役目をこなしていた。

『あら、あたしじゃご不満ですか？』

　領地の城には領地の、ロンドンの邸宅にはロンドンの使用人がそれぞれ存在する。リンダやクラウスのように主あるじの移動と共に動く者もいるがそれはごく少数で、シャーロットも新しい侍女としてまったく知らないメイドを紹しよう介かいされていた。

　ろくに話したこともないそのメイドと二人で歩くのは不安……というか、内心面倒だとすら思っていたのだが、なぜか部屋に迎むかえに来たのはリンダで。そのときのおどけたような台詞セリフから、シャーロットはリンダが自分を気き遣づかってこの役目を買って出たことを察したのだ。

「楽しそうでしたもんね。──特に、ご学友と」

　含ふくみを持たせて笑われてしまえば、シャーロットはもう苦く笑しようするしかない。




『シャーロット！　シャーロットなのね!!』

　院長室を出て、真っ青なクリフォードを従えて歩いている途と中ちゆう。硝子ガラス越しにシャーロットの姿を見つけた元級友たちは、授業中にも拘かかわらず教室から飛び出ると、わっとシャーロットを取り囲んだ。

（ふっ、私の人望なら当たり前よね）

　そう思いながらも、向けられるキラキラとした眼まな差ざしが久しぶりで、シャーロットは喜よろこびを嚙かみしめる。

『戻ってきたのね、シャーロット』

『お父様が亡なくなったんですってね。大変だったでしょう？』

『でも聞いたわ。今は伯爵家でお世話になっているとか』

　興こう奮ふんを抑おさえきれず、まくし立てるような彼女たちの言葉に、シャーロットは嫌いやな顔一つせず丁寧に答えていく。

『それにしても──』

　そして、穏おだやかに一通りの現状確認がすんだあと。腰こしに手を当て眉まゆを吊つり上げたのは、シャーロットとそれなりに仲の良かった少女の一人だった。

『突然いなくなってしまうんですもの。吃びつ驚くりしちゃったわ！』

『そうよ。薄はく情じようだわ。あなたがそんな人だったなんて……』

『手紙くらいくれても良かったじゃない。なにか事情があったの？』

　便びん乗じようして他の少女たちも次々に問いを重ねていく。顔を紙のように白くするクリフォードの横で、シャーロットは悲しげに俯うつむき、瞳を揺らした。

『ごめん、なさい』

　弱々しく言って、シャーロットは胸の前で祈いのるように両手の指を絡からませる。

『挨あい拶さつとか手紙とか、したいのは山々だったわ』

（普通の状況だったら、そりゃ、ちゃんとやったわよ）

　彼女たちも来年には社交界に出てくるのだ。人じん脈みやくは大切だし、ここで折せつ角かく築きずいた諸々を白紙に戻してしまうのはあまりにももったいない。

　そしてなによりも、彼女たちには社交界で「シャーロットという薄情な学友がいて」ではなく「シャーロットという素晴らしい学友がいて」と語ってもらわなければならないのだから。

『でも、そんなことができるような状況じゃなかったの。──あの日、院長室で父の訃ふ報ほうを聞いてすぐ、院長先生に女学院を追い出さ、』

『シャーロット！』

『……ええと、遠縁の方が迎えに来てくださって。汽車の都つ合ごうですぐに女学院を発たつことになったものだから』

『そ、そうなの』

　みんなの憧あこがれで、どんな問いにもよどみなく答える。そんな完かん璧ぺきな生徒だったシャーロットの初めての「ミス」に、少女たちが一いち様ように動揺を見せる。

『そうなのよ。そのあとも、伯爵様に引き取られたりしたでしょう？　住所も定まらないし、バタバタしてしまって』

（ふふふ。みんな「ありえなくはない」とか「この院長ならやりかねない」って顔してるわね）

　いかにも「はぐらかしています！」というふうに続けながら、戸と惑まどいの視線が飛び交うのを観察し、シャーロットは内心でほくそ笑んだのだった。




「……内ない緒しよにしててくださいね」

「あたしが門番の彼に口く説どかれてたのをクラウスに内緒にしてくれるのでしたら、いくらでも」

（ほんっとうに一緒に来たのがミセスで良かったわ）

　片目を瞑つむり、長い人差し指を唇に押し当てるリンダに、シャーロットは心からそう思う。

（ミセスじゃなきゃ、やりにくかったわ。……そもそもあれがやりたくてわざわざ出向いてきたっていうのに）

　謝罪を要求するだけなら、わざわざこちらから出向かずとも呼びつければことがすむ。それにも拘かかわらず押しかけたのは、シャーロットにも割り切れず、色々と思うところがあったからだ。

（あのくらいの意い趣しゆ返しなら、まあ、許きよ容よう範はん囲いよね）

　ちなみに連絡をいれずに押しかけたのは、連絡したら生徒たちを寮りように押し込めてシャーロットと会わせないようにする、くらいクリフォードがすると思ったからだった。

「……これからが大変ですからね。ちょっとくらい発はつ散さんしないと、いっぱいいっぱいになっちゃいますもの」

「大変。……そう、ですよね」

（ロンドンに引っ越すっていうことは、そういうことよね）

　地方でもちょっとした夜会を開いたり、滞たい在ざい型のハウスパーティーを開いたりする場合はあるが、イギリス社交界の中心はなんといってもロンドンだ。地方に領地や家を持っている人間も、社交シーズンにはほとんどがロンドンに所持する屋や敷しきへと戻ってくる。

　つまり、「ロンドンに居を移す」という伯爵の意思は、「社交界に本格的に乗り込む」ということと同義だった。

（今日から早速夜会があるし）

　ロンドンに来たからといって、シャーロットに向けられる冷ややかな視線が変わることはないだろう。また鬱憤がたまるのかとげんなりしていると、心情を汲くみ取ったらしいリンダが気を紛まぎらわせるように「ちょっと歩きましょうか」と提案してきた。

　女学院に背を向け、大通りに向けてうっすらと雪が積もる石いし畳だたみを歩きはじめる。行きは伯爵家の馬車で女学院まで送ってもらったが、久しぶりにロンドンを散策したいと願ったため、帰りは辻つじ馬車を拾うことになっていた。

「ミセスは、ロンドンに慣なれているんですか？」

「ええまあ、それなりに。あたし、生まれはロンドンなんですよ」

「そうなの！　じゃあ、伯爵様のロンドンの邸宅でメイドを──」

　メイドをして出しゆつ世せし、今に至るのか。

　そう問おうとしたシャーロットは、ふとメイド時代に触れたリンダの過去を思い出して口をつぐむ。

（しまったわ。確かミセスは、なにかワケありな感じで……）

「ふふふーん。内緒です、と言いたいところですけど、お嬢様には特別にお教えちゃいましょう。それなりに出世してからはロンドンにも来ましたけど、基本的にはずっとあっちの城にいましたよ。ちょーっと地方を転々として終わりのない自分探しの旅をしていたときに雇やとってもらったんですよねー」

（それってつまり、ロンドンにいられなくなったってこと？）

　シャーロットの戸惑いを察してかリンダは茶ちや化かすように話しているが、普通、若い女が地方を転々としたりはしない。かなりの苦労があったのだろう。──少なくとも、シャーロットはそう感じた。

（だって、エルとの手紙のやりとりを咎とがめたときのミセスは……）

「……ねえ、お嬢様」

　気まずい表情はしているが、そうあからさまに思ったことを顔に出しているつもりはない。それなのに、すべてお見通しだと言わんばかりの絶ぜつ妙みようなタイミングで、リンダはシャーロットに呼びかけた。

　かつてシャーロットが職を求めて彷徨さまよった、商店が立ち並ぶ大通り。人通りの多いその入り口まで差し掛かっていながら、足はいつの間にか動きを止めていた。

「知ってます？　お金って、美び貌ぼうにも教養にも──ときには愛にも勝まさるって」

　ちょうど横を通り過ぎていったコテコテした成なり金きん趣味の馬車を冷たく一いち瞥べつし、リンダはすっと口角を上げる。それはいつもの明るいものとは違う、諦あきらめが混じった静かな笑みだった。

（……知ってるわ）

　美貌と教養はある。だけど無一文の孤児。

　その状況下にあるシャーロットは内心で頷うなずきつつも、リンダの冷ややかな声こわ音ねにぞくりとし、無意識のうちに生なま唾つばを飲み込む。

「結婚なんて結局打だ算さん。庶しよ民みんだってそういうところがあるんだから、上流の方なんてほとんどが損そん得とく勘かん定じようでしょ。貧びん乏ぼう貴族と成金とか、親の会社の事業提てい携けいとか。つまらない社会だと思いません？　──ま、燃えるような恋がいいかは別にして」

「ミセス」

「そういう社会で、今のお嬢様が身を立てていくのは、多た分ぶん、とっても難しいと思うんです。だからこそ、一つだけ、人生の先輩として言わせてください」

　いったいどれだけ先輩なのかよく分からないメイド長の顔は恐ろしいほど真しん剣けんだ。案じる色の強い青い瞳を覗き込みながら、シャーロットの背せ筋すじは自然と伸びる。

（亀かめの甲こうより年の功こうとか言ったら逆げき鱗りんに触れそうだけど、確かにミセスの言うことはいつも正し、）

「いいですか？　優良物件、と思ったら、がっつり捕まえなくちゃだめですよ！」

　びしっと指をつきつけながら、リンダはそう力りき説せつした。

「…………え」

「あ、今、『そんなこと？』って思いました？　だめだめ。いい物件──特に貴族にはライバルが多いんですから。貴族のお嬢様も、爵位狙ねらいの富ふ豪ごうのお嬢様も、アメリカからわざわざ婿むこ探しにいらしたお嬢様も、みーんな貴族の跡あと取とり狙いなんですからね。折角摑んでも、一度離したら横から掠かすめ取られますよ！」

「あの、ミセス？」

　いつかと同じで、語っていくうちにリンダの口調が熱を帯おびていく。通行人が「なんだろう？」と首を傾かしげこちらを注ちゆう視ししていくが、拳こぶしを胸の前で握りこむ彼女の声のトーンは下がらない。

「『一緒になろう』とか、プロポーズまがいのことを言われて喜んでもだめですよ。口約束ほど当てにならないものなんてないんですから。借しやつ金きんの証しよう文もんより厳きびしいものを作って拘こう束そくするのがオススメな感じです」
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「あの、そこまで」

　やったら引かれるのでは、とは、リンダの凄みのある笑顔と鋭い眼がん光こうに阻はばまれて言えなかった。

「ご存知ですか、お嬢様」

　腕を組んだリンダが、ふっと自じ嘲ちように満ちた笑みを浮かべる。シャーロットから逸そらされた目はぼんやりと道行く人々に向けられているが、その目に通行人たちが映りこんでいないことは明めい白はくだった。

「世の中には『一生大切にするよ。君とならなにがあっても平気さ。だから明日、一緒にグレトナ・グリーンに行ってくれるね？』とか言っておきながら翌よく日じつに怖おじ気けづいて裏うら切ぎる貴族の男だっているんですよ」

（ほ、本当に駆け落ち寸すん前ぜんだったのね）

　グレトナ・グリーン。それはスコットランドにある、駆け落ちで有名な場所だ。

　イギリスでは両親の承しよう諾だくを得た二十一歳以上の男女しか結婚ができないため、承諾なしかつ低年齢で結婚できるスコットランドで無理矢理式を挙あげてしまう、という仕し組くみだと聞いている。

「と、に、か、く」

　言いたいことを言ってすっきりしたらしい。直前に比べ憑つき物が落ちたのかと思うほどいつもどおりの顔で、リンダは大げさに肩をすくめてみせた。

「そのくらいの意気込みで頑がん張ばっていただきたいなーと、リンダさんは思うわけです。これでもあたし、お嬢様の応おう援えんしてるんですから」

「……参考にします」

「そうしてくれると嬉しいです。──なにせ前は、華か麗れいに聞き流されちゃったみたいですし？」

　言って、リンダはすねたようにわざとらしく唇を尖とがらせる。

（うっ……。そうよね。随ずい分ぶん心配してもらったし）

　自分が伯爵に睨まれ、メイド生命の危き機きに瀕ひんしていたときのリンダの蒼そう白はくな顔はよく記憶に残っている。散々迷めい惑わくをかけた自覚はあったので罰ばつが悪くなり、シャーロットは視線を泳がせ

　──そして、ふと通りの向こう側でこちらを凝ぎよう視ししている人物に気づいた。

　自分より少し年下の、明るい茶色の癖くせ毛げを持つ少女。

（え。あの子）

「お、お嬢様っ!?」

　ばっちりと目と目が合った途端に素すっ頓とん狂きような声が上がり、シャーロットも確信を抱く。転がるようにこちらに駆けてくるのは、かつてセネット家でメイドとして働いていた少女だった。

「お嬢様！　お嬢様ですよね！　本物ですよね!!」

「ミシェル！」

　意識しなくても、自然と声が弾はずむ。

　シャーロットは両腕を広げて、突とつ撃げきしてくる自分より小さな少女を迎え入れた。

「ええ、本物よ。あなたに会えて良かった。元気にしていた？」

「全然まったく元気じゃないですっ。た、大変だったんですからね！」

　じわり、と潤うるんだ目をミシェルは乱らん暴ぼうに袖そでで拭ぬぐう。

「折角今をときめくセネット商会のお屋敷に勤つとめられてウハウハしてたのに、ある日突然旦だん那な様が死んだって言われるし！　お屋敷だって差し押さえられて出てけって言われるし！　お給料だってあの月出なかったし！　お嬢様だって行方ゆくえ不ふ明めいだし!!」

（……ミシェル）

　それは、「親愛なるお嬢様が行方不明で心配だ」というよりは、「シャーロットが行方不明じゃなければなんとしてでもお給料を払ってもらったのに」という意味の響きが非常に強い嘆なげきだった。

「紹介状だってないから再就職も難しいし！　あるとしてもお給料が前より悪いし！」

「で、でも今はどこかで働いているんでしょう？」

　白いエプロンこそしていないが、上に束たばねられた癖毛といい、黒い服といい、ミシェルの格かつ好こうはよくあるメイドのものだ。買い物籠かごを持っているところから見て、足りなくなった備び品ひんを急きゆう遽きよ買い出しに来ている、といったところなのだろう。

（とりあえず、今にも死にそうって感じの再会じゃなくて良かったわ……）

　可か愛わいらしい顔は歪んでいるが、頰ほおは子供らしい丸みを帯おびており、著いちじるしく栄養状態が欠けつ如じよしたふうでもない。

　しかしほっとするシャーロットとは裏腹に、ミシェルはぶすっと頰を膨ふくらませた。

「働いてますけど、今のご主人様ってば超がつくほど意い地じ悪わるなんですよ！　なに考えてるか分かんなくって。人使いも荒あらいし。ううっ。あたし、お嬢様が女学院から帰ってきたら侍女に昇しよう格かくするはずだったのに……！　お給料だってもっとずっと良くなるはずだったのに!!」

「……えーと、なかなか、稼かせぐのに貪どん欲よくな子ね」

　ずっと黙って見守っていた……というよりもミシェルの剣けん幕まくに呆あつ気けにとられて無む言ごんを貫つらぬいていたリンダが面白そうに感想を漏らす。その声を聞いて、ミシェルが初めて大きな焦こげ茶の瞳にリンダの姿を映した。

「お嬢様。この方は？」

　こてんと首を傾げ、しばし沈ちん黙もくし。

「えっと、お嬢様の女学院のご学友ですか？」

　吟味の末に選んだと思われるお世せ辞じに、リンダが破は顔がんした。

「きゃー！　いい子ね。今度おねーさんがなにか奢おごってあげるわ！」

「ほんとですか!?」

「ええ。でもあたしもメイドだから、あんまり高いものはだめよ？　そういうのは男に貢みつがせてこそ意味があるんだし！」

「メイドだったんですか。じゃ、お嬢様の侍女？」

「残念。聞いて驚きなさい。メイド長さんです！」

　え、とミシェルが絶ぜつ句くし目を見開く様子を、リンダはとても満足そうに見ている。頭の先からつま先までをまじまじと眺ながめ、「ほんとですか？」と今度はこちらに視線を向けてくる彼女に、シャーロットは深く頷いた。

　途端、ミシェルが目をらんらんと光らせる。

「あたし、ミシェル・コリンズって言います！　十四歳で、十歳からメイドやってて、今は家ハウスメイドですけど厨ちゆう房ぼうも一通りできますし、侍女の仕事も覚えました！」

（…………主しゆ従じゆうって似るのかしら）

　よほど今の職場に不満があるらしい。身を乗り出して売り込みを始めるミシェルの姿が、いつぞやのクラウスに対する自分の姿に重なり、シャーロットは失しつ笑しようしながら考える。

（どうしようかしら？　ミセスに一声かけるのもアリよね）

　ロンドンに来てしまったせいで、メイドたちとの対人関係は白紙に戻ってしまった。これからきっちりと「素晴らしいお嬢様」という認識を刷すり込んでいく自信はもちろんあるが、それなりに慕ってくれる手て駒ごまがあっても悪くはない。

（メイドの派は閥ばつとか事情とか力関係は、やっぱりメイドじゃないと分からない部分もあるし、それを探るには誰かしら必要で）

　己おのれの経験を思い返しながら、シャーロットの思し考こうは進む。

（しかもここで声をかければミシェルにも恩おんを売れるし、周囲にも「かつての使用人のこともちゃんと思いやれるお優しいお嬢様」ってアピールができるし、いい感じよね）

「ミシェ、」

「──おや、誰かと思えばミシェルじゃないですか」

（誰……？）

　折角勧かん誘ゆうしようとしたのに遮さえぎられ内心舌打ちをしたシャーロットは、次ついで不快さも忘れてミシェルの様子に首を傾げる。

　つい先ほどまでリンダに迫せまり、身み振ぶり手て振ぶりも交まじえて給与の希望まで述のべていた少女は、さあっと顔を青ざめさせてぴたりと動きを止めていた。

「いやあ、知りませんでした。そんなに辞やめたかったんですか。でしたら」

「ごごごごご主人様。ち、違いますよ！　あたしの友達が仕事探してて、それで」

「そうなんですか？　やれやれ、優秀なメイドを一人失うのかと思ってひやひやしてしまいましたよ。──それで、ミシェル？　私の目が正しければそれは空からの買い物籠に見えるんですがね。馬鹿には見えない商品でも買ったんですか？」

（主従の形なんて人それぞれだし、横おう暴ぼうな人よりはいいと思うわよ？　でも、でもね）

　目の前で展開されるやりとりに、横にいるリンダですら口を手で覆おおい、目を見開いて主従──特に突如現れた「主」を見ている。

（完全に楽しんでる。ていうか、いたぶってるわよね？　な、なんて性格の悪い男なの……！）

「あの」

　自分の性格がよいとは微み塵じんも思っていないが、これよりはマシなのではないかとすら思う。そんな凄まじい人物に関わるかどうか逡しゆん巡じゆんしたシャーロットは、それでもミシェルの中の「シャーロット株」を上げるため、恐る恐る口を開いた。

「すみません。私が、引き止めてしまったんです。怒らないであげてはくれませんか？」

「いえいえ、怒ってなどいませんよ。いつものことですから。お約束、とでも言っておきましょうか」

「…………」

「ミシェル？　なにか文句でも？」

「い、いえ！　まさか、そんなことあるはずないじゃないですか。じゃあ、あたし、猛もう烈れつにお店で石せつ鹼けんが『僕を買ってください。今すぐ買ってください！』って呼んでるような気がするんでもう行きますね！　お嬢様、失礼しました！」

「あ、ミシェル──！」

　引き止めるべく手を伸ばしたシャーロットを振り返ることもせず、ミシェルは脱だつ兎とのごとくその場を離れていく。

（ちょっと。なにしてくれるのよ。引き込むどころか連絡先の交換すらできなかったじゃないの。どう責任とってくれるわけ？）

　そんな反感を込め、改めて高い位置にある男の顔を真正面から捉えたシャーロットは刹せつ那な、初対面の人用のにこやかな表情を取り繕うことも忘れて息を飲んだ。

（こ、こいつ……！）

　歳の頃はおそらく二十代前半で、シャーロットと同じ黒髪に、同色の切れ長の目を持っている。ふちなしの眼鏡と身に宿やどす色から理り知ち的な印象を受けるその顔には、にっこりと人当たりの良さそうな笑みが浮かべられている。が、先ほどのやりとりを見てしまった今では胡う散さん臭くささしか感じない。

　いや、そんなことより──。

「ご機嫌はいかがですか？　セネット嬢。先日ぶりですね」

（今まさに最悪なご機嫌になったわよ。だって、だって……！）

　忘れるわけがない。

　目の前に立つ人物は、伯爵家で開かれた夜会の際、にこやかに近づいてきておきながら思い切り現実という名の屈くつ辱じよくを突きつけてきた、あの男だった。

（へ、平常心を保たもつのよシャーロット。ここで「げっ」なんて顔をしたらあとでなにを言われるか分かったもんじゃないわ。こういうのは一度弱みを見せたらどこまでもネチネチグチグチとくるタイプなんだから！）

「ええ、おかげさまで」

　穏やかな声を出し、すまし顔で会え釈しやくしたのはもはや意地以外のなにものでもなかった。しかしその甲か斐いはあったらしく、男は意外そうに片眉を上げる。

「しかし、ロンドンへいらしているとは伺っていましたが、社交界より先にこんなところでお会いするとは思いませんでした」

「本当に。偶ぐう然ぜんとは面白いものですね」

「あはは」「おほほ」と白しら々じらしく笑ってはいるものの、互たがいにまとう空気は果はてしなく冷え切っていた。同じ年頃の少女相手に上うわ辺べだけの会話を繰り広げたことは幾いく度どもあるが、年上の男性相手には初めてで、シャーロットの背中に冷ひや汗あせが伝う。

（ああもう、文無しの孤児に興きよう味みはないでしょ。早くどっか行きなさいよこの暇ひま人じん！）

「──ところで。そちらのお美しい方は、侍女の方ですか？」

　自分には褒め言葉など一いつ切さいなかったくせに。そう腹立たしく思いながら視線を追えば、通行人の邪じや魔まにならないように道の端はしへと身を寄せたリンダが、少し離れた場所で黙って頭を下げていた。

「いいえ。シンフィールド伯爵家のメイド長です」

「メイド長……。これは驚きました」

（へえ、この人でもやっぱりミセスの容よう姿しには、）

「侍女ではなく多た忙ぼうであろうメイド長を連れ歩けるなんて。セネット嬢は本当に伯爵家で大事にされていらっしゃるんですね」

（…………ええ、分かってたわよ。普通の反応を示す人じゃないって分かってたわよ！）

　握りこんだ拳がわなわなと震える。

　対メイドたち、対エリザベスを経て物理的なイジメ攻撃には慣れきったが、こういう言葉攻ぜめの耐たい性せいはまだついていないらしい。不本意ながら自分の弱点を自覚してしまったシャーロットは、なんとかして軽く受け流せる術すべを身につけようと固く心に誓ちかった。

「失礼、ミセス」

　どうやら彼の興味はシャーロットからリンダに移ったようだ。すたすたと歩いてリンダの前に立った男は、口に指の関かん節せつを押し当て、なにか考えるような仕し草ぐさをみせた。

「以前、どこかでお会いしたことは？」

（ちょっと、まさかミセスを口説こうって言うんじゃ）

「……ございます」

（ミセス？）

　突然の眼鏡男の問いも、リンダの返した答えも意外だったが、いつになく張りつめたリンダの声がもっと意外だった。夜会の際、てきぱきと客人を捌さばく姿を目まの当あたりにしただけに、これが「上流階級の他人」を相手にした彼女の通常の対応だとも思えない。

　リンダは一呼吸置いてから、許きよ可かを得てゆっくりと美しい顔を上げた。

「お嬢様からご紹介がありましたとおり、私はシンフィールド伯爵家のメイド長。先日の夜会で、ご挨拶はせずともお目にかかってはおります」

「……なるほど。それもそうですね」

　すました顔で告げるリンダに、男も「失礼しました」と軽く流してそれ以上は踏み込んでこない。

　そのまま二、三言葉を交わし、次いで取ってつけたようにシャーロットにも短く挨拶すると、彼はようやく雑ざつ踏とうの中に消えていった。

「……お知り合い、なんですか？」

「あら、なんのことです？　──そう、ただ、ちょっと」

　彼の気け配はいが完全に消えた途端、目に見えて肩の力を抜いたリンダは、珍めずらしく言いにくそうに視線を泳がせる。

「個人的に、あの方の一族には、あまり関わりたくないなと思ってるというか。あたしも長いことメイドやってて、それなりに上流階級の方の噂うわさ話ばなしも耳にするんですけど……。噂。そう、あんまりいい噂を聞かないんですよね」

「……確かに、なかなか個性的な方でしたね。敵を作りそうというか」

「うーん、あんなに捻ねじ曲がってるとは、リンダさんも吃驚というか」

「ミセス？」

「なんでも。──さ、あの方のことは忘れて、買い物にでも行きましょう！　あたし、若いメイドの子たちに色々聞いておきましたから」

「じゃあ、忘れる前に一つだけ」

　今にもシャーロットをどこかの店に引きずり込みそうな勢いのリンダを慌てて止める。

（私、彼の名前、知らないのよね）

　夜会の日に名乗られた覚えはある。だが、それを聞き流していたのかまったく記憶に残っていないのだから、あのときに受けた衝しよう撃げきは自分が考えている以上に大きかったのだろう。

（会いたくないけど絶対にどっかで会いそうだし、そのときに名前を知らないなんてバレたら面倒なことになりそうだし）

　なにより折角貴族年鑑と睨めっこして日々勉強をしているのに、こんなことでその努力が水の泡あわになったら許せない。

「あら。お嬢様が珍しい」

　その旨を伝えると、リンダは苦笑と共にその名を紡つむいだ。

「ノートン男爵家のご次男、オリバー・ノートン様ですよ」
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（まさか、あのいけ好かない眼鏡がノートン男爵子息だったなんて）

　等とう間かん隔かくに燭しよく台だいの灯ひが揺れる、細長い長方形のテーブル。その一番端に腰を下ろしているシャーロットは、メイドたちが一品一品給仕してくれる豪ごう奢しやな料理に舌した鼓つづみを打ちながらも、完全に意識を別のところに飛ばしていた。

『先日ロンドンで、ノートン男爵子息から購入なさっていましたが』

　そうクラウスが語った、件くだんの人形の仕入れ先。

　折角ロンドンに行くのだから個人的に探りを入れてみたいとは思っていたが、あんな形で知ることになるとは予想外もいいところだった。

（あの男が伯爵に売ったの？　いや、でも次男ってミセスが言ってたから長男の方？　ああもう、分からないわね）

　そもそも、あんな男の存在に思考が支配されるのが不快で仕方がない。

　しかしシャーロットは、感情を押し込めてでも、もう一度ノートン男爵子息オリバーと向かい合おうと思っていた。

（そうよ。私がちょっと我が慢まんするだけで、パパのこととか積荷のことがなにか分かるなら安いものなんだから。──なのに）

　こってりとした味付けのスープを半分以上残し、シャーロットはスプーンを音を立てずに置く。

（あの嫌いや味み男、どうしていてほしいときにいないのよ。嫌になるわ！）

　シャーロットはため息をついて、同じテーブルにずらりと並び、いまだにスープをすする夜会の招待客たちを眺めた。

（それにしても暇だわ。これからどうしようかしら）

　雰囲気は和なごやかで、お酒も入っているためか笑い声すら飛び交っている、比較的少人数の内輪な晩ばん餐さん。

　その環境でシャーロットがなぜ一人考え事にふけっていられるかというと──答えは簡単。一人だけ、周囲にまったく相手にされていないからであった。

（エルは……、なんとかやってるみたいね）

　使用人時代もそれなりにモテていたようだし、社交性に問題はないのだろう。普段シャーロットに向ける呆れたりからかったりするものとはまったく違うにこやかな表情で、エロールは割り当てられた座席周辺の人たちと談だん笑しようしていた。

（こうやってると、なかなか貴公子らしいじゃない）

　感心しながら観察していると、視線に気づいたエロールがこちらを向いて、物言いたげな顔をする。しかしシャーロットは小さく首を横に振り、会話に戻るように促した。

　声はかけない。──かけられない。

　それほど、シャーロットとエロールの座る位置は離されていた。

（……折角忘れかけてたのに、また腹が立ってきたわ）

　食堂に入る順番や椅子の座り方はパーティーの主催者が決める。主催者にとって重要な人物だったり、爵位の高い人物であれば主催者に近い上座へ、逆なら下座へと配置されるのだ。

（そりゃあ、「セネット商会令嬢」で社交界デビューしても成金の娘として下座だったでしょうけど、やっぱり気分が違うわよね）

　伯爵子息としてふさわしい位置に座らされたエロールに対し、シャーロットに与えられた席は末端のもの。エロールのパートナーとして同時に食堂に入ったにも拘わらず行われた露ろ骨こつな仕打ちに、さすがのシャーロットも頰を羞しゆう恥ちで染そめた。

（ふん。とにかく今は耐たえるのよ。みんな見てないふりして、変な真ま似ねしたら嬉き々きとして揚あげ足とってくるんだから。今は変に動かず隙すきを見せないのが大事だわ）

　シャーロットはグラスに手を伸ばし、なみなみと注がれた赤ワインに口をつける。

（そうすれば私の素晴らしさに振り向かざるをえなくなって、いつか「頼むから私の隣に座ってくれ」ってみんなが口を揃そろえて言うように──）

「──あの」

「…………」

「セネット嬢」

「え……？」

（な、なに？　私？）

　唐とう突とつにかけられた声に、シャーロットは思考を中断させ現実に立ち戻る。話しかけてきたのは隣に座る青年だった。

「ご気分が優すぐれないのですか？」

　穏やかな声音で、しかし心配そうに問いかけられ、シャーロットは目をぱちくりと瞬しばたたかせる。

「先ほどから食が進んでいないようですが」

「いえ、大丈夫です。ご心配なさらないでください」

（……まさかにっこり笑って「庶民にはこの味付けが合わないのかと思いました」とか言い出さないでしょうね）

　どうやら自分で思っている以上に疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているらしい。これまでの経験から思わず疑いの目を向けてしまったシャーロットは、「それは良かった」と心底安堵したように言われ、拍ひよう子し抜けしてしまった。

（……これは、チャンス？）

　人目をとにかく気にして生きてきたシャーロットだ。向けられた視線に込められた感情などすぐに分かるが、この男はどうやら本当に心配してくれたらしい。おまけにこれまでの食の進み具合まで把は握あくしているとなれば、気まぐれではなく、シャーロットに良い意味で関心を抱いているとみてまず間違いないだろう。

　シャーロットは「耐える」以外にこの息のつまる状況を打だ破はする活かつ路ろをようやく見出し、紫し電でんの瞳を輝かせた。

（よし。まずはなんとしてでもこの人に「凄い」って思わせなくちゃね。塵ちりも積もれば山となるっていうし、上う手まくすれば他の貴族の注目も引けるかもしれないわ！）

　なにをどうアピールするか。

　そのためには、どんなふうに会話を運んでいくのが効こう率りつ的なのか。

　頭の中でそれらを瞬時に組み立てながら、シャーロットはターゲットと化した青年を改めて見やる。

（ええと、デュランさん、だったわよね）

　二十はたちを少し過ぎた頃、と思われる彼の第一印象は、「穏やかそうな好青年」だ。

　エロールよりもくすんだ金の髪は背中ほどまであり、低い位置で一つに結ばれている。笑んでいるせいで細められた瞳は琥こ珀はく色で、その二つは女子に好このまれそうな色合いだと思った。

（何者なのかしら。フランス人みたいだから……まずは無ぶ難なんにフランスの話題から振っていけば盛り上がれるとは思うけど）

　そう思うのは、話す英語がわずかに訛なまっているからだ。デュランという姓せいもフランスにあるものだし、まず間違いないだろう。

　よし、と方ほう針しんを定めたシャーロットは、厳げん重じゆうに猫を背負い込み、自分が一番可愛いと思える表情を浮かべ、ついでに小首を傾げてみせた。

「デュランさんは、フランスのご出身ですよね？　どちらに住んでいらしたの？」

「デュランさんなんて余よ所そ余よ所そしいから、どうぞジャンとお呼びください」

（なんか、やけになれなれしいわね。まあ、私の美貌をこんなに間ま近ぢかに見たんですもの。ぜひ仲良くしなくちゃって意気込むのは分からないでもないけど）

「では、お言葉に甘あまえてジャン、さんと呼ばせていただきますわ」

「……やっぱり、だめかぁ」

（は？）

　折角希望に沿そったというのに返ってきたのは苦い笑みと敬語が削そげ落ちた嘆きで、シャーロットはつい形のいい眉を撥はね上げそうになる。

「あの、ジャンさん？」

「そんなに変わったかな？　いや、もしかして忘れられちゃってる？　うわあ、それは凹へこむなあ」

「ジャンさん？」

（ちょっとちょっと、なんなのよ!?）

　完全に自分の世界に入っている上、漏れ聞こえてくる言葉を聞く限り、彼を凹ませているのはシャーロット、らしい。

　なんて濡れ衣だ、と困り顔の内心で息巻いていると、顔を上げたジャンがへらりと笑った。

「だからね、シャル。僕の名前はジャンで、姓はデュランなんだよ」

「え、ええ」

（シャル……？）

　頷きながら、シャーロットは分からないように眉をひそめる。

　英語の名前である「シャーロット」は、フランス語の名前でいう「シャルロット」にあたる。だからフランスに住んでいた時代は「シャルロット」と呼ばれることも、その愛称である「シャル」と呼ばれることもあった。

（え、フランス……？）

　シャーロットの記憶が、フランス時代に巻き戻っていく。住んでいたのは古ぼけたアパートの二階で──。

「君の隣に住んでたんだけど、忘れちゃった？」

　その言葉にぎょっとしたシャーロットは、まるで捨てられた子犬のような目でこちらを見ながら言ってくる青年の顔を凝視した。

「…………ジャン？」

「うん」

　驚きすぎて、つい名前を鸚おう鵡む返しにしただけなのに、彼は律りち儀ぎにこくりと頷き返事をしてくれる。

「毎年誕生日プレゼントをくれてた、ジャン？」

「そうだね。あ、君がイギリスに引っ越しちゃってからの分も、まとめて今度あげよっか？　なにがいいかな？」

「六つのときに、プロポーズしてくれた、ジャン？」

「したした。六つのときにも確かにしたよ！　でも初プロポーズは僕が十一のときだから、君は五歳だったはずだよ。懐なつかしいねえ」

　ここまで言われてしまえば認めざるをえないし、言われてみれば面おも影かげが残っているような気がしないでもない。──が。

（まずいわ！　ジャンってば猫かぶり前の庶民丸出しの私を知ってるじゃない!!）

　再会を喜ぶよりも先にこんな思いが脳裏を駆け巡めぐってしまい、シャーロットはさすがに幼おさな馴な染じみに対して申し訳なく思った。

「……すぐに分からなくてごめんなさい。ずっと『ジャン』と呼んでいたから苗みよう字じの印象までなくて」

　スープが下げられ、魚料理が運ばれてくる。それにみんなが一いつ斉せいに手を伸ばす頃、シャーロットはようやく普段どおりの猫を装備できるだけの平常心を取り戻した。

　演技半分、本心半分でしゅんと項うな垂だれれば、「ジャンなんてよくある名前だしねえ」としみじみと返される。

「でも、僕の存在はちゃんと覚えててくれたんだね。良かった。嬉しいよ」

　へらっと笑う彼が本当に嬉しそうで、「存在しか」覚えていなかったシャーロットは少し胸が痛み、そっと彼から視線を外した。

「それにしても驚いたわ。まさかあなたが、イギリスの社交界にいるなんて思ってもいなかったから」

「うん。僕も自分で吃驚してる。一いち念ねん発ほつ起きして事業を始めたのはいいけど、まさかこんなに上手く波に乗るなんて思わなかったから。シャルがイギリスに行っちゃったときも思ったけど、ほんと人生なにが起こるか分からないよねえ」

「今、ジャンはなにをしているの？」

「貿易商だよ。──君の父親と同じ、ね」

　言って、ジャンは表情を曇くもらせた。

「セネット氏のことは残念だったね。彼が買いつけてくる商品はとても魅力的だったのに。彼は僕の目標だったんだよ。……本当に、羨うらやましかったなあ」

「え？」

「ううん、なんでもないよ。──シャルは今、シンフィールド伯爵家にいるんだったよね？　不自由はしてない？　今、色々と大変だって話を聞いたけど、肩身の狭い思いをしてたりとかは」

「大丈夫よ。もったいないくらい良くしていただいているわ。──心配してくれて、どうもありがとう」

　良くしてもらっている。──それは、紛れもないシャーロットの本心だ。

（……でも、良すぎて不気味なのよね）

　ロンドンに行くことを告げられたあの日から、伯爵は妙みようにシャーロットに好意的だった。ご機嫌取りかと思うほどたくさんのドレスや装そう飾しよく品が贈おくられたり、気持ちが悪いほどピアノの腕前などを褒められたりするのだ。

（申し訳なさからきてるってわけじゃなさそうだし）

　シャーロットもはじめは、素直に謝罪ができない老人の罪つみ滅ほろぼしなのかと思った。けれど、それにしては違い和わ感かんがあるし、エロールに対してはいつもどおりの厳しい対応なのが解せない。

「なにかあるのなら、遠慮なく僕に言ってね？」

（……あ。なんだか今、とっても誤ご解かいさせた気がするわ）

　つらつらと考えているうちに、どうやら自分は随分と憂うれいに満ちた表情をしていたらしい。こちらを覗き込むジャンは、ひどく真剣な顔をしていた。

「ああ、僕が真っ先に手を差し伸べられていたらこんな顔は絶対にさせなかったのに！　タイミングを誤あやまったよ。ほんと、失敗したなあ」

「ジャン。私は、別に。それに、心配してもらえるのは嬉しいけれど、いくら幼馴染だからって、あなたにそこまでしてもらうのは悪いし……」
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「遠慮なんていらないよ。僕は君のためならなんだってするつもりだからね！」

（いや、遠慮とかじゃなくて）

　なにやらとてつもなく親身になってくれているジャンに、悪い、と思う気持ちは確かにある。

　しかしそれ以上にシャーロットとしては、どうせ庇ひ護ごされるのなら、末席に座るような成り上がりの貿易商ではなく、歴史ある伯爵家にお願いしたかった。

　エロールが知れば「あんた、やっぱり最低だな」と盛せい大だいに突っ込まれそうなことを考えていると、ジャンはシャーロットが自分の言を本気で捉えていないことを悟さとったらしい。

「冗じよう談だんでも戯ざれ言ごとでもなく、僕は本気だよ」

　どこか拗すねたように、ジャンは言った。

「分かっ──」

「──ってないよ。シャルは、全然分かってない」

「ジャン……？」

　首を横に振ったジャンの意い図とがつかめず、シャーロットは困こん惑わくの眼差しを向ける。

「僕は、君を追いかけて社交界ここまで来たんだ」

　ジャンはにっこりと柔にゆう和わな笑みを浮かべていたが、シャーロットの視線を受け止める目だけは真剣だった。

「これだけは絶対に、忘れないでね」

　それは確認なのか、それとも懇こん願がんだったのか。

　よく分からないまま、シャーロットは勢いに飲まれるように首を縦に動かした。
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　果てしない忍にん耐たいの時間になるかと思われた晩餐は、ジャンのおかげでそれなりに楽しく、有ゆう意い義ぎなものとして終了した。だが、残念ながら夜はまだまだ終わらない。

　食堂から部屋を移動しての懇こん談だんの時間。

　仕事の話をしなければならないからとジャンが名な残ごり惜おしそうに別室に消えてしまったため、シャーロットは再度独りぼっちの危機に瀕していた。

（さて、どうしたものかしらね）

　気づいたときにはすでに遅く、客人たちはいくつかのグループに分かれて固まっている。当然シャーロットには声などかかる気配はなく、それどころか「壁かべの花でいればいいんだ」と言わんばかりの無ぶ遠えん慮りよな視線が突き刺ささっている状況だった。

（私が壁の花とか、私の美貌と教養の無む駄だ遣づかい以外のなにものでもないでしょ。いいわ。そっちがこないならこっちから行って、私の素晴らしさを分からせてあげるだけよ！）

　シャーロットは意を決し、頭を巡らし突撃するグループを物ぶつ色しよくする。

（男のみで固まってるところは色々とリスクが高いわよね。やっぱり男女適度に混ざり合ってるのがよくて……。よし、あそこにしましょ）

　先ほどの席次から見て中ちゆう層そうのグループを標的に定め、シャーロットは頭の中で会話の切り口を確認しながら勇気ある一歩を踏み出し──。

「ねえ、あなた。お話がしたいの。良ければ一緒にどうかしら？」

　一歩で足を止めることになった。

「え……？」

「突然ごめんなさい。私はリリアン。リリアン・ニコルソン。出身はアメリカよ」

　警戒を解とくように自己紹介をはじめたのは、赤毛と濃こい青色の瞳が印象的な、同じ年頃の少女だった。シャーロットのように誰もが認める美少女、というわけではないが、快かい活かつな印象を与えるすっきりとした顔立ちをしている。

「え、ええ。もちろん」

「良かった」

　シャーロットが頷くと、リリアンはほっとしたように笑いながらシャーロットの手を取った。

「こっちへ。みんな、あなたと話してみたいって待ってるのよ」

　リリアンが向かった先には、他にも少女が四人、ソファに優ゆう雅がに座っている。中心に座らされ、少女たちの自己紹介を頭に叩たたき込んでいくシャーロットはしかし、気持ちがどんどん冷めていくのを感じずにはいられなかった。

（ああ、そういうこと）

　このグループの長である伯爵令嬢は、場を代表して「来てくださってありがとう」と言ったが、彼女たちは明らかにシャーロットを格かく下したと思っており、その目は「私たちがわざわざ声をかけてやったんだから断ことわるわけがないわよね？」と物語っていた。

　その時点でいくら頑張っても「凄い」と崇あがめられるわけがないと知れるし、彼女たちの笑顔の裏に隠された意い図とだってほぼ察することができるというものだ。

　だが、しかし。

「羨ましいわ。エロール様と一つ屋根の下で生活なさっているなんて！」

「ねえねえ、エロール様ってどんなお方なの？」

「ご趣味は？　普段はなにをして過ごされているの？」

「エロール様の好みはご存知？」

（ああもう、エロール様エロール様エロール様ってうるさいわね!!）

　会話を開始して五分。

　早くもシャーロットは、苛いら立だちを感じはじめていた。

「とてもお優しい方よ。普段は……今は勉学に励はげまれていらっしゃることが多いわね。ご趣味はよく分からないけれど、音楽の造ぞう詣けいは深くていらっしゃるわ」

（な、ん、で、私がエルの売り込みをしなくちゃいけないのよ）

　内心で文句を垂たれ流しながら、シャーロットはさも「エロール様が誇らしい」という顔を作って、やや熱のこもった口調であることないことを褒め称たたえていく。どういうポイントが少女受けするのかは、女学院時代にしっかりと調査済みなので問題はなかった。

（難しいわね。自分のアピールに摩すり替えるタイミングが摑めないわ）

　上手く盛り込んだとしても、すぐに話を戻される。鍛きたえたはずの話術が通じないほど、彼女たちはエロールに一直線だった。

「まあ、エロール様ったら！」

　離れたところで上がった黄色い声に、自然、シャーロットたちの視線も吸い寄せられる。

（おモテになることで）

　どうやらエロールはこの家のご令嬢にがっつり捕まっているらしい。逆にシャーロットを取り囲む少女たちは、さすがに家主を押しのけてまで彼のそばに行くわけにもいかず、ならばシャーロットを使って情報収集を、と思って声をかけてきたのだろう。

「あっ、エロール様がこっちをご覧らんになったわ！」

（「こっち」じゃなくて私を見たのよ）

　弾はずんだ声を上げて喜びを露わにする少女たちに、シャーロットは鼻を鳴らす。

　間違いない。

　あの「どうだ。俺、モテるだろ」と言わんばかりの緑の目は、しっかりとシャーロットを捉えていた。

（ああもう、腹立たしいわね）

　確かにエロールはリンダの言う「優良物件」なのだろう。

　見目はいいし、爵位を継ぐことは確実。小うるさい親族は老おいた祖父一人だけだし、おまけに出しゆつ自じが出自だから「成金のくせに」などと人を馬鹿にする心配もない。

（あんなにちやほやされてっ……！）

　そう理解はしていても、イライラは一向に収まる気配を見せない。

　シャーロットはエロールから目を逸らし、人にはバレないよう、ぐっとドレスの裾を握りしめた。

（どうして？　どうして、ああやってちやほやされるのが私じゃないのよ!!）

「……ねえ、シャーロット」

「リリアン、どうかして？」

（見てなさいよ。いつかあの彼女たちもエルそっちのけで私のことを羨せん望ぼうの眼差しで見るようになるんだから）

　内心はいまだ荒れていても、話しかけられれば反射的に穏やかな声と微笑みが装備される。

（私ってやっぱり凄いわ）

　自じ画が自じ賛さんして気を紛らわせつつ、シャーロットは他の少女たちがエロールに気を取られている隙をつくように、神しん妙みような顔をして小声で話しかけてきたリリアンに、小首を傾げて先を促した。

「頼みたいことが、あるのだけど」

「私で聞けることなら。でも、なにを？」

（この子が、「頼みたいこと」ねえ）

　ふうん、とシャーロットは小声で話すため近づいてきたリリアンの顔を見やる。

　話しかけて、ここまで連れてきたのはリリアンなのに拘わらず、彼女はあまりこれまでの会話に口を挟んでこなかった。相あい槌づちを打ったり、空からになったカップにお茶を注つぎ足したりばかりしているのだ。

（アメリカ人って言ってたし、多分この場じゃ一番立場が弱いんだろうけど）

　声をかけてきたのだって、「呼んでいらっしゃい」と言われたからなのだろう。シャーロットが頷いたときのほっとした表情は、命令を遂すい行こうできることへの安堵を示しているように思われた。

「別に、そんなに難しいことじゃないわ」

　それまで他の令嬢を相手にしていたときよりはややぶっきらぼうに、リリアンは口を開く。

（……に、しても。今、ものすっごく立場の弱い私にお願い？　そりゃ、恩を売れるならなんだって──）

「私のこと、エロール様に良く言って……、その、売り込んでほしいのよ」

（──するつもりだったけど、それは、ちょっと）

　嫌だ。

　そんな思いがよぎり、シャーロットは気づかれない程度に眉を寄せた。

「もちろん、お願いしっぱなしじゃ悪いもの。私も知り合いを紹介するし、あなたのことも売り込んであげる。悪い話じゃないと思うんだけど？」

　これまで黙っていた反動なのか、どうしてもお近づきになりたいのだと切々と語り、言い募るリリアンは、クリフォード女学院にいたエリザベスたちと同じ顔をしている。

　どうしたものか、とシャーロットは口くち許もとに手を当てた。

（……メリットが、ないわけじゃないわ）

　この提案を飲めば、シャーロットはリリアンをとおして社交界での足場固めができるだろう。いくらこの場で立場が弱そうな彼女でも、きちんと招待を受ける令嬢であることには変わりがないから十分使えるし、もともとエロールを利用してのし上がるつもりだったシャーロットからすれば「利用する」ことへの抵抗感もない。

　しかし、肝かん心じんのリリアンが問題だった。

（ちょっとこの人、マナーとかがいまいちなのよね）

　声をかけられてからこれまで。短い時間ではあるが、シャーロットはリリアンの「令嬢としては相応ふさわしくない行動」をいくつか発見していた。

　そんな人物をエロールと近づけたいかと問われれば、答えは否いなだ。

（だって、エルの評価は私への評価にも大きく関わってくるのよ？　私までとは言わないけど、それなりに完璧な令嬢が隣に並んでくれなきゃ困るわ。そう、たとえば）

　シャーロットはどんな人が相応しいかを考えながら、エロールと誰かが隣に並んでいる図を想像してみる。

（そう。私、とか）

　シャーロットとエロール。どう考えても美男美女のお似合いで──。

（──だめだわ。私があまりに完璧すぎて、他に「それなり」が思いつかない。私って罪な女よね。まあとにかく、悪いけどこの娘じゃちょっと嫌だわ。私が）

　そう結論を出したシャーロットは、慎しん重ちように言葉を選びながら心底申し訳なさそうな顔をリリアンに向けた。

「その、ごめんなさい。私はお世話になっている身だし、そういうのは、ちょっと、難しくて……」

（──って、「なに言ってんの。頭大丈夫？」って顔ね。そんなふうだから、だめなのよ）

　断られるとは微塵も思っていなかったのだろう。

　さすがにすぐに消し去ったものの、一瞬浮かんだ凄まじい形ぎよう相そうをばっちりと目撃してしまったシャーロットは、内心でため息をついた。

「そ、そうよね。あなたも色々と大変な立場なわけだし。へ、変なことを言って悪かったわね」

　気恥ずかしくなったのか、顔を強こわ張ばらせたままリリアンは荒々しく立ち上がる。

　がたん、という淑しゆく女じよが立てるには相応しくない音がして、エロールを見ながら黄色い声を上げていた周囲の少女たちの視線がこちらに戻る。余計な注目まで集めてしまい、リリアンは顔を髪のように赤く染め上げた。

「私、ちょっとトイレに行ってくるわ！」

（……私としたことが、失敗したわね）

　リリアンはこの場の中で格下だが、シャーロットはもっと格下となる。リリアンが自分より弱い存在の登場に浮かれていたのは想像に難くないし、シャーロットに対しいい顔をしたり、社交界での足場固めの世話を焼くことで自分の優位を決定づけたかったのはなんとなく想像がついた。

（その上、ああもはっきり「紹介して」って言ってきて）

　親しい間あいだ柄がらならともかく、今日初めて会った人間に、しかも抜け駆けのように申し出るのは明らかに淑女としてのマナーに反している。確かに彼女はそれほどマナーに明るくはないようだが、それにしても、やや高たか飛び車しやながら勇気を振り絞しぼってのお願いだったのだろう。

　そんな恥を忍しのんだお願いを、あっさりと断った。──それも、格下であるシャーロットが、だ。

（これは、確実に「恥をかかせやがって」って感じよね……）

　すれ違いざまに見た恨うらみがましい濃のう青せい色の目を思い出しながら、シャーロットは嫌な予感に思わず額ひたいを押さえ、重苦しいシャンデリアが吊つり下がる天てん井じようを仰いだ。
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　景け色しきの流れが緩ゆるやかなものとなり、やがてかすかな振しん動どうと共に馬車が静止する。エロールに続いて降りようとしたシャーロットはしかし、踏ふみ台に足を乗せたままぴたりと動きを止めた。

「ねえ、エル」

「なんだよ。早くしろよな。俺は喉のどがかわい、」

「私たち、これから誰のハウスパーティーに参加しようとしているんだったかしら？」

「……は？」

　シャーロットの唐とう突とつかつ謎なぞな問いに、石いし畳だたみの上で伸びをしていたエロールが怪け訝げんな顔をしながら振り返る。

「ノートン男だん爵しやく家の次男の……オットーだったかオリバーだったかのパーティーだろ？　あんた、ついさっきまで『すっごい嫌いやなやつなの』とか『絶対あの人形のこと訊きくんだから』とか言って息巻いてたじゃないか。もうボケたのかよ」

「とても分かりやすい状況説明をどうも。──ついでにエル。ヒールでその足踏んでもいいかしら。これが夢か現実か確認したいのよ」

「…………あんた、ほんとに大だい丈じよう夫ぶか？」

　エロールの視線が、呆あきれから、なにかとてつもなく可か哀わい想そうなものを見る目に変わる。

　不ふ本ほん意いな視線にシャーロットは諦あきらめて馬車を降りながら、目の前のそれなりに大きな屋敷を睨にらみつけた。

「現実を直視したくない私の気持ちも分かってよ」

「だから、なんなんだよ」

「……なのよ」

「は？」

「だ、か、ら、これは私の家だったのよ!!」

　旧セネット邸てい。──現、ノートン邸。

　それが、今日から二人が数日を過ごす、パーティー会場の名前だった。
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　社交界、舞ぶ踏とう会かい、パーティー。

　幼おさない頃からそれら煌きらびやかな言葉に憧あこがれを抱いだき、自身も関わることを固く決意していたシャーロットだが、「社交」と一言で言っても様々な形があることを知ったのはイギリスに渡ってからだった。

　夕食と雑ざつ談だんだけを楽しむ夜会。劇場や競けい馬ば場での顔合わせ。文字どおりダンスを踊おどるダンスパーティーに、王家主催の貴族のためのパーティー。

　それらはたいてい一晩で行われるものだが、それとは異なり、より親しん睦ぼくを深めたり商しよう談だんをすることを目的として泊りがけで数日にわたる集つどいの場を設もうけることは、決して珍しいことではない。

　招かれる場がロンドンの邸宅か、はたまた地方の城や屋敷かは分からないが、シャーロットもいつか必ず招待されるだろうとは踏んでいた。──が。

（なんでよりによってウチに泊り込まなくちゃいけないのよ……）

　これから数日を過ごす客間に通されてからしばらく経たった今でも、シャーロットを襲おそった衝しよう撃げきは抜けきっていなかった。

　曇くもった冷たいガラスに額を押しつけ冷静になるよう心がけながら、シャーロットはため息をつく。

（こんな形で来ることになるなんて）

　ロンドンに戻ってきてから約二週間。

　その間、セネット家を見に行く余裕はあったし、差し押さえられたセネット家が誰の手に渡ったのかを知ることも可能だった。それでもシャーロットがしなかったのは、ただ単たん純じゆんに見たくも知りたくもなかったからだ。

（分かってたけど、もうすっかり別の人の家になった元我が家なんて見ててあんまり気持ちがいいものじゃないわ）

　玄関からこの客間まで。本来その間の廊ろう下かには、伯爵の書斎も真まっ青さおな品々がずらりと並んでいたり、かかっていたり、吊つり下げられたりして飾かざられていたのだが、今は見る影もない。

　物もの凄すごく濃こかった父親の痕こん跡せきが綺き麗れいさっぱりなくなっているのを目まの当あたりにするのは、彼の生存を信じたいという思いを捨てきれないシャーロットにとって、なかなかくるものがあった。

（……ああもう、しっかりするのよシャーロット。いつか絶対この家を買い戻すってさっき決めたでしょ！）

　頭を振って暗い考えを追い出し、シャーロットは拳こぶしを握にぎる。──それは、この部屋に通された瞬間、固く心に誓ちかったことだ。

（あの嫌いや味み眼鏡めがね。私がこの家のこと全部分かってるって知った上で一番狭い客間に通すなんていい根こん性じようしてるじゃない。私が家や主ぬしになったら招待し返して絶対にここに押し込んでやるんだから！）

　こうして父親のためでも思い出のためでもなく単なる私し怨えんのために、シャーロットのただでさえ多い目標はまた一つ増えていた。

「──お嬢様？　あの、どーかなさいましたか？」

（しまった。今、部屋にはミシェルがいるんだったわ）

　人の屋敷に招かれる場合、侍女レデイスメイドや従僕フツトマンをともなうこともある。だが今回のノートン男爵子息邸ではメイドが総出で客人の世話をすることになったらしく、シャーロットにはミシェルが担当としてつけられていた。

　お茶を用意していた彼女は、シャーロットの拳が握りこまれているのに気づいたらしい。手を止めて、不思議そうにこちらの様子を窺うかがっている気け配はいがした。

（窓の方を向いてて良かった）

　そうでなければ、オリバーをこの部屋に押し込める想像をして緩んでいた顔を見られていたことだろう。

「いいえ、なんでもないわ。──ちょっと、色々と思うところがあっただけ」

　くだらないことを決意しただけの拳も、声に悲ひ壮そうさを織おり交ぜればたちまち屈くつ辱じよくを耐え忍ぶために思わず握った拳に変わる。

　そしてわざと失敗した笑みを浮かべて振り返れば、勝手に「シャーロットの複ふく雑ざつな心しん境きよう」を想像し、上う手まいこと誤ご解かいをしてくれたミシェルと目が合った。

「えっと、あの、あたし」

「気にしないで。お茶、用意ができたのよね？　冷めないうちに頂いただくわ」

　緩かん慢まんな動きで椅い子すに座り、紅茶に口をつける。さすがに侍女になることが内定していただけあって、ミルクと砂糖の具ぐ合あいは完かん璧ぺきで、シャーロットの好みの味となっていた。

「おいしい。私の好み、覚えててくれたのね」

「ばっちりです。これだけじゃなくて、お嬢様がいない間も、先輩のメイドたちに色々習ってたんですよっ！」

「……その、みんなは元気にしてるの？　ここで働いていたりとか」

　主人だった者として──そしてメイドを体験してしまった身として、やはり使用人たちが今どうしているのかは気になる。だがミシェルはシャーロットの願いに反し、気まずそうに首を横に振った。

「じゃあ、ミシェルはどうしてこの家に？　このあいだ紹介状はなかったと言っていたし、その状態で貴族の家のメイドになるのはかなり難しいんじゃないかしら？」

（……まあ、私が言うなって感じだけど）

「え。えーと、えっと」

　思ったとおり、正せい規きの手順を踏んでの雇こ用よう、というわけではないらしい。しばらく言いづらそうに言葉を濁にごしていたミシェルは、やがて開き直ってにぱっと笑った。

「あたしも吃驚びつくりなんですけど、不ふ法ほう侵しん入にゆうしたら、なぜかそのままメイドに！」

「ミシェル……？」

「だ、だって叩たたき出されちゃったから、庭に埋うめてあった大事な大事なへそくりが持ち出せなかったんですもん。結構たまってて、それで」

「不法侵入したのはいいけど見つかったのね。……オリバー様に」

　そして気に入られたのだろう。

　そのときの光景──特にオリバーのイイ笑顔が目に浮かぶようだった。

「それは……、感謝しないとね」

　いくらミシェル的には重大な事情があったとはいえ、貴族の家に忍び込むなど問もん答どう無む用ようで警察に突き出されてもなにも文もん句くが言えない事柄だ。それがお咎とがめなしで、かつ困っていた就職問題まで解決したというのだから、運が良かった、としか言いようがないだろう。

　もっとも、今はそれをネタに散さん々ざん弄いじられているのかもしれないが。

「もちろん感謝してますよ。自分が楽しむために雇やとったって感じですけど、ありがたかったのは事実ですもん」

　でも、と不満げに、ミシェルは頰ほおを膨ふくらませた。

「やっぱり性格悪いし、お仕事多くて大変だし。パーティー開いても滅めつ多たに応おう援えんの臨りん時じ雇いメイドを呼んでくれなくて、あたしは兼業メイドトウイーニーかってくらい働かされるんです！　──だから」

　ミシェルはなにかを訴うつたえるように上うわ目め遣づかいでこちらを見ると、身体からだをくねらせながらじりじりとにじり寄ってシャーロットの手を取る。

「あたし、やっぱりお嬢様のもとで働きた……って、え？　ええ!?」

　しかし懇こん願がんの途と中ちゆうで、言葉は驚おどろきの声に摩すり替かわった。

「ど、どうしたんですかこの手！」

（手？　……しまった！）

　ミシェルの視線は、完全にシャーロットの手に固定されていた。──兼業メイドの仕事のせいであかぎれ、ボロボロになってしまった手だ。

　お嬢様に返り咲ざいてから毎日手入れをしているものの、なかなか癒いえきらず、元の白しら魚うおのような手にはほど遠い。あまりにお嬢様らしからぬ手に普段外にいるときは必ず手袋をして隠しているのだが、「自分の家」という意識が働いてしまったためか、無意識のうちに取り去ってしまったようだった。

「あたしの手よりひどいじゃないですか！　これじゃまるでメイド、」

　自分で口にしたことに思うところがあったらしい。ミシェルがはっと顔を上げた。

「実はシンデレラみたいに伯爵家でこき使われてるんですか!?」

「ちがっ……」

「あ、でも治りかけてるってことは……。シンデレラの最後みたいに返り咲き済み、みたいな！」

（す、鋭するどいわね）

　昔から、幼いわりには色々と気がつく子だとは思っていたが、その鋭さは今なお健けん在ざいらしい。自分の侍女として本気で引き抜きにかかった方がいいかもしれない、とシャーロットは現実逃とう避ひのように思った。

（……で。どうしよう。下へ手たにごまかしても仕方がないわよね）

　伯爵はメイドをやっていたことを伏ふせるように言ったし、シャーロットもその決定に異い論ろんはない。しかしこの手の状態は「食器より重いものを持ったことがないの」とごまかすには苦しすぎる。

　わずかな逡しゆん巡じゆんの末、シャーロットは下手な噓うそをついて信頼を失うくらいなら、素直に認めて同情を引こうと結論を出した。

「伯爵家に引き取られる前に、少しね。私も無む一いち文もんの状態で、働かないとどうしようもなくて」

　どこまで情報を開示していいのかを考えながらそう言えば、ミシェルは大きな焦げ茶の目をさらに大きく見開いた。

「そんな、お嬢様……」

（そうよ。私もそれなりに辛しん酸さんをなめたのよ。悲ひ劇げきのお嬢様で──）

「よくそこから返り咲けましたね。すっごーい！　今もお金がない状態には変わりないのに……。お嬢様ってば運がいいんですから！」

（──そっち？　メイドをやってたことより、返り咲いたことへの驚きなの？　しかも何なに気げに今もお金がないって）

　色々と言いたいことはあったが、ぐっと耐たえて「本当にそう思うわ」と受け流す。けれどミシェルのはしゃいだような声はまだ続いた。

「アート夫人のとこのエ……ロール様が実は貴族の跡あと取とりって聞いたときも吃驚でしたけど、そーやって使用人からご主人様へ！　なんてこと、ほんとにあるんですね。なんか不公平だなあ。あたしも実はご落らく胤いんで！　とかだったらいいのに」

　無む邪じや気きで子供らしい感想だな、とシャーロットは頰を緩める。

　だから、ミシェルが一いつ瞬しゆん俯うつむいた際にぽろりと漏もらした言葉への反応が遅れた。

「ほんと、ズルい」

「……ミシェル？」

「なんでも！　もー、お嬢様。その幸運あたしにも分けてくださいよねっ。やっぱりあたしをお嬢様の侍女に」

　にぱっと笑いながら顔を上げたミシェルは、いつもどおり冗じよう談だんなのか本気なのかよく分からない売り込みを始めてくる。

（ミシェル？　その、さっきのは……）

　ズルい。

　いかにもミシェルがノリで言いそうな言葉ではあるが、先ほど癖のある茶髪の陰かげから垣かい間ま見えた無表情が気になって仕方がない。

　わずかな逡巡の末、シャーロットは元気いっぱいに話しかけてくるミシェルの柔やわらかい頰に手を伸ばした。

「ミシェ──」

「おい、シャーロット。入るぞ」

「あっ、エロール様っ！」

「……あー、おまえ、ミシェルか」

　何度かメロディの家にお使いに行っている関係か、ミシェルはエロールと面めん識しきがあるらしい。乱入してきた人物が見知ったお坊ちゃまと知ると、好こう機きとばかりにシャーロットの手をかいくぐってエロールに駆け寄った。

「お久しぶりですっ。前々からカッコいいなーとは思ってましたけど、そういうきちんとした格かつ好こうも似合いますね！　あたし、驚いちゃいましたよ」

「……お世せ辞じを言ったところで、俺に今、手持ちはないぞ」

「ええー。お坊ちゃまなのに。残念」

　媚こびた表情から一転、分かりやすすぎるほどがっくりと肩を落としたミシェルは、再びシャーロットに顔を向ける。

「それじゃ、お嬢様。お邪じや魔ましちゃ悪いですから、あたしもう行きますね！」

「え、ちょっとミシェル」

「ではっ！　あとはお二人でごゆっくりー！」

　余計な言葉を残して、彼女はトタタタと軽い足音を立てながら部屋を出て行った。あとには中ちゆう途と半はん端ぱに手を伸ばしたままのシャーロットと、状況がつかみきれずに突っ立っているエロールが残される。

「…………」

「…………」

「…………なんか、取り込み中だったのか？」

　ミシェルが去り、かぶっていた猫ねこがどろんと姿を消した。

　それにより一気に噴ふん出しゆつした不満が、ノックもなしに入ってきた闖ちん入にゆう者しやへと一直線に向かう。あのエロールが謝あやまらないまでもたじろぐ様子を見せたことから、シャーロットは自分の視線が思っている以上に冷ややかなものであることを知った。

「……まあ、いいわ」

　わざと聞こえるようにため息をついたシャーロットは、エロールに座るように促うながす。

「それで？」

　小さな丸テーブルの上にはミシェルが用意したポットや茶器が残っていたので、一応紅茶を注そそいで押しやりながら、シャーロットは口火を切った。

「人の許きよ可かも得ずに入ってきてなんの用？　着替えでも覗のぞきに来たわけ？」

「いや、あんたに用があったっていうよりは、あんたの部屋に入りたかったというか」

「なによそれ。着替えを覗かれるより不ぶ気き味みなんだけど」

　思わず顔が引きつるが、他意はないのかエロールの顔色は変わらない。彼は疲れたように光を弾はじく金髪をかきあげながら肩をすくめて紅茶を呷あおった。

「お嬢サマ方が俺をほっといてくれなくて、身を隠したかったんだよ」

「人の部屋を避ひ難なん所じよにしないでくれない？　自分の広い部屋に行けばいいでしょ」

「だってあんたの部屋なら誰もこないだろ」

（くっ……！　言い返せないのが悔くやしいわ！）

　ぐっと押し黙ったシャーロットに、エロールはにやりと笑う。

「『信じられないわ。どの面つら下げていらっしゃるのかしら？』とか、あちこちで言われてるぜ？　大変だな」

「一文無しの孤こ児じに自分の地位を脅おびやかされるのが怖いんでしょ。私の美び貌ぼうと教養に脅きよう威いを感じてるだけよ。今に壁際に佇たたずんでるだけでわらわらと人が寄ってくるようになるわ」

「わらわら、ね。確かにあんたは壁の花って可か愛わいげがあるもんじゃなくて、壁の食虫植物って感じだよな。……捕食できるかどうかは別にして」

「ちょっと、花でしょ？　私みたいに可か憐れんで美しい花の精も嫉しつ妬とするような女の子なんて滅多にいないわよ。見てなさい。あなたの頭の足りなさそうな取り巻きが私の取り巻きに変わるのも時間の問題なんだから」

「あんた、俺に立りつ派ぱな貴公子になってほしいんじゃないのかよ。俺の取り巻き奪ったって仕方がないだろ」

　呆れたように言ったエロールが、ふと「そういえば」と目を眇すがめた。

「取り巻きといえば、あんたにも言い寄ってるのがいただろ」

「……知ってたの？」

　十中八九ジャンのことだろうが、エロールが気づいているとは思わなかった。

（テーブルは離れてたし、大人数に囲まれてたし、眼がん中ちゆうにないのかと思ってたわ）

　感心するシャーロットに、エロールが腕を組み、ふんと鼻を鳴らす。

「なんて物好きな、と思ったからな」

「失礼ね！　私の魅力にみんながときめくのは当たり前でしょ。それにジャンは昔から私一ひと筋すじなんだから！」

「はっ？　昔から？」

「そうよ。フランス時代に隣となりに住んでたの」

　さすがに予想外の関係だったのか、エロールが驚いた顔をする。フランス、と口の中で転がした彼は、次いで面白くなさそうな顔をして頰ほお杖づえをついた。

「……なるほど。だから、『シャル』なのか。で？　一筋ってのはなんだよ」

「そのままの意味よ」

　自分がいかに人気者だったかを知らしめるいい機会だ。

　そう思って、シャーロットは自じ慢まんげに胸を反そらした。

「昔から物をくれたり、優しくしてくれて。プロポーズだってされたことあるのよ。私はちやほやされることの快かい感かんを彼から学んだといっても過か言ごんじゃないわ！」

「……あんた、それについてなんとも思わないのか？」

「早い段階で私の素晴らしさを見抜いていたなんてなかなかやるわね、とか？　プレゼントとかプロポーズなんて数え切れないほど経験してるけど、彼が一番早かったわけだから」

「…………ああそうだよ。あんたはそういうやつだった」

　エロールは額を押さえると、大げさな動きで肩を落とした。

「それで？　『私の魅力にみんながときめくのは当たり前』なのに、収しゆう穫かくはそのジャンだけなわけか」

「うるさいわね。今に──」

「──前のマイヤー二号事件のときもそうだったけど、あんた、あるのは無駄な自信だけで具ぐ体たい策さくなにもないだろ」

「それ、は」

　冷ややかに言われ、シャーロットは唇くちびるを引き結ぶ。

（だって今まで、努力でなんとかなったんだもの）

　努力次し第だいで見返してやれる。

　努力をすれば必ず報むくわれる。

　これまで、基本的にこのようなスタンスで生きてきたシャーロットは、今回も耐え忍んでいけばいつか解決の糸口が必ず見えてくると思って──否、信じていた。

「助けてやらないこともないぜ？」

「なによ、気持ちが悪いわね。心配してるとでも言うつもり？」

「ああ、してるぜ？　それも結構真しん剣けんに」

「エ──」

「──あんた、ほんっとに友達できなさそうで、さすがの俺も不ふ憫びんに……」

「余計なお世話って言葉知ってる？　どうせいまだに友達は少ないをとおりこしてゼロ人よ！」

　言葉には憐れん憫びんすらこもっており、ご丁てい寧ねいに目元を拭ぬぐう真ま似ねまでされて、シャーロットはだん、と思わずテーブルを叩く。「してやったり」という表情でそんな一連の様子をひとしきり笑ったあと、エロールは一転真ま面じ目めな顔をしながら再度頰杖をつき、息巻いているシャーロットの顔をまじまじと見てきた。

「とりあえず、ちゃんと作る意思はあったんだな。俺はてっきり『いいのよ、この私の素晴らしさを理解できない凡ぼん人じんと親交を深めるなんて時間の無駄以外のなにものでもないわ』とか『孤こ高こうな私、カッコいいわ！』とか、そんな感じのことを言い出すのかと」

「……あなた、ほんとに私をいったいなんだと思ってるわけ？　一度きちんと話し合いましょうか」

「いや、さっき俺をあれこれ案内してくれたこの家のお嬢サマが、『仲良くしたかったのにシャーロット様が……』とかなんとか他のお嬢サマどもに言ってたからさ」

「この家のお嬢様？」

　仲良くもなにも、ノートン男爵令嬢と知り合いになった覚えはない。そんな困こん惑わくがそのまま顔に出ていたのか、「男爵令嬢じゃないぜ」とエロールが付け足した。

「ノートン男爵家の親戚らしい。長男の嫁よめの妹だとか。名前は忘れたけど、アメリカ人で赤毛の」

「リリアン！　リリアン・ニコルソン！」

「そう、それだ」

　エロールがぽんと手を打つが、シャーロットとしてはそれどころではない。

（あの娘がここにいるわけ？　しかも主催者側!?）

「結構怒ってるふうだったぜ？　あんた外そと面づらだけはいいのに、なにしたんだよ」

「私が対応を誤ったのは認めるけど、八割はあなたが原因よ！」

「……はあ？」

　びしっと指を突きつけると、「なんで俺」と言わんばかりの迷めい惑わくそうな声が返ってくる。しかし反論を許さず、シャーロットはさらに畳たたみかけた。

「あなたに自分のことを売り込んでくれって頼まれたのよ。その代わり仲良くしてやるわって！」

「へえ」

「ちょっと。なによ、その『さすが俺、カッコいいし仕方ないよな』みたいな顔は！」

「事実だろ。人気者って困るよな。あ、不人気な誰かさんには俺の大変さなんて分からないか。──で。それ、断ったのか」

「断ってなかったら、私はきっと今、彼女とよろしくやってるわよ」

「……まあ、だよな」

　いかにも適当な相あい槌づちを打ちながら、エロールが器き用ように片眉を上げる。

「断れば厄やつ介かいなのは目に見えてるのに、断ったのか。──なんか、意外だな」

　その声が思っていた以上に嬉しそうな響きを孕はらんでいたので、シャーロットはあのとき脳内で繰り広げた損得の話は持ち出さず、ただ黙だまって口をつぐんだ。
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　ノートン家での最終日。

　べちゃっと水気の多い雪が降る天気とは対照的に、シャーロットの気分はとても晴れ渡っていた。

（あの嫌味眼鏡主催っていうからどんな人たちが集まってるのかと思えば、なかなかイイ感じじゃない）

　招待客はシャーロットとエロールを含ふくめて二十名ほど。その多くが、なんと驚くべきことに（シャーロットとしては当然なのだが）シャーロットをきちんと淑しゆく女じよとして扱ってくれていた。

（ジャンに感謝しなくちゃね）

　どういう繫つながりなのかは分からないが、客の中にはジャンも混ざっていた。──というよりこのために呼ばれたわけではなく、ここのところ、ずっと滞たい在ざいしていたらしい。

　そんな彼が最初からにこやかにシャーロットに接してくれたのも、話しかけることすら戸と惑まどっていた他の客人たちの態度が軟なん化かした理由の一つに思われた。

「──チェックメイト」

　滞在の思い出に浸ひたりながらも、シャーロットは的てき確かくに駒こまを動かし涼すずやかな声を上げる。

　チェス盤ばんを覗のぞき込んでいた人々が感心したように息を漏らす中、シャーロットのすぐ横で観戦していたジャンが真っ先に拍はく手しゆをした。

「うわあ。シャル、凄いね」

（そうよ。私は凄いのよ。でも、ちゃんと勝てて良かったわ……）

　ジャンを皮切りに口々に寄せられる賞しよう賛さんに、シャーロットはまず真っ先にそう思って胸をなでおろす。

「いや、参りました。セネット嬢がこんなにもお強いとは」

「いえ、マグレです」

（というかあなたが弱かったのよ）

　頭の回転が速いと自じ負ふしているくらいなので、チェスのような頭を使うゲームは好きだし、得意な分類に入る。しかしこればかりは努力すれば最強のプレイヤーになれるというわけではないので負けも覚かく悟ごしていたのだが、幸い相手が弱かった。

　それも、とてつもなく。

（まあ、勝ちは勝ちよ。みんなもっと私を褒ほめ称たたえればいいわ）

　口では苦にが笑わらいを浮かべ謙けん遜そんの言葉を述のべながら内心で高笑いするシャーロットの期待に、周囲は面白いくらい応こたえていった。

「詩や文学など高こう尚しような話についていけないからと逃げるように取り出したボードゲームでこのありさまとは情けない」

「カッコいいところを見せるには、もはやスポーツしかないかもしれませんね」

「僕の実家の近くにいい狩かり場ばがあるんですよ。今度ご招待しましょう」

「私の家にはいい馬がおりましてね。遠乗りなどいかがです？」

（ああ、これよ！　これ!!）

　青年たちがみな一様にシャーロットの気を引こうと誘さそいをかけてくる。「ああ、私の身体が一つしかなくてごめんなさい！」とか「そんな、私のために争あらそわないで！」とでも言いたくなる状況に、シャーロットはにやける顔を必死で綺き麗れいな微ほほ笑えみの裏に隠した。

（女学院のときよりさらに楽しいわ）

　クリフォード女学院でも「凄い」という視線は飽あきるほど浴あびてきたが、社交界で、それも年上の異性から向けられるとなれば、また違う味わいだ。

「それにしても、どうしますか？　どなたか他にセネット嬢と一戦を交まじえたいという方は？」

「商売でもゲームでも、負けると分かっている勝負をするのは好みませんよ」

「……あの、私、見学させていただきますよ？」

「ああ、何戦も連続で戦われては疲れてしまいますよね。気が利きかなくて申し訳ない」

　一なにか言えば、十の勢いで気遣いが返ってくる。気分はお嬢様をとおりこしてお姫様だ。

（それにしても、不思議なのは最初から「ちやほや」だったことよね）

　いくらジャンが「うわあ、シャル！　よく来てくれたね。会いたかったよ！」と手放しで歓かん迎げいしてくれたとはいえ、初日はまだみんなの態度はぎこちなかった。けれど、そんな序じよ盤ばんから、彼らのシャーロットを見る目は他の少女たち──たとえばリリアンを見る目とは異なっていたように思うのだ。

（……そう。なんていうか、ちやほやするために話しかけてる、みたいな）

　露ろ骨こつに「とりあえず話しかけてご機き嫌げんをとっておこう」と態度に出ている青年もいた。──もっとも、明らかに適当に振られた詩の話題で、作者の特とく徴ちよう、評価、同作者の別作品の話、果てはその流れを継つぐ別作者のことまで話を展開してみせたところ、一気に態度が変わったのだが。

　なお、この話をしている間に青年が喋しやべったのは「うん」「そうだね」「僕も同感だよ」だけだったのは、また別の話だ。

（最初は、今までの夜会で冷たく接してた罪つみ滅ほろぼしなのかと思ってたけど、どうもそういうわけじゃなさそうだし）

　なんだかんだで色々と能力を見せつけていった結果、今はかなり「凄い」という目で見てくれるので取り立てて不満があるわけではない。だが、最初に抱いてしまった違い和わ感かんは、なかなか払ふつ拭しよくできなかった。

（そういえば伯爵が行きがけになにか──）

「──セネット嬢は普段、なにをして過ごされているんですか？」

「読書をしている時間は、やはり多いですね」

　あれこれと考え込んでいても、耳はしっかりみんなの声を捉えている。定番ともいえる問いに反射的に答えると、シャーロットは少し考えるそぶりを見せた。下手をするとなにも思いつかない残念な子にしかならないが、散々色々なことを見せつけたあとなら「どんなことでもできる」「多趣味」と向こうが勝手に考えてくれるのだ。

「あとは、そう、最近はピアノを弾ひいていることも多かったです」

（よし。ここでピアノも上手なのってアピールよ。ロンドンに来てからも練習はおこたらなかったし、もし弾けって言われても問題ないわ。むしろ誰か「聞きたい」って──）

「あら、ぜひ拝はい聴ちようしたいわね」

（──よく言ってくれたわ！　……って。え、なんで？）

　誰よりも先に口を開いたのは、今まで黙ってシャーロットやそれを取り巻く青年たちを見守っていた、赤毛の少女だった。

（なにを考えてるの？）

　同じ屋根の下にいながら、シャーロットはリリアンとほとんど会話をしていない。──が、彼女が「きゃー、シャーロット、ピアノも上手ね！」というよりは「ふんっ。ピアノなんてそこらの令嬢なら誰でも弾けるわよ。それより──」という性格であることくらいは分かっていた。

（よっぽどピアノに自信があって、私を打ち負かすつもり、とか？）

　不ふ審しんに思うが、周囲も「ぜひ聞いてみたい！」「弾いてくれ！」というムードになってしまっている。ここで断るなんて興きようざめもいいところだし、なにより逃げるようで矜きよう持じが許さず、シャーロットは平静を装よそおって顎あごを引いた。

「──ええ。喜んで」

「じゃあ、行きましょう。ピアノがある部屋へ案内するわ」

（知ってるわよ）

　防音、とまではいかないが、やや壁やドアが厚い部屋がこの屋敷の二階にはある。誰が住むにしても、ピアノを置くのならその部屋だろう。

（懐かしい。……けど、やっぱり違うわね）

　シャーロットの予想どおりの部屋はしかし、記憶の中とは随ずい分ぶん面おも影かげを変えていた。カーテンの色とピアノの向きが異なるだけで、印象というものはガラリと変わってしまうらしい。

　メロディと共に練習したキラキラしい日々の思い出を嚙かみしめながら、シャーロットは記憶にあるものより新しいピアノに近づいた。

『みなさん。シャーロットがピアノを弾くんですって。お聞きにならない？』

　パーティー主催者の親族であるリリアンが、もといた部屋を出る際に馬ば鹿か丁てい寧ねいに呼びかけたこともあり、部屋には客人すべてが揃そろっている。

（なにをする気かしら）

　訝いぶかしく思いながらもシャーロットはするりと手袋をはずし、軽く鍵けん盤ばんに手を乗せる。左から右へと指を滑すべらせれば、きちんと調ちよう律りつがなされて寸すん分ぶんの狂くるいもない音が音階を駆け上がった。

「なにか聞きたい曲はあるかしら？　期待に添そえるかは、分からないけれど」

（って、この娘に聞かなくちゃだめよね、やっぱり）

　なにしろ「聞きたい」と最も積極的に言ってきたのは彼女なのだ。無理難題をふっかけられないことを祈いのりながらそう問えば、彼女は戸と棚だなから取り出した楽がく譜ふを片手にいそいそと寄ってきた。

「そうね。これとか、弾けるかしら？」

「……大丈夫よ」

　渡された曲は本当にごく普通のもので、胸をなでおろしながら譜ふ面めんを広げ、指先で折り目を伸ばす。

　そして。

（──っ！）

　手先に強い視線を感じたのと、シャーロットが「しまった」と思ったのは、ほぼ同時だった。

「あら、その手。なんだか凄いことになってるわね」

　白しら々じらしく驚いたリリアンの声が部屋の中に響く。

「なんだか凄く痛そう。本当にちゃんと弾けるの？　大丈夫？」

　労いたわっているようで、まるで労っていないその声に、シャーロットは唇を嚙みしめた。

（やられたわっ）

　不ふ穏おんな空気を察した、部屋にいる客人全員の視線がシャーロットに突き刺さる。

　贅ぜい沢たくにスペースを使っているのでピアノがあるのは部屋の真ん中。──逃げたり、隠れたりする場所はない。

（ああもう。せめて私が存ぞん分ぶんに弾いてアピールしてから言いなさいよね！）

「淑女であるはずのあなたの手が、どうしてこんなみっともないことになってるの？　これじゃあまるで、メイドみたいよ」

　半なかば自や棄けになったシャーロットの祈りもむなしく、飛び出すリリアンの辛しんらつな言葉は止まらない。

　ざまあみろ、というリリアンの心の声が聞こえてきた気がした。

「先日、あなたがメイドまで落ちぶれてたって小耳に挟んだのよね。もちろん、口さがない中ちゆう傷しようだと思ってたわ。でも、その手を見ちゃうと──」

「──ええ。お察しのとおりよ」

　慌てて手を引っこめたり、視線を避さけて顔を伏せたりはしなかった。ピアノの椅子に腰かけたまま、シャーロットは勝ち誇ほこったような顔で見下ろしてくるリリアンをじっと見つめる。

　ざわつく周囲がとても戸惑っているのが分かった。人の口に戸は立てられないから、この話はあっという間に社交界を巡めぐっていくのだろう。

（……でも、ここまできちゃったら否ひ定ていしたところで一いつ緒しよだわ）

　おそらくここで白を切れば、「はは、まさかそんなことが」なんて乾かわいた声で誰かが仲ちゆう裁さいに入り、この場は流れるのだろう。けれどリリアンがところ構わず話をばらまけば、事実か否いなかは関係なく「そういうこと」になってしまう。──社交界とは、そういうところだ。

（それにしても、こう来るとはね）

　シャーロットがどれだけ有ゆう能のうか。それを青年たちの横で見ていたリリアンは、自分の立場のなさに少なからず焦あせったはずだ。だからここで徹てつ底てい的てきに、「お嬢様の自分」と「メイド上がりの無一文」の差を見せつけ、自分が優位に立ちたいのだろう。

　泣いて謝あやまればお嬢様の私が仲良くしてやってもいい。そんな心境が見え隠れしているような気すらする。

「ここはメイドが来るところじゃ」

「メイドだったから、社交界で粗そ相そうしないように必死なの。ぜひ、あなたにご教きよう授じゆ願いたいわ」

　リリアンの言いかけた分かり切った先を、シャーロットは言葉を重ねることで制した。

「夕食をご一緒して驚いてしまったわ。私がメイドに落ちぶれている間に、随分とマナーが変わっていたみたいで」

　口にした途端、周囲から忍び笑いが起こる。

「あーあ、言ってしまった」と言わんばかりのそれに背をおされ、シャーロットは脳のう裏りにメロディの笑みを思い浮かべながら、真ま似ねをしてふんわりと無む邪じや気きに笑った。

[image: ]

「いつから椅子は、右から座るように変更になったの？」

「え？」

「フォークを右手に持ちかえて食べたり、スープをスプーンで奥から手前にすくうのも、これまではなかったはずなのだけど」

「ちがっ。その、わ、私は」

　突然のダメ出しについていけず、ただ目を白黒させている彼女を、シャーロットは内心で嘲あざ笑わらう。

（テーブルマナーも分かっていない人に社交界を説とかれたくないわよ）

　止とどめを刺すべく脳内でリリアンに夕食時の動きを思い出していき──シャーロットは「分かったわ」と顔をほころばせ、両手を合わせた。

「フランス式を導どう入にゆうすることになったのね！　──でもそれなら、食べ終わったフォークは下向きに置くべきよ」

（私、引っ越してから覚えなおさなくちゃいけなくて愕がく然ぜんとしたんだから……！）

　この場では至し極ごくどうでもいい過去の思い出までよみがえってしまい、それを振り払うために軽く頭を振る。

　背中で黒髪が揺れるのを感じながら、シャーロットはパタンと楽譜を閉じて、ゆったりとした動作で立ち上がった。

「──申し訳ないのですけど」

　誰もがこちらに注目している。

「やはり手が痛いので、今回はやめにさせていただきます。折せつ角かくお集まりいただいたのにごめんなさい。──ぜひ、またの機会に」

　様々な感情を孕はらむたくさんの目を毅き然ぜんと見返しながら、シャーロットは何事もなかったかのようにそう笑い、すっとその部屋をあとにした。




　廊下に出てから駆け足になり、人のとおりがなさそうな適当な場所で止まる。

（やっちゃったわ……）

　壁に両手をついたシャーロットは、そのまま「はああっ」と深いため息を吐はき出した。

（同じような間違い、二回目じゃない。いや、今回はきちんと猫をかぶったままのお嬢様らしい反撃だったわけだから、成長はしてる？　でも、そもそもそういう問題じゃなくて）

　思い出すのはエロールとの出会い。あのときも後先考えず思いのたけをぶつけてしまった。あれがあるからこそ今の自分たちがあるわけだが、今回もあのときのように上手くいくと信じられるほど楽天的にはなれない。

（……ていうか、完全に見み世せ物ものだったわよね、あれじゃ）

　驚きの視線の多くが、途中から好機の視線に摩り替わっていたことにシャーロットは気づいていた。──リリアンもまた、冷たくはされないまでも、決して無条件に他人から擁よう護ごされるような立場ではないのだ。

（さしずめ、アメリカ娘対文無し孤児って感じかしら）

　見る人から見れば、足の引っ張り合いのようでさぞかし楽しかっただろう。

　これからどう軌き道どう修正していけばいいのかと頭を悩なやませていたところで、誰かが近づいてくる気配がした。その慌あわただしい足音から自分を探しているのだと察し、シャーロットは身を隠そうと周囲を見回す。

（ああもう、なんか鎧よろいとかないわけ？　あ、あの部屋は窓が小さいから、今も空き部屋か物置になってるはず……！）

　そうあたりをつけ、スカートを翻ひるがえしながら部屋の中に滑すべり込もうとしたのだが、何者かがシャーロットの腕を摑む方が一瞬だけ早かった。

（ちょっ。今は戦略的撤てつ退たい中なのよ。さすがにさっきの今で顔を合わせたくは──）

「──シャル。落ち着いて。僕だよ」

「…………ジャン」

　よく知った声と呼こ称しように、シャーロットはようやく力を抜く。

　振り返りながらのろのろと顔を上げると、そこにはいつもと変わらず穏やかな微び笑しようを浮かべたジャンが立っていた。

「どう、して」

「え？　嫌だなあ。あんな状態で飛び出していったのに放っておくことなんてできないよ」

（ですって。どっかの似え非せ貴公子に聞かせてやり──）

「それになんか、怖くって。エロール様がぼそっと『メイドは落ちぶれ者なのか。じゃあ俺は、落ちぶれ者の子ってことだな』とか言っちゃうものだから」

「……え？」

「シャル」

　状況をさらに詳くわしく尋たずねようと口を開くが、穏やかに呼びかけるジャンの方が一瞬だけ早い。

「メイド、やってたんだねえ」

　手袋はあの部屋に置いてきてしまったため、今のシャーロットの手はむき出しのままだ。痛いた々いたしそうにその手を見下ろしたジャンは、しみじみと事実を確認するように呟つぶやいた。

「そうよ。兼業メイドトウイーニーだったのだけど……。いい経験になったと、私は思っているの」

「うん、それはいいことだと思うよ」

「恥はずかしいとかも、別に思っていないの。もともと私は裕ゆう福ふくな家の出ではないから、それなりに家の手伝いとかもやらされていたし」

「そうだよね。──そうだった」

「だから、」

「いいんだよ、シャル。別に僕はそんなこと、ちっとも気にしてないんだから。──もともと僕は裕福な家の出じゃないから、それなりに、というか、かなり家の手伝いとかもさせられていたしね」

　冬はあかぎれとかしもやけが辛つらかったよね、とウィンクをしながら語るジャンに、思わずシャーロットの顔もほころぶ。

「それにさあ。ここ数日で、君の素晴らしさはみんな分かってるんだ。他の人たちだってそんなこと気にしたりはしないよ。まあ、もし気にする人がいるならライバルが減へって、それはそれで僕は嬉しいんだけどね」

「ジャン……」

（私は、ちやほやしてくれる人が確実に減るからまったく嬉しくないんだけど）

　そうは思ったものの、さすがに空気を読んで、シャーロットはその言葉を胸の内にしまった。

「シャルはシャルだよ。僕にとっては君がメイドだろうとお嬢様だろうと無一文だろうと関係ないんだ。──でも、文無しの孤児だのメイドだのと、陰口を叩かれているのを耳にするのは耐えられない。反論したくても、『お前には関係ないだろ』とか一いつ蹴しゆうされちゃうしね」

　折角手が届くところにいるのに、そういうのは凄く嫌なんだ。

　そう、ジャンは真面目な顔をして語る。普段穏やかで柔らかな雰囲気が多いだけに、真剣な表情はとても新しん鮮せんなものだった。

「君の立場は今、不安定でしょ？　伯爵家の後見があるっていっても、君自身の手にはなにもないわけだし。──だから、立場、固めちゃわない？」

「どういう……？」

「結婚しちゃおうよ、シャーロット」

　シャーロット。

　愛称でもなく、フランス語系のシャルロットでもなく、本名のシャーロット。彼がこの名で呼ぶときは、本気の証しよう拠こだ。

　記憶の中に数度しかない呼び方に胸が大きく音を立てる。──が、シャーロットが次の瞬間思ったのは、「これでジャンのプロポーズって何回目かしら」という、この場にはひどく不似合いのものだった。

（結婚、ねえ。昔よりは現実味を帯びてきたけど、少なくとも二十までは絶対にする気ないのよね）

　不特定多数の人間にちやほやされるのなら、やはり未み婚こんに限る。だからシャーロットは、「売れ残り」と称されるのを覚悟の上で、ギリギリまで未婚をとおす計画を立てていた。

（さて、どう断ろうかしら。まさか昔みたいに「私、パパみたいな人が好きなの。パパと結婚するの！」とか言うわけにもいかないし）

「……ごめんなさい」

　わずかな逡巡の末、シャーロットは単たん刀とう直ちよく入にゆうに断ることに決めた。

『ええー、だめ？　仕方がないなあ。また挑ちよう戦せんするよ。いいでしょ？』

　遊びの延長で、幼い日に──ジャンいわく五歳のときから何度もされた結婚の申し込み。それを断った際の反応は、毎回ほとんど変わらない。

　だから今年も、少しの失望が混ざる柔らかい笑みで「また振られちゃったよ」とでも返ってくると踏んでいたのだが──今回は、違った。

「ねえ、どうして？　どうして僕じゃだめ？」

「えっ？　まだ早いと思うし、私はまだまだやらなければいけないことがあって」

（ちやほやされるとか、ちやほやされるとか、ちやほやされるとか！）

　いつの間にか肩に両手を置かれ、逃げられないようにされていた。

　予想外の追つい及きゆうにシャーロットはしどろもどろになりながら答えを返す。多少震える声で怯おびえを見せればすぐに我に返るかと思いきや、あろうことかジャンはさらに身を乗り出し、顔を近づけてきた。

「噓うそつかないでよ。僕が選ばれなかったってことは、他に誰かいい人がいるってことなんでしょ？」

「え？」

「招待客の誰？　決けつ闘とうしたら僕のこと見てくれる？　あ、そうじゃなくて、もしかして今日みたいなパーティーを違う面子メンツで他にも計画してるとか？」

「待って。待って、ジャン！」

　悲鳴に近い声を上げて、シャーロットはジャンの服を引っ張る。

（なに。なんなの、この行き違いは!?）

　彼の中では、シャーロットはすでに心に決めた人がいるらしい。昔からジャンとの間に温度差を感じるときはあったが、これほど強く感じたことはなく、シャーロットは本気で焦っていた。

「どういうこと？　意味がまったく分からないのだけど」

「え？　だってシャルは結婚するんでしょ？」

「それは、多分、いつかはするでしょうけど」

「そうじゃなくて」

　ようやくジャンもなにか行き違いが生じていることに気づきはじめてくれたらしい。こてんと首を傾げ、彼は不思議そうにのたまった。

「今、結婚を考えているんでしょ？　だってこのパーティーは君の結婚相手を選ぶための……、いわば見合いパーティーだって聞いてるよ？」

「………………は？」

　目が点になる、とはこういうことを言うのだろう。

　取り繕うための笑顔や怯えが抜け落ちた、物凄く素に近い表情と声で、シャーロットはビシリと音を立てて固まった。
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「……事実です」

　ジャンいわくの「見合いパーティー」。すっきりと片付いた、実に書しよ斎さいらしい書斎にいたその主催者は、こめかみを押さえながらも、息を乱して押しかけたシャーロットの問いに端的に答えた。

「訊きたいことはそれだけですか？　なら──」

「それだけだと思われますか？」

「……愚ぐ問もんでしたね」

　オリバーはため息をつき、執しつ務む机づくえの前で立ち尽つくしているシャーロットに顎で椅子を示す。それから間を持たせるかのように、ずれてもいない眼鏡のブリッジを押し上げた。

「まどろっこしいのは嫌いです。率そつ直ちよくに申し上げましょう。──シンフィールド伯爵は、あなたを早く結婚させてどこかへ追いやってしまいたいのですよ。まさか疎うとまれている自覚がなかったのですか？　随分とおめでたい頭ですね。実に羨ましいです」

「でも、そんなこと伯爵様は一言も……。私の、意思、は」

「そんなもの。ここはスコットランドじゃないんです。後見の伯爵と相手で合意がすめばあなたの意思など問題にもなりませんよ」

（そういう、こと……）

　馬鹿ですね、と文字どおり馬鹿にしたように語られた話を、動揺したジャンのときとは一転し、シャーロットはとても落ち着いた気持ちで受け止めていた。──「噓だ」と思う前に、納なつ得とくしていまう自分がいたのだ。

（お嬢様どころか、とんだ厄やつ介かい者ものだったわけね）

　噓つきなメイド、跡取りをたぶらかすメイド──。そんな「悪者」として散々な扱いをしてしまった気まずさ。

　一度「引き取る」と言ってしまったがゆえの意地と責任感。

　それらの妥だ協きよう点てんが、「早急に嫁とつぎ先を見つけ、後見としての役割を終える」ということだったのだろう。

（だからあんなに、私を社交界に……）

　謝罪がないのにも拘わらず急変した伯爵の態度。その謎なぞがようやく解け、シャーロットは知らず知らずのうちにつめていた息を細く長く吐き出した。

「初めはあなたほどの人ならすぐにでも声がかかると踏んでいたようですが……。『文無しの孤児』への反発が予想以上だったようですね。なんとか相手を見つけようと東とう奔ほん西せい走そうなさっていましたよ」

　それこそ、とオリバーは肘ひじをつき、組んだ手の上に顎を乗せる。

「当男爵家に伯爵が直々に足を運び、『セネット嬢をもらっていただきたい』と頭を下げるくらいには。いやあ、愛されていますねえ」

（「もらっていただきたい？」私は商品だっていうの？　……って、それって）

「……オリバー様。ご兄弟は」

「兄が一人だけですが」

「ということは、伯爵様が考えられたお相手は」

「私ですね。非常に迷めい惑わくなことに。しかもさらに迷惑なことに実家も非常に乗り気です」

　おぞましい、とまで付け加えるオリバーの表情は、そのときのことを思い出してでもいるのか、いつになくうんざりとしたものだった。普段は食えない笑みばかりが端整な顔を彩いろどっているだけに、彼にとってこの話がどれだけ不本意であったのかが窺える。

（ほんと、迷惑。頼まれたって、お金積まれたってごめんだわ！）

　そしてシャーロットはシャーロットで、初めてオリバーと意見を一いつ致ちさせていた。

「友人を紹介してくれ、などとも頼まれましてね。ならばいっそと開いたのがこのハウスパーティーですよ。面倒だったんですよ？　あなたに妙なことを感づかれないように、きちんと女性も招いて調節したり」

「…………」

「ああ。ちなみにうたい文句はこうでした」

　にこりと笑い、彼は低く落ち着いた声で歌うように告げる。

「『セネット嬢はいりませんか。今ならもれなく伯爵家の事業支援がついてきます』、と」

「なっ」

（なによそれっ。かんっぜんに私がオマケじゃない!?）

　あまりの言いざまに、シャーロットは絶ぜつ句くする。

　シャーロット・セネットとは、優れた美貌と教養をもち、何事も完璧で、みんなの憧れで、賞賛の的となるべき存在なのだ。「頼むから嫁に来てください」とみんなに懇こん願がんされる、罪づくりな存在となるべき人間なのだ。

（なのに、なんでそんな、「のしつけてあげる」みたいな展開にならなくちゃいけないのよ！）

　許せない、と拳をぷるぷる震わせるシャーロットはしかし、もう一つ重要な、けれども気づきたくはないことに気づいてしまった。

（みんなは、伯爵家の支援が欲しかったわけで。伯爵家の支援を手に入れるには、私をなびかせるしかなくて）

　気づいている。が、分かりたくない。

　しかしシャーロットの葛かつ藤とうを、オリバーは見事に土足で踏みにじった。

「ええ。あなたの機嫌をとるために、みなさんひっじょーに涙なみだぐましい努力をなさっていましたね」

（つまりみんなは「素晴らしい私」じゃなくて、私の背後にある「伯爵の力」をちやほやしてたのね……！）

　シャーロット的に非常に満足していた日々の思い出が、音を立てて崩くずれ去っていく。

　たとえば今日のチェス。相手がやけに弱いと思ったのは、手加減してシャーロットに勝ちを譲ゆずっていたからなのだろう。

（馬鹿みたいだわ……）

　気づけずにただ舞い上がっていた自分が恥ずかしいやら情けないやらで、シャーロットは額を押さえ、思わず天井を仰いだ。
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　最終日の夜、ということでいつもより一時間以上長く時間がとられた晩餐会。終始微妙な空気が流れていたそれを終えたあと、一度客間に下がったシャーロットは今、ランプを片手に照明の落とされた廊下を歩いていた。

（私としたことが不覚だわ。折角あの嫌味眼鏡と二人で話す機会があったっていうのに、人形のことを訊き忘れるなんて）

　常に人の行動を計算し、自分の思う通りに動かしてきたシャーロットは、不ふ測そくの事態に弱い。今回も「お見合いパーティー」の衝撃が強すぎたせいで、ずっと訊かねばならないと思っていたあの不気味な人形のことが、すっぽりと頭から抜け落ちてしまっていた。

（お願いだからまだ書斎とかに──）

　寝室などに引きこもっていられると、うら若き乙女おとめとしては非常に訪ねにくいし、あの男なら「おやおや、夜よ這ばいですか」といけしゃあしゃあと言いかねない。

　いてほしい。むしろいろよ、くらいの気持ちでずんずんと廊下を突き進んでいたシャーロットは、ふと耳に届いた単語に足を止めた。

（「セネット氏」？）

　噂が重大な意味を持つ社会に身を置いているからか、自分に関わりのある名前には敏びん感かんに反応してしまう。

（ここって、確かジャンの部屋よね？）

　シャーロットはごにょごにょと話し声が漏れ聞こえてくる部屋の一室に近づき、ひんやりと冷たいドアに耳を寄せた。

　声は二人分。一人は部屋の主で、一人は屋敷の主のようだった。

（二人なら私の話？　いや、でも「セネット嬢」じゃなくて「セネット氏」って──）

「いいですか、ジャン。私はあなたがセネット氏に対する恨みつらみを言うのをずっと、鬱うつ陶とうしいほどに、耳にしてきました」

（──は？）

「だからこそ、あなたがセネット氏の死亡をスキップしながら報告してきたときには『これで愚ぐ痴ちから解放される』と喜びましたし、色々と都合も良かったのでその後のあなたの工作にも協力しました」

「うん。この屋敷を買ってくれたのは本当に感謝してるよ。あのとき僕はまだ海の上にいて、迅じん速そくには動けなかったからねえ」

（ちょっと）

「あと少しであなたのお望みどおりセネット氏のものをすべて手に入れられる。そこまで来ておいて、あなたという人はどうして……」

　やれやれ、とオリバーは大げさに首を振って、ジャンは困ったように笑っているのかもしれない。

　けれどシャーロットにとっては、そんな中の様子に気を配っている場合ではなかった。

（どういうこと？）

　ジャンが父親に対して物凄く恨みを持っていただとか、この屋敷をオリバーが所有しているのは「セネット家」だったからだとか、父親のものをすべて手に入れられるとか。

　一気に入ってきた情報に、さすがのシャーロットの頭も処理が追いつかず、ただ硬こう直ちよくするばかりだった。

（なによ。どういうことよ。ジャン……！）

　なんらかの恨みを持っていたジャンが父親を殺害。そのすべてを上手くのっとり、そして──。

　ありえない。そう思いながらも、三文小説の筋書きみたいなものが脳裏をよぎっていく。

（もしそうなら、ジャンが私にプロポーズしてきたのだって──）

「──まあ、折角ここまで来たんです。協力した私に後こう悔かいはさせないでくださいよ」

「分かってるって。ここまで来たんだ。僕だってみすみす逃のがす気はないよ。もう、ちょっと強ごう引いんにいっちゃってもいいかなって思ってる」

「まあ、せいぜい頑がん張ばってください」

（いけない。話が終わる！）

　流れはじめた「もう夜も遅いしこれで戻ります」という空気に、シャーロットは慌てて身を引いた。どこかの部屋に隠れようと左右を見回すものの、ここら一体の部屋がすべて客間だと分かってしまっているだけに動けない。

（ど、どうしよう……！　角に引っ込んでもランプの灯りで丸分かりだし。よし、もう堂々といくわよ堂々と）

「あら、オリバー様。奇き遇ぐうですね」

　ガチャ、と音を立ててドアノブが下がりドアが開く。現れた烏の濡ぬれ羽ば色のような髪を持つ人物は、にこりと笑いかけたシャーロットに、驚くこともなく笑い返してきた。

「おや、本当に奇遇ですね。ジャンに用でも？」

「いえ、たまたま通りかかっただけですわ。少しエロール様に用がありまして」

「なるほど。──足音を立てずに歩かれるなど、淑女の鏡かがみですね。リリアンにも見習わせたいものです」

（うっ……）

　一瞬怯みかけたシャーロットは、それでも隙を見せたら終わりだと思い、「恐れ入ります」と一礼することで強張った表情を隠した。

「──オリバー？　誰かいるの？」

「いいえ。メイドと鉢はち合あわせしただけですよ。──それでは」

（あっ、この部屋……）

　オリバーが返事をするため片足を引いて振り返ったため、部屋の中の様子が見えるようになる。

　シャーロットの記憶の中のその部屋は、客間の中では広めで二間続きではあるが、それ以外はなんの変哲もない客間だったはずだった。なのに今は、一瞬なにがなんだか分からないほどごちゃごちゃと物に溢あふれている。

　そして。

（あの飾り物、知ってるわ。パパの書斎にあった。それに、あっちは廊下の……）

　暗いし、ちらりと見えただけだが、シャーロットの目は確かにそう認識した。先ほど漏れ聞いた会話も相成り、心臓の音がやけにうるさいものへと変わる。

「──私には、正直なにがいいのか分かりかねるのですがね」

　シャーロットの視線に気づいたオリバーが、ドアを閉めながら呆れたように言った。

「もっとも、これ以上はシンフィールド伯爵への悪口にもなってしまうため差し控ひかえますが」

「……以前、伯爵様がノートン男爵子息様から人形を買われた、という話を伺ったのですが、それは」

「ああ、兄ではなく私ですよ。──もっとも、私としてもジャンから譲り受けたものを売っただけですが」

　またジャンか、とシャーロットは一瞬息をつめる。その様子を見てなにを思ったのか、オリバーは緩やかに口の端を上げた。

「いいことを教えてあげましょう。彼は私に、『シャーロットにそっくりだろう』という文句つきであの人形を渡してきたんです」

「──っ！」

「本当に愛されていますね。羨ましい限りです」

「……なにが、おっしゃりたいんですか」

「いえ別に、特に深い意味はなく。彼はあなたのことを、それはもう大切にするのだろうと思っているだけですよ」

　では、と慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな挨拶をして去っていくオリバーの背を無む言ごんで見送ることしか、このときのシャーロットにはできなかった。
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　たどたどしく、しかし黙もく々もくとエロールがフランス語を綴つづっていく。その様子を監かん督とくしながらも、シャーロットの思し考こうは完全に別のところに飛んでいた。

（ほんとあの会話、なんだったの？　怪あやしすぎるでしょ。でも、考えてみなさいよシャーロット。ジャンよ、ジャン！　あのへにゃり、とした顔！　一いち途ずな性格！　どう考えてもパパをどうこうとか悪いことができる人じゃないでしょ。それならむしろ……）

　幼おさな馴な染じみの姿とは入れ替わりに、眼鏡めがねの青年の姿が脳のう裏りに浮かび上がる。

　あの意い地じの悪さ。なにを考えているのか分からない胡う散さん臭くさい笑えみ。──シャーロットは彼に対して、「ああ。この事件の主しゆ犯はんは私ですよ。もちろん、実行犯は別ですが」とかさらりと言い出してもおかしくない人、という非常に失礼な認識を抱いだいていた。

（そういえば、ミセスもあの嫌いや味み眼鏡にはあんまり関わりたくなさそうだったわよね）

『噂うわさ。そう、あんまりいい噂を聞かないんですよね』

　オリバーに偶ぐう然ぜん出会い別れたあと、困こまったようにリンダはそう言っていた。

　あのときは単純に、彼の捻ねじ曲がった性格ゆえの悪い噂なのかと考えていたが、それがもっときな臭い、一族に関する噂だとしたら──。

　考えに沈しずむうちに、シャーロットは無意識にペンを握にぎって手を動かしていた。

（まさか、朱しゆに交まじわれば……でジャンも？　そそのかされたとか？　ええと、なんだったかしら。確か、ジャンはパパを恨んでて、オリバー様はそれに協力してるって感じの話で……）

「──なんだよ。その、『ジャン』と『パパ』と『オリバー』の三角関係みたいな図は」

「き、気にしないで」

　はっとなってペンでぐしゃぐしゃと文字を消し去る。「恨うらみ」などの決定的な単語を書く前だったので、さっぱり分からないという顔をしているエロールに安あん堵どしつつ、ついでに見えないように折おりたたんだ末すえにゴミ箱へ投げ捨てた。

「それよりあなた、終わったの？　添てん削さくするわ」

「休きゆう憩けいだ」

「エル」

「きゅ　う　け　い　だ」

　有う無むを言わせない声は、伯はく爵しやくのものに似にている。

　ペンを放り投げて自分の言を譲ゆずる意思がないことを示したエロールに、シャーロットは諦あきらめて息を吐はいた。

「分かったわよ。今、お茶を入れるようメイドに言うわ」

「別にいい。──それよりあんた、なに苛いら々いらしてるんだよ」

「折角ちやほやされたと思ったらその実態は私を追い出すための見合いパーティーだったり、『あなた何なに様さまのつもりよ？　ああ、メイド様？』みたいな目で毎度毎度見られたりしたら、そりゃあ苛々もするわよ。残ざん念ねんながら私の心はそこまで広くはないの」

「あんたの心が狭せまいことは俺も十分知ってる。けど、それだけじゃないだろ」

（いや、そこは「耐たえてるなんて心が広い」って言うところでしょ）

　しかも「広くはない」から「狭い」まで格かく下さげしたエロールに思わず剣けん吞のんな目を向ける。しかし頰ほお杖づえをついた彼は思った以上に探さぐるような目を向けてきていて、シャーロットはつい視線を横にずらした。

「そうだな。たとえばパーティーに招待されたくてうずうずしてる、みたいな感じに俺には見えるぜ？」

（……なんでこういうときだけ無む駄だに鋭するどいわけ？）

　努つとめて顔に出さないようにしながらも、シャーロットは心の中で苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶす。

（そうよ。行きたいのよ。行って、確かめたいのよ）

　あの不ふ穏おんな会話を聞いて以来、毎日毎日、同じようなことをぐるぐると考えてしまう。──否いな、むしろ日が経たてば経つほど妄もう想そうはとどまるところを知らずに広がっていくのだ。




『シャーロット！　君はどうしてシャーロットなんだい！』

『ジャン、私は……！』

『君がアーサー・セネットの娘でなければ純粋に愛せたのに！　でも、君が人のものになるのも嫌いやなんだ。だから、いっそ』

『ジャン。やめて、ジャン……！』




　この境きよう地ちに達したときは、いっそ物語でも書いて一ひと儲もうけしてやろうかとすら思ったが、とにかくはっきりしないままなのは気持ちが悪いことこの上ない。

（……なんで、こういうときに限って会えないのかしらね）

　はっきりさせたい。一対一で話し合いたい。

　思いは日々強くなり、毎夜夜会に出るたびにその姿を探しているものの、シャーロットは運悪く、ジャンどころかオリバーにすら会えずにいた。

（いっそ、押しかけて行った方がいいのかしら？）

　そうは思うが、年とし頃ごろの娘が若い男を訪ねて行ったり、一人招待したりするのも周囲の目が色々と面めん倒どうくさい。特にジャンはシャーロットの「お相手」としてパーティーに参加しているだけに、危き険けんな橋は渡りたくなかった。

「そうか、あんたは」

　黙だまりこくっているシャーロットに痺しびれを切らしたエロールが、苛立ちを隠さないまま腕を組む。

「つまり、そういう境地に達したんだな」

「は？」

「だってそうだろ。人に馬ば鹿かにされる視線が嫌とか言う一方で、パーティーに行きたがってる。それはもう、そういう視線に快かい感かんを覚えて、」

「あなた本当に私をなんだと思ってるわけ？　そんなことあるはずないでしょ！」

「じゃあ、なんなんだよ」

　怒ど気きを帯おびた声が予想以上にさらりとかわされ、シャーロットは言葉につまった。

「他になにかあって、パーティーとかに行きたい。でも目当てのやつがいなくて苛々してる、とか？」

「……そうだとしても、エルには関係ないわ」

「関係あるだろ」

　即そく座ざにきっぱりと言い切られ、シャーロットは目を見開く。

「エ──」

「苛々してるあんたにフランス語を教わる俺の身にもなれよ」

「…………私、あなたにだけは『自分のことしか考えてない』って言われたくないわ」

　脱だつ力りよくして、シャーロットは机つくえに突つっ伏ぷし──しかしすぐに跳はね起きて、ピンと背せ筋すじを伸ばした。

「──お坊ぼつちゃま、お嬢じよう様」

　糸で吊つり上げられているのでは、と思うような綺き麗れいな姿勢になるのと同時に、ドアの向こうからメイドの声がかかる。

「お手紙と、お荷物です」

「荷物……？」

　入出の許きよ可かと共に現れたメイドは二人。一人は銀のトレイにちょこんと手紙を載せており、もう一人は綺麗に包ほう装そうされた平たい箱を抱かかえていた。

「どなたから？」

「リリアン・ニコルソンからだな」

　ひょいと手紙を受け取り、封ふう筒とうを裏返したエロールが答える。ぴくり、と眉まゆが撥ね上がったのを、シャーロットは顔にかかった黒髪をはらうことで誤ご魔ま化かした。

「あんたお待ちかねの夜会の招待だぜ。そっちはあんた宛あて。先日の詫わびだと」

　メイドを下がらせてから手紙を開け、一いち読どくしたエロールは箱を顎あごで示す。

「なんなんだ？」

「恥はずかしいと思うので一人のときに開封してくれって、差し込んであるカードに書いてあるわ」

「いいだろ、別に。メイドの目はないんだし」

「ちょっと、勝手に……！　ああもう！」

　遠えん慮りよなく解とかれていく包装にシャーロットも諦あきらめる。

（恥ずかしいっていうのがよく分からないけど、まさか詫びに下着とかを送ってくるわけはないし）

　他にもシャーロット的恥ずかしいものが次々と浮かんでくるが、詫びの品にはそぐわないものばかりだ。大だい丈じよう夫ぶだろうと高を括くくってエロールが箱の蓋ふたを開けるのを見守り──。

「うわっ。やるな、あの赤毛」

　エロールの感心したような呆あきれたような声を聞きながら、シャーロットは己おのれの頰ほおが赤く染そまっていくのを感じた。

（ちょっと、恥ずかしいって、こういう恥ずかしい!?）

　贈おくられてきたのは洋服や飾かざり一式だ。

　ごわごわした黒い生き地じの上下に、少しひらひらした、けれども真っ白で飾り気のないエプロン。

　白い頭飾りやヒールのない黒い靴くつ。

　シャーロットがずっと身に着けていたものとは少し違う──強いて言うならミシェルが着ていたものと同じ、ノートン男だん爵しやく家の家ハウスメイド用の服装がそこにあった。

「『私主しゆ催さいの夜会です。参加するならぜひその服を着てきてね。とてもお似に合あいだと思うの』だとよ。あんたといい、マイヤー二号といい、あの赤毛といい……。なんで俺の周りの女はこう性格が歪ゆがんでるんだ。俺、物もの凄すごく可か哀わい想そうだな」

　服の上にひらりと置いてあった可か愛わいらしいカードを読み上げながら、エロールがしみじみと言う。それを聞き流しつつ、シャーロットは苦々しく思いながらじっとメイド服を睨みつけた。

（なんてことなの……！）

　恥ずかしい──というよりは、恥はじをかかされた、という方が正しいだろう。

（伯はく爵しやくにバレたらとか思わないのかしら？　……思わないわよね。言えるはずないもの）

　もしここでシャーロットがシンフィールド伯爵に訴うつたえたら、一応後こう見けんしている娘への侮ぶ辱じよくに彼は動いてくれるだろう。

　だがそんなこと言えるはずがないのだ。それは、なにもシャーロットに限った話ではないだろう。表おもて沙ざ汰たになるのなど耐えられない。無かったことにするのが一番。──それが、嫌がらせを受けたときのごく普通の令れい嬢じようの対応だった。

（つまり、パーティーに私は来るなと）

　こんなものを贈られ、あまつさえメッセージを突きつけられて、何なに食くわぬ顔で普通のドレスで参加することなどシャーロットにはできない。それに仮に参加したとしても、リリアン主催のパーティーだというから、最悪「招待しておりません」と執しつ事じあたりに突っぱねられるのがオチだろう。

　だが──。

「──おい、大丈夫か？」

「大丈夫よ。私、前にあなたに感謝してるって言ったの覚えてる？　イジメに遭あうなんて経験なかなかできなかったって。あのときに比くらべればこんなのなんの被ひ害がいもないわ」

「そ、そうかよ」

「それに、丁ちよう度どいいわ」

　うっすらとシャーロットは唇くちびるで弧こを描えがく。

「は？　シャーロット、どういう」

　ことだ、という怪け訝げんそうなエロールの疑問は、最後まで声にならなかった。再び部屋にノックの音が響いたからだ。

「お坊ちゃま、お嬢様。よろしいでしょうか」

「いや、よろしく──」

「大丈夫です。ミセスですよね？　入ってください。どうしたんですか？」

　さっと箱の蓋を閉め、シャーロットは涼すずしい声をエロールに重ねる。エロールは不本意そうに顔を歪めたが、結局なにも言わなかった。

「先ほど、手紙と包みが届いたと思うんですが、実はあれは手違いみたいで回収をしたく」

「そんなこと言っても、もう見たぜ？」

「──ええええええっ！」

　その瞬間、聞こえるはずのない声が聞こえてきて、シャーロットは反射的にエロールと顔を見合わせる。リンダが「あらら」と苦く笑しようして、開けたドアの陰に隠れていた少女を一人、部屋の中へと押しやった。

　口くち許もとを両手で押さえ気まずそうにしている少女に、シャーロットは目を瞬しばたたかせる。

「ミシェル？」

「あの、えっと」

　赤い絨じゆう毯たんに視線を泳がせていた彼女は、やがて意を決したようにシャーロットたちに向き直った。

「その、申し訳ありませんっ。あたしも、なにが贈られたとかは全然知らないんですけど、よくない感じです、よね……？」

「まあ、普通のお嬢サマならショックで三日くらい部屋に引きこもってるかもな」

「うわあ。あの、お嬢──リリアン様がやけに上じよう機き嫌げんで、しかもシャーロット様は夜会にいらっしゃらないだろうとメイドたちに語ってて。それを聞いたご主人様とデュラン様が、なにをしたのか探ってこいって、あたしを……」

（ああ、私と面めん識しきのあるミシェルを生いけ贄にえにしたのね）

　どうやらリリアンがなにかをしでかしたらしい。凄くシャーロットが怒っていても、面識があるミシェルならどうにか──。そんな人選なのだろう。

「心配しなくても、別にミシェルを怒ったりはしてないわ」

「ほ、ほんとですかっ!?」

「だってあなたに怒ったところで仕方がないでしょう」

「お嬢様！　ほんとにあたし、お嬢様のこと大好きです！」

　明らかに安堵した様子のミシェルが、とたたたた、とシャーロットの方へと寄ってきた。

「ほんっとうにありがとうございます！　あの、多分後日ご主人様からもちゃんとお詫びが──」

「──なあ」

「はい？　どーしました、エロール様」

「別におまえが直接確認しにこなくても、おまえのとこのご主人サマがお嬢サマに訊きけばすむことだろ？」

　わざわざ使用人を動かすことじゃない。そう言外に語るエロールに、ミシェルは明るく反はん駁ばくする。

「いいえ。シャーロット様に『お気になさらず夜会にいらしてくださいね』と絶対に伝えてくるようにご主人様やデュラン様に言こと付づかりましたし」

「でも、それは」

「それに、ここだけの話ですけど……。ご主人様、あんまりリリアン様に強く出られないんです」

（はあ？）

　真しん剣けんに、声を潜ひそめて語るミシェルに、シャーロットは思わず疑いの声を上げそうになり慌てて飲み込んだ。

（強く出られない？　彼が、彼女に？）

　正直シャーロットは、オリバーならリリアンがなにをしたのか把は握あくしているのではないかと疑っていた。分かっている上でわざと見み逃のがし、シャーロットが屈辱に拳こぶしを握にぎる様を想像して楽しむのだ。

　なんの根こん拠きよもないのだが、性格の悪い彼ならそうする──と、性格の悪いシャーロットは思っていた。

（それが、強く出られないから、ですって？）

　エロールも同じように感じたらしい。率そつ直ちよくな疑問を述のべると、ミシェルは困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「うーんと、正確に言うと、ご主人様がって言うよりは、ノートン男爵家の方が、ニコルソン家の方に強く出れないって感じなんですけど。ほら、財さい布ふの紐ひもを握られちゃってるとか色々あるみたいで！」

「……それだけでは、ないでしょう？」

　今のミシェルの発言から、なんとなく両家の関係は想像できる。

　お金が欲しい貧びん乏ぼう貴族と、権けん威いが欲しい成り上がり者が政略的に結ばれるのは珍めずらしいことではない。特にアメリカには貴族制がないため、貴族と縁続きになることを切せつ望ぼうする者も多い。──だからノートン・ニコルソン両家も、そんな感じの関係なのだろう。

（でも、これならギブアンドテイク。よっぽどノートン男爵家が借しやつ金きん地じ獄ごくだったって言うなら分かるけど、そこまで……？）

「確かに、それだけじゃないんですけどー」

　言いにくそうに、ミシェルが語尾を伸ばした。

「そのー、お嬢様だから話しますけど、内ない緒しよにしてくださいね？」

「え、ええ」

「かなり昔の話なんですけど、ご主人様のお兄様とリリアン様のお姉様が結婚する直前、駆け落ち騒そう動どうがあったらしいんです。ご主人様のお兄様と、メイドの間で」

「それ、は」

　どこかで聞いた話だな、とシャーロットは思わずリンダに視線を送ってしまう。ミシェルを部屋に送り込んだままドアの近くで待たい機きしていたメイド長は、豊ほう満まんな胸の前で腕を組み壁かべにもたれかかりながら、ただじっとミシェルの話を聞いていた。

「……どうなったの？」

「未み遂すいで終わったみたいですよ。問題のメイドがどうなったのかまでは、あたしも知らないですけど──」

「──まあ、普通、問もん答どう無む用ようで叩たたき出されるものですね。お嬢様とお坊ちゃまがアレコレしてたときだって、そうなる寸すん前ぜんだったんです。実際に駆け落ち寸前までいったら……メイド長としても、放置はちょっと、できないかなあと」

　ミシェルの言葉をリンダが引き継つぐ。どこか困ったようなそれにエロールがなにかを言いかけるが、リンダが「お茶を入れてきますね」と声をかけて出て行く方が早かった。

（……ずっと出て行くタイミング見み計はからってたのよね。悪いことしたわ）

「メイドのことはいいわ。それで、両家のことは」

「あ、はい。未遂は未遂でも、体たい面めんを傷つけられたーってニコルソン家はすっごく怒って。でもリリアン様のお姉様は笑って……かどーかは知りませんけど、とにかく許して、お二人は結ばれて、両家の今があるんだとか」

「そう、なの」

「当時のノートン男爵家って、かーなーり首が回らなくなってたみたいで。その結婚が破は談だんになっちゃうと借金とかの返済期限的にうわー、どうしよー！　って感じだったらしくて。だから恩おん人じん？　じゃないですけど、頭が上がらないんだそーですよ」

「……オリバー様って、そういう恩義をきちんと感じられる方だったのね」

　言ってから、ミシェルの前でするには随分と棘とげのある発言だと気づきはっとなる。だが彼女は気にすることなく「あたしもそう思います」と大真面目に返してきた。

「でも、ほんとみたいですよ。よく言ってますもん。『あのとき義姉に見限られていたら私は今頃軍にでも放り込まれていたでしょうからね』とか『義姉がいなければ大学に進むのは難しかったでしょうから』とか！」

「……誰かさんみたいに、見事に自分中心だな」

「あなたにだけは言われたくないってさっき言ったでしょ」

　呆れたように言ってくるエロールに、シャーロットは小声で窘たしなめる。そしてミシェルに対し誤魔化すように、それはもうにこやかな笑みを向けた。

「よく分かったわ。──ありがとう」

「いいえ！　だからとにかく、ご主人様とかはお嬢様に対して全然、まったく、含ふくむところなんてないんです！　むしろいらしてほしいって思ってて、デュラン様も同じで。リリアン様がなにをされたのかは知りませんけど、ほんと、お気になさらないでくださいっ！」

「だってさ。良かったな、シャーロット。あんたが大好きな夜会だぜ、夜会」

「……でも、折角プレゼントしていただいたんだもの。使わせていただこうとは思うの」

　笑顔のまま箱の蓋をなでるシャーロットに、その中身を知るエロールは嫌な予感がしたのか笑みを消し、知らないミシェルはきょとんと首を傾げる。

「だからミシェル、協力してくれないかしら？」

「おい、」

「あなたのところのメイド長に、私を紹介してほしいの。リリアン主催の夜会時の、臨りん時じ雇やといのメイドとして、ね」

　続く言葉にミシェルはただ瞠どう目もくし、エロールは額を押さえて呆れたような視線を送ってきた。

「…………」

「…………」

「…………エロール、様」

「…………その中身、メイド服なんだよ」

　よく分からない。そんな感情を前面に押し出し、助けを求めるようにエロールを振り仰いだミシェルが固まる。「うわあ」という声が丸く開いた口から零れた。

「で、でもまさかお嬢様があんなこと言い出すなんて」

「俺もまさかおまえを前にあいつがあんなこと言うとは……」

「やっぱり復ふく讐しゆうですか？　メイドに混ざって、隙すきを窺うかがって、ぐさっみたいなっ」

「いや、そういう陰いん険けんなことをするやつじゃ……するのか？」

「だってメイド服贈られるなんて超屈辱ですよ！　ぷっつんしちゃってもおかしくないですって!!」

（き　こ　え　て　る　わ　よ）

　本人たちはこそこそ話しているつもりらしいが、完全に筒つつ抜ぬけだ。しかしミシェルを前にしている以上、普段エロールの前でしているような言い返しをするのも憚はばかられ、シャーロットは聞こえないふりをしてただ笑顔で二人を待っていた。

（……仕方がないじゃない。ちょうどいいんだから）

　ずっと頭から離れない、ノートン家に滞たい在ざいしたあの最後の夜。

　彼らが不ふ穏おんな会話を繰り広げていたのはジャンの部屋で──そしてそこには、シャーロットがよく見知った品々が山となっていた。

　どういう経けい緯いで彼があの品々を手にするにいたったのかは知らない。それでも。

（見ちゃった以上、部屋の確認したいじゃない。──それに、パパとかセネット商会がらみの契約書とか怪しげな文書とか出てくるかもしれないし）

　とはいえお嬢様姿で人様の部屋の家や捜さがしをするわけにもいかない。

　この目的を果たすために、「メイド」の格かつ好こうがいかに都合がいいか、メイドの仕事を身をもって体験しているシャーロットにはよく分かった。

（それにしても、私も夢、見てるわね）

　ジャンやオリバーのことを邪じや推すいする。その延長にあるのは、「もしかしたらパパは海に沈んだわけじゃないのではないか」という願いだ。

　本人が生きている可能性や、荷物が残っている可能性。──それらを信じるのは、もはや「私、実は幼おさない頃ころに誘ゆう拐かいされて捨てられたお姫様なの！」くらい妄想じみたことだと分かっていながらも、シャーロットは心のどこかで諦めきれていなかった。

（だって、それなら私は「文無しの孤児」じゃなくなるのよ？　嘲あざ笑わらったあいつらを高笑いしてやれるんだから！）

「──ま。諦めろ、ミシェル」

「えええええっ！」

　ミシェルの絶望的な声により、「私、実は文無しじゃなかったの！」という妄想から現実に引き戻される。まるで自分を後押しするかのようなエロールの言葉が不思議で、シャーロットは一瞬、反応に遅れた。

「ちゃ、ちゃんと止めましょうよエロール様っ。あたしはお嬢様がお嬢様として参加していただければ別に」

「──俺が言ってどうこうなるやつじゃないからな」

　驚おどろくほど明めい瞭りような声でミシェルの懇こん願がんを切り捨てたエロールが、ひらひらと手を振りながら立ち上がる。

「前も言った気がするけど、俺はあんたのやることに口出すつもりは別にないぜ？　俺は俺で勝かつ手てに動くしな」

「ど、どこ行かれるんですかエロール様！」

「打ち合わせとかするだろ。俺は関係ないからな。──ただ、気をつけろよシャーロット」

　ドアを半開きにした状態で、ふとエロールが振り返った。

「あら。心配してくれるの？」

「当然だろ」

「『あんたが下手を打てば俺にも火の粉こが降りかかってくるんだから。くれぐれも俺に迷惑かけないように気をつけろ』でしょ。私もあなたのパターンは摑つかんだわ」

「上等。──じゃあな、ミシェル」

　ため息交じりに言えば、エロールは今度こそ本格的に去さっていく。バタン、と雑ざつに閉められたドアの音が響いてから、シャーロットは改めてミシェルに向き直った。

「それじゃあ、話をつめ」

「……なんか、あたしが思ってた以上に、お二人って仲がいいんですね」

（し、しまったっ！　今、私、かんっぜんに素すだったわよね!?）

　これまでのやり取りを思い出し、ミシェルに向けている笑顔が引きつったものへと変わっていく。

（どこから？　どこから間違えた？　ああもう、あそこはただ「ありがとう」とにっこり笑ってすませるところで……！）

　ミシェルという、それなりに気を許した存在しか部屋にいなかったとしても異常だ。シャーロットは自分の中で、ああいった気軽なやり取りがあまりにも自然なものとして定着していることに愕がく然ぜんとした。

（ま、まあ。決定的な暴ぼう言げんとかは吐いてないし。「メイドを経験してフレンドリーになったお嬢様」路線で行くしかないわね）

　頭の中で方針を打ちたて、必死にイメージの修正を行いながら、シャーロットは段取りを決めていく。

　ちなみに、そのことにあまりに必死になっていたシャーロットが、これを口実にエロールが上手いことフランス語の勉強から逃げたということに気づいたのは、夕食時に彼と再び顔を合わせたときだった。
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『ニコルソン嬢が、話がしたいから早めに来てほしいとおっしゃって』

　その一言で、侍女レデイスメイドたちはなんの疑問も抱かずにシャーロットを飾り立て、馬車の手配をし、屋敷から送り出してくれた。

　実状がどうであれ、リリアン主催の招待状が来たのは事実だし、少女たちが内輪で集まって茶会を開くこともよくあることだ。そのためか、むしろ「お友達ができたんですね！　どうぞどうぞ行ってらっしゃいませ！」くらいの勢いだった。

　そして屋敷の少し手前で馬車を降り、待っていたミシェルと合流。庭の陰でそそくさとリリアンから贈られたメイド服に着替えて、不安げなミシェルをよそに臨時雇いのメイドとして力試しもかねた最初の仕事を与えられ──。

「──終わりましたか？」

　じゃらじゃらと鍵かぎ束たばの音を響かせて、柔らかな日差しが差し込む部屋に険けわしい顔をした婦人が顔を出す。シャーロットが黙って頷くと、どこかの院長や家庭教師を連想するその人はつかつかと部屋に入ってきて、目を光らせはじめた。

　棚たなの裏、窓の桟さんに暖だん炉ろ周辺。──果はては部屋の隅すみに置いてある鏡かがみの縁ふちを指でなぞった彼女は、一いつ拍ぱくを置いたのち「素晴らしい」と感かん嘆たんの息を吐いた。

（ふっ、勝ったわ）

　思い出すのは、掃除にケチをつけようとして結局なにも言えずじまいだったマイヤーの悔くやしそうな顔だ。

　思わず緩ゆるんだ口くち許もとに気づかれないよう、シャーロットは「恐れ入ります」と言いながら丁てい寧ねいに頭を下げる。視線の先はつま先より少し先。そのお辞じ儀ぎの角度にも満足したのか、ノートン男爵家のメイド長はゆるやかに唇で弧を描いた。

「ええ、その調子で今日一日お願いしますよ。あなたはミシェルが臨時雇いにと連れてきた……シャル、でしたね」

「はい」

「覚えておきましょう」

　角が取れた穏やかな声でそう言い置いて、婦人は部屋を去っていく。固かた唾ずを吞のんで見守っていた他のメイドたちがわっと歓声を上げたのは、彼女の規則的な足音が完全に聞こえなくなってからだった。

「すっごい！」

「あなた、何者!?」

「うちのメイド長から一発合格貰もらうなんて！」

「──ありがとう」

（当然でしょう。この私が掃除をしたんだから。なめるんじゃないわよ）

　悲鳴にも近い賞しよう賛さんの嵐あらしに、シャーロットは嬉しさと戸惑いが綯ない交ぜになったような表情を作る。

「良かったわ。少し、緊張していたのだけれど」

　自分が凄いのは誰の目から見ても明らかなので、「そんなことないわ」という謙けん遜そんは今回は使わない。「緊張はしていたけど、全力を出し切れたの！」という感情を前面に押し出すと、メイドたちの好感度はさらに上昇したようだった。

「臨時雇いなんてもったいないわ。ずっとここに……！」

「あら、でもそんなことされたらますます出世が遠のいちゃう」

「まったく。ミシェル、あんたどこでこんな逸いつ材ざい見つけてきたのよ」

「ええーと、あたしも、吃驚びつくりっていうか」

「──私のことはとりあえずあとにしましょう。折角良くなったミセスの機嫌を損ねることはないし」

　あははー、と引きつった声で笑うミシェルに助け舟を出す形で穏やかに言えば、そうね、とみんなは顔を見合わせ頷きあう。

（よし。これでこの屋敷のメイドは一目置いてくれたし信用もしてくれたわね。夜会のとき抜け出しやすくなるわ）

　ミシェルから紹介された、夜会の助っ人メイド、シャル。

　その滑すべり出しは、シャーロットの社交界デビューとは異なり、驚くほど順調だった。




「──ほんと、凄いですねっ！」

　人目に触れやすい階段掃除をするからと、二人で組を作らされたメイドたちが割り振られた階段へとばらける。己の担当箇所を素早く綺麗に完璧に仕上げ、モップや掃除道具箱ハウスメイドボツクスを抱えながら次の指示を仰ごうとメイド長のもとへと向かっていると、隣を歩くミシェルが熱視線を送ってきた。

「お嬢……シャルがメイドやるっておっしゃったときもすっごく吃驚しましたけど、今はそれ以上に吃驚です」

「そう？」

「はい。そりゃ、シャルがメイドやられてたっていうのは聞いてましたよ？　でも、ここまでとは誰も思いませんって！　もう、超熟練メイドって感じ!!」

（……それはそれで複雑だわ）

　シンフィールド伯爵家で働いていたときもかなり頑張っていたと思うし、兼業メイドトウイーニーながら下手な家メイドよりよほど「使える人材」として認識され、あんなことがなければ出世街道まっしぐらだったとも思う。

　しかしそれは、「なにこの子」という目で見られるのが耐えがたく、またメイドとしての出世が出会いのチャンスに繫がっていくと思ったから頑張ったのであって、決して「なにこのメイド、超凄い！」という形の賞賛を求めてのものではなかった。──あくまでシャーロットの最終目標は、社交界で賞賛を浴び、ちやほやされることなのだ。

（まあ、おかげで私がシャーロット・セネットって疑いも完全に消えたみたいだけど）

　シャーロットは無意識のうちに、かけている眼鏡のフレームに触れる。

（……それにしても、気づかれないのは気づかれないので腹が立つわね。この美貌の持ち主がそうそう転がってるわけないでしょ！）

　ノートン男爵家滞在中、シャーロットの面倒はほとんどミシェルが見ていたとはいえ、他のメイドと面識がないわけではない。「すぐに分かっちゃいますって！」とミシェルが止め、シャーロットも確かにそのとおりだと思ったので、急きゆう遽きよ講じた対策が、眼鏡をかけることだった。

（まあ、眼鏡ごときで私の美貌がどうにかなるわけじゃないけど）

　高価な眼鏡をかけているメイドは多くない。だから、眼鏡の印象が強くなり、「眼鏡のメイド」としてシャーロット・セネットの印象から離れるのではないか、と考えたのだ。「え？　眼鏡？」と驚かれ、顔を凝ぎよう視しされる可能性も考えたのだが──現状を見る限り、それはどうやら杞き憂ゆうだったらしい。

（どのメイドも間ま近ぢかで私の顔を見る機会なんてなかった。だからって分かってる。分かってるわよ。でも「セネット嬢に似てる……？」って首を傾げる人間すらいないのは、ちょっと、どうなのよ）

　いくら「メイドをやっていた」という話を耳にしていても、今現在伯爵家の後見がある立りつ派ぱな「お嬢様」が、こんな形で乗り込んでくるわけがない、という先せん入にゆう観かんもあるのだろう。だが、ここまであっさり潜せん入にゆうできてしまうと、メイドたちにとって自分がいかにどうでもいい客人であったかを突きつけられるようで、複ふく雑ざつなことこの上ない。

　唯ゆい一いつ「シャーロット・セネット」としてまともに挨拶を交わしたメイド長は訝いぶかしんでくれていたようにも思うが、働きぶりのあまりの完かん璧ぺきさに、「お嬢様ではありえない」と早々に結論を出したようだった。

（私の力が認められるのは嬉しいけど……。ああもう、どうして社交界じゃなくてメイド界なのよ！）

　メイド長が即座に認めた臨時メイドのことは、あっという間に使用人たちの間に広がったようだった。あちこちから「彼女が」「まだ若いじゃない」「でも凄いらしいわ」といった声が聞こえてくるのに悪い気はしないが、イマイチ自分の求めている「注目」とは違うのがいただけない。

（ま、むやみやたらと近づいてこないのは顔をしっかり見られなくてありがたいわよね。そのまま私の気高いオーラに戸と惑まどって遠巻きに──）

「シャル！」

（──って、思ってるそばからなんなの!?）

「見み慣なれないし、あんたがシャルよね？」

「そう、ですが……」

（なんでよりによってあなたが私に迫せまってくるのよ！　リリアン・ニコルソン!!）

　心の中で絶ぜつ叫きようしながらも、シャーロットは咄とつ嗟さに頭を下げた。顔を見られない上に、メイドの主人に対する正しい振る舞いもできるという、今のシャーロットにとっては一石二鳥の行動だ。

「あの、お嬢様っ。シャルは」

「聞いてるわ。ちょっと借かりるわよ。あんたは行っていいから」

　はらはらとこちらを見上げ、なんとかリリアンとシャーロットを引き離そうとしていたミシェルにそう言い捨てると、リリアンはこちらの返事も聞かずシャーロットの腕を引っ張る。おかげでシャーロットは市場に売られる子牛よろしく、彼女に引きずられる羽は目めになった。

（うわっ。ここ、私の部屋じゃない。この娘が使ってるとか最悪だわ）

　シャーロットを私室に押し込んだリリアンは、ドアを閉め、ご丁寧に鍵かぎまで閉めると、鬼き気き迫る表情で俯うつむいたままのシャーロットに向かい合う。

（ちょっとちょっと、なんなのよ？　もしかしてバレ──）

「今日、私にとって、勝負の日なのよ」

（──てはいないみたいだけど、なんなの？）

　リリアンがなにを言いたいのか分からない。怪訝に思いながら恐る恐る顔を上げると、彼女は今までにないほど真剣な表情をしていた。

「邪魔者がいない間に伯爵子息様とどうしてもお近づきになりたいの。いつもより気合を入れていきたいのよ。あんた凄く優秀だって他のメイドが言ってたし、私の支し度たく、手伝ってくれない？」

　シャーロットの紫むらさきの瞳と、リリアンの濃こい青の瞳がかち合っても、彼女がシャーロットに気づく様子はない。それにほっとしながらも、シャーロットは全力で頭を働かせていた。

（ど、どうしようかしら。顔を合わせる予定は、なかったんだけど）

　メイドとして潜入した第一の目的はジャンの部屋を探ることだ。しかし他にもリリアンの弱みを握れたら、と思って──否、自動的に握れるだろう、と考えていた。メイドたちが陰で主に関するアレコレを噂しあっていること、そしてそれが意外に正しいことを、シャーロットは身をもって知っていたからだ。

　とはいえ、さすがにリリアンやオリバーに対して白を切るのは難しいし、いざ露ろ見けんしてしまえばメイドの仕事の続行は不可能だろう。それは色々と不都合があるので、今回、シャーロットは彼らと出くわさないよう、裏方の仕事だけを担当するつもりだった。

（まあ、会ったら会ったで「あなたが招待してくださったんでしょう？」とか言って開き直ってやろうとは思ってたけど……）

　まさか気づかれないとは思わなかったが、それならそれで都合がいい。騒さわぎになる前にリリアンから離れるだけだと、シャーロットは断りの文句を口に出そうとして──。

「なんとしてでもエロール様を射止めたいの。それで、私を馬ば鹿かにしていた連中にぎゃふんと言わせたいのよ。礼儀知らずのアメリカ娘なんて言われて、肩身の狭い思いはしたくないの！　お願いよ!!」

（──へ、え）

　鬼気迫る形ぎよう相そうと、本ほん音ねと思われる言葉。そしてなにより、それをメイド相手にぶつけて挙あげ句く「お願い」するという、生きつ粋すいのお嬢様なら絶対にしなさそうな行動に、シャーロットは喉のど元もとまで出かかった言葉を思わず飲み込んだ。

（これって、弱みよね）

　社交界における彼女の立ち位置は知っている。だが、それを直接、こうして語られるのは少し違った意味を持つ。

　そしてなにより。

（頼ってくるのがこの私にっていうのが、なんというか、面白いわね。その目のつけどころだけは褒めてあげてもいいわ）

　もう少し様子を見よう、とシャーロットは「なにも知りません」というふうを装よそおい首を傾げた。

「エロール様、ですか」

「そうよ。そりゃあ、最初は肩書きしか見てなかったけど、カッコいいし、素す敵てきな方よ。あの方なら私のことも馬鹿にしたりなんてしないし！　前にご機嫌を損ねちゃったから、今日はなんとしてでも挽ばん回かいしなくちゃいけないの」

「先ほどおっしゃっていた、邪魔者、というのは」

「シャーロット・セネット。一文無しの孤児のくせに、シンフィールド伯爵家が後見してるから社交界に出入りしてる、忌いま々いましい女のことよ」

　リリアンは顔をしかめ、腕を組むと苦々しく言い捨てる。

「ま。私に言わせればただの馬鹿なんだけどね」

（はあっ!?）
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「どっかの爵位持ちに取り入って、へいこらして、適当におだてておけば、少なくとも爪つま弾はじきってことはないのに、そういうことは絶対にしないの。私の誘いも断るし。空気が読めてないのよ」

（ん？　この娘……）

「そのくせ、そこらのお嬢様よりよっぽどお嬢様らしくて隙がなくて。なんか、なんでもできるし。腹が立つでしょ？」

（つまり、私が羨ましいわけ？）

　ねえ、と同意を求めてくるリリアンに適当に相あい槌づちを打ちながら、シャーロットは目を瞬かせた。

（そうよね？　つまり私みたいになりたいくせになれない自分が不ふ甲が斐いなくて腹が立ってるわけでしょ？　やだ、可愛いところもあるじゃない）

　メイド「シャル」に対する素のリリアンを目の当たりにして、シャーロットは少しだけ、リリアンに対する認識を改めた。

（私が私だって気づく様子もないし、まあ、いいかしら）

　このまま会話をして、さらなる弱みを引き出すのもよし。信頼をさせ、あとでちくりと刺すのもよし。──シャーロットの好きなように、上手く誘ゆう導どうしていくのもよし。

　優秀な頭脳が、リリアンの言に頷いた方が色々と得だと告げている。シャーロットは眼鏡のブリッジを押し上げながら、そう結論を出した。

「分かりました、お嬢様」

「ありがと。──みんなが言う実力、頼りにしてるわ。じゃあ、早さつ速そくなんだけど」

「お待ちください」

　ほっとした様子のリリアンは、遮さえぎられたことを咎めるわけでもなく、首を傾げるだけだ。エリザベスとは違うな、と思いながら、シャーロットは困ったように笑った。

「先に、片付けをさせてください」

　左手に持ったままのモップと、足元に置いてある道具箱。

　それを視界に入れたリリアンは、「それはそうね」と、今までに見せたことのない表情で笑った。
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　かつてメイドに転落し、そこからのし上がることを誓ったとき、妄想したことがある。夜会かなにかで貴公子と出会い、その美貌と教養を見み初そめられる、というものだ。

　もっとも、そのときは自分のことながら小説の読みすぎだと思っていたのだが──。

（──実際に、あるのね）

　目が合ったと思った瞬間、手をがっつりと摑み、ひょいと眼鏡を取ったかと思えばなにやら力りき説せつをしてくる男に、シャーロットは啞あ然ぜんとしながら、ただそれだけを思った。

（まったく、どうして今なのよ。どうせなら数カ月前に見初めなさいよね）

「君ほど美しい人を見たことがない」だの、「こんなところでメイドをやっているなんてもったいない」だの、当たり前すぎる話に適当な反応を返しながら、シャーロットは内心で毒どくづく。

（そりゃあね、私に目をつけたことは褒めてあげるわよ？　でも、空気読みなさいよ。私、急いでるのよ！）

　ひとしきり笑ったリリアンに許可され、一度退出し、道具箱やモップを片付けに行こうとしたその矢先だった。早めに到着し、屋敷を散さん策さくしていたらしい男からのまさかの横よこ槍やりに、シャーロットも顔を引きつらせるしかない。

　取り入る気などさらさらない男のぐだぐだした話に耐えるのは、クリフォード院長の長ったらしい話や、エリザベスの嫌味に耐えるよりも、ある意味で大変だった。

（ああ、誰か。そう、もうリリアンでもいいから誰か早く来て）

　先ほど廊下の向こうに若いメイドが現れ、こちらで起こっていることを認識するやいなや背を向けて走り去っていった。あれは見捨てたわけではなく、誰か助けを呼びに行ったのだと信じながら、シャーロットはげんなりと思う。

　しかしいくら願っても祈っても念ねんじてみても、急にテレパシーが使えるようになるわけもなく、不幸なことに足音一つ聞こえてこない。

　このままでは埒らちが明かないと、四十近いと思われる男に、シャーロットはおずおずと話しかけた。

「あの、私、お嬢様から用事を言いつかっていて」

「急ぎなのかい？　君の上司には私から話をしておくよ。だからちょっとこっちで親しん睦ぼくを深めようじゃないか」

（……だめだわ。会話が成り立つ気がしない）

　一瞬で意思疎そ通つうを図はかることを放ほう棄きし、シャーロットは平和的解決を諦めはじめる。

（摑まれてる手が、そう簡単に振りほどけそうにないのよね。……いや、どっちにしても眼鏡取られたままじゃ困るわ。さすがに眼鏡なしでリリアンの前に立つのは危険すぎるでしょ）

　考えているうちに苛々は積もっていくし、「立ち話はなんだから」とどこかへシャーロットを連れて行きたいらしい男の手の力もより一いつ層そう増していく。

（……頭って、思い切り叩くと記憶飛ぶって言うわよね）

　あと一分待って誰も来なければ、とモップを摑む右手の力を強める。

「──おっさん」

　しかし心の中で三十を数えたところで予想外の声が耳に届き、シャーロットは数を数えるのを中断し、反射的に振り返った。

「そのへんにしとかないと、モップで頭殴なぐられるぜ？」

（エル!?）

　どこか愉たのしそうなエロールの視線は、力が込められ白くなっているシャーロットの右手へしっかりと向かっている。考えなどお見通しだと言われているような気がして、シャーロットは気き恥はずかしくなり慌てて手の力を緩めた。

「な、なんだね君は」

　エロールの姿を認め、お決まりの言葉で慌てはじめる男の手の力も弱まり、その隙をついてシャーロットは手を振り払い男から距離をとる。

「なんだねって。名乗ればいいのか？　俺はエロール・ロレンスだけど」

「し、シンフィールド伯爵子息……」

「へえ、知ってたか。俺も有名になったもんだな」

　シャーロットと男の間に自身の身体を滑り込ませ、ひょいと眼鏡を取り返しながら、エロールは口の端を上げた。

「じゃあ、もちろん俺の育ちも知ってるよな？」

「なにを」

「生あい憎にくと紳士的な解決方法なんて知らないんでね。さっさとどっか行かないなら、俺が慣れ親しんだ手段に──」

「──失礼する！」

「…………なにも脅おどさなくても」

「感謝の前にそれかよ。いいご身分だな」

　身を翻し、足早に去っていく男の背を見送りながら呟つぶやくと、エロールが呆れ顔をこちらに向ける。

「まったく。『凄いんです。臨時なんてもったいない』って評判のシャルを見物しに来てみればこれかよ。あんた、お嬢様姿じゃ誰にも相手にされないからって、とうとうメイド服姿で男を誘惑──」

「──するわけないでしょ。絡からまれてたのよ！　でも私がモップであの髪が薄い頭を殴りつける前に止めに入ってくれたことには感謝してあげるわ。でもちょっと意外ね。あなたのことだから、面白がってもっとギリギリまで観察したりするのかと」

「……ああいう現場を見るのは好きじゃないからな」

　てっきりシャーロットが一応の感謝を捧ささげたことに突っ込みがくると思っていたのに、返ってきたのはやけに平へい坦たんな声だった。男が消えて行った方を何気なく見やっている彼のどこか遠い目に、シャーロットはエロールと出会い、初めて言い合いをしたあたりの出来事を思い出す。

（……そういえば「出会い目的」のメイドにひどく反発してたわね）

　絡んでいる現場にしろ、絡まれている現場にしろ、ぱっと見は同じだ。「シャーロットを助けた」というよりは、「正せい視しに耐えなくてやめさせた」という割合の方が彼にとっては強いのかもしれない。

（あら？　それなら、そんなに感謝しなくても──）

「──なあ、あんた。今、凄く失礼なこと考えてないか？」

「え？　別に。それより眼鏡、返してくれない？」

　半はん眼がんでこちらを見下ろすエロールに、シャーロットは空あいている左手を突き出す。

「凄いと評判のシャルさんは、これからお嬢様の面倒を見に行かなくちゃいけないのよ」

「お嬢サマって、あの赤毛のだよな」

「そうだけど」

「……折角マイヤー二号から解放されたっていうのに、また侍女の真ま似ね事ごとやってんのか？　あんたも物好きだな」

　指先で眼鏡を弄もてあそんでいるエロールから「止めたらどうだ」という視線が送られる。それを跳ね除のけるように、シャーロットはきっぱりと返した。

「別にいいでしょ。私には私の考えがあるの。さあ、眼鏡返して！」

「……色々と遅いと思うぜ？」

「なにがよ」

「さっきから赤毛がアホづらでこっち見てるぞ」

「は……？」

　眼鏡を返しながら、エロールが背後を顎で示す。ギギギ、と油を差していない機械のようにシャーロットは振り返り、

（ちょっ。え、いつから？　先に言いなさいよねこの馬鹿っ！）

　口をぱくぱく開けたり閉じたりしているリリアンを目の当たりにして、心の中で盛大にエロールを罵ののしった。

（あー、もしかしてさっきのメイド、彼女を呼んできちゃったわけ？）

　絡まれている現場を目撃し、助けを求めに走ってくれたと思われるメイド。てっきりメイド長でも呼んでくるのかと思えば、彼女は屋敷の女主人であるリリアンを呼び出したらしい。

（そりゃ、客に真っ向から対抗できるのはリリアンだけど）

　リリアンでもいいから助けて、と思った過去の自分を完全に棚上げして、シャーロットは頭痛がしてきた頭を押さえた。

「なんで……」

　信じられない、という顔でこちらを凝視していたリリアンは、シャーロットとエロール、二人の視線が向けられたことにより、ようやく目の前の出来事を現実だと認識したらしい。

「シャルが、あんた？　なんなのよ。騙して、嘲笑ってたわけ？　大体、どうしてあんたがここにいるのよ！」

　震える声に引くに引けなくなって、シャーロットは眼鏡をエプロンの胸元に挟み込むと、猫もかぶらないままふんと笑った。

「この格好でいらしてくださいね、と言ったのはあなたでしょ」

「メイドの格好なんかしてくるとは思わないでしょ！　あんた、プライドがないわけ？」

「『メイドの格好なんか』、ね」

「あっ……」

　エロールを視線だけで見やりながら繰り返してやると、リリアンは自分が同じ過あやまちを繰り返したことに気づいたらしい。気まずそうに言葉を濁にごすのを見て、シャーロットはリリアンをビシっと指差す代わりに、手にしたままだったモップを突きつけた。

「あなたにエルは相応ふさわしくないわ。──本当に、見てて苛々する」

　リリアンの顔がさっと青くなり、次いで赤くなる。

　背後でエロールが苦く笑しようし、なにかを言いかけたが、それよりも先にシャーロットはさらに言い募つのった。

「やるならもっと、徹てつ底てい的てきにやりなさいよね！」

「はっ……!?」

「おい」

　リリアンが面めん食くらい、エロールがとても冷めた声を出したが、一度吹っ切れたシャーロットは止まらなかった。

「あなたのことは決して嫌いじゃないし、私も共感できる部分はあるから、メイドとしてもっとやんわり言ってあげようと思ってたけどやめるわ」

（そうよ。嫌いじゃないのよ）

　馬鹿にされる立場から見返してやりたいと強く願う気持ちはとてもよく分かるし、目的のためには他者に素直に助じよ力りよくを請こう姿勢も好きだ。

　長いものに巻かれているのだって、彼女なりの処しよ世せい術じゆつだというのは分かる。みんながみんな、シャーロットのように賢かしこく美しく素晴らしくはないのだ。そうせざるをえないのだって仕方がないだろう。

　だが。

「あなた、エルが好きなんでしょ？　エルなら馬鹿にしないって言ってたじゃない。だったら、少なくともエルの前ではそういうことを言わないように徹底しなさいよ」

「私は、」

「大体、みんなを見返してやりたいんでしょ？　優良物件捕まえたいのなら、もっと努力すべきだわ」

　エリザベスだって、シャーロットと方向性は違っていたものの、自分を磨くことは怠おこたらなかった。けれど、リリアンは違う。

　取り入っている貴族令嬢に気を遣った、華か美びとはほど遠い衣装。顔色を窺う行動に、完璧にできない礼儀作法──。

　そんな令嬢になるくらいなら、傑けつ出しゆつしたメイドの方が何倍もいい、とシャーロットは己の格好を見下ろしながら思う。

「そんなふうに色々と中途半端だから、アメリカ娘とか言われて笑われるのよ！　アメリカ出身の素敵なお嬢様だってたくさんいるんだから！」

「あんただって……」

「少なくとも、こいつは努力だけはしてるぜ。その場その場でなんとかしてるようなやつとは違う」

　ふいに、それまで黙っていたエロールが口を挟んだ。

「セネット商会令嬢時代も、メイド時代も、今も。──まあ、その理由が物凄くくだらな、」

「うるさいわよ」

「はいはい」

　肩をすくめたエロールを睨ねめつけて、シャーロットは息を吐く。そして、モップを突きつけたままだった手をようやく下ろした。

「片付けてくるから、ちょっと待ってなさい」

「ああ。そりゃまあ、バレたら帰るしかないよな。ミシェルは──」

「──いや、エルには言ってないから。リリアン。あなたよ、あなた」

　エロールを冷たくあしらって、シャーロットは唇を嚙みしめたままのリリアンを見やりながら眼鏡をかける。

「なにを」

「準備、するんでしょ。一度頷いたし、約束は果たすわ」

「だ、誰があんたなんかに」

「優秀なシャルの──メイドの実力、思い知らせてあげるわ。余計なこと言うんじゃないわよ。あなただって、伯爵家の後見を持つ私が、送りつけたメイド服身にまとってメイドの仕事やってたって表立って知れるの、そんなに都合、よくないでしょ？」

「──っ」

「そういうわけだから、エル」

「──分かった。分かったよ」

　一瞬だけ拗すねたような表情をしていたエロールは、しかしすぐにその表情を消し、分かっているのかいないのか、さっぱり分からない淡たん々たんとした口調で言葉を返してきた。

「まあ、もともと口は出さないって言ったしな。──で、あんたの仕事は何時に終わるんだ？」

「え……？　なに、まさか待っててやるから一緒に帰ろうとか言うつもり？」

「決まってるだろ」

　エロールが嫌そうな顔をして、うんざりと金髪をかきあげる。

「あんた、『メイドやる』じゃなくて『この家のパーティーに行ってきます！』って屋敷出て行ったんだろ？　行きはともかく帰りは一緒じゃなきゃ怪しいじゃねえか。変なことやらかして、じーさんに説明しろとか言われるのは御ご免めんだぜ」

　だから何時だ、と再度問いかけるエロールに、シャーロットは慌てて頭の中で仕事の算段をつけて答えを返す。

　どこで落ち合えばいいかなど、これからのことを一通り確認して互いに頷きあうと、シャーロットは改めてリリアンに視線を定めた。

「それじゃ。──リリアン。あなた、ちゃんと部屋に戻ってなさいよ。この私が直じき々じきに面倒見てあげるって言ってるんだから」

　それが素なのね、という驚きと悔くやしさ。その他様々な感情が入り混じった顔をしているリリアンにそう念を押して、シャーロットは足元に置いたままだった道具箱を摑んだ。

「あ。メイドに呼ばれたとはいえ、私のことを助けに駆けつけて来てくれたのは、感謝してあげてもいいわ」

「え──？」

「まあ、遅いしなにも役に立たなかったわけだけど」

　さらりとそう付け加え、シャーロットはリリアンに背を向ける。

（……言っちゃったわ）

　かつてエロールにしたのと同じく、思っていたことをすべてぶつけてしまった。それが吉と出るか凶きようと出るかは分からない。

　だが、すっきりとした気持ちであることに違いはなく、シャーロットは軽い足取りで階段を駆け下りた。
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　リリアンの作ったリスト順に、客たちが食堂に入って席に着いていく。その中にオリバーやジャンの姿があることをしっかり確認してから、シャーロットは身を翻ひるがえした。

（信用って大事よね。……下準備の皮剝むき手伝ったおかげで、台所キツチンメイドたちの心もがっつり摑つかめたし）

　多人数を招待しての晩ばん餐さん時、台所は戦場になる。豪ごう華かな料理をいつもの何倍もの量を用意し、かつ絶対に進行を遅らせてはいけないからだ。

　だから、ジャンやオリバーの前には立てないからと給仕ではなく台所に回してもらったシャーロットは、本来馬車馬のように働いているはずなのだが、腹を押さえて「ちょっと……」と言葉を濁にごせば、驚おどろくほど簡かん単たんにその場を抜け出すことができた。

（十五分くらいは、大だい丈じよう夫ぶよね）

　心の中で戦場を駆け巡めぐる台所メイドたちに詫わびながら、シャーロットは潜せん入にゆうの最大の目的を果たすべく階段を駆け上がる。客人たちは食堂に、使用人たちは食堂か台所に集結しているため、人目を気にする必要はなかった。

　ランプを片手にしんと静まり返った廊ろう下かを歩く。こうして歩いて声を拾ってしまったあの日のことを思い出していると、いつの間にか聞き耳を立てたあのドアの前に到着していた。

（……確認。そう、確認するだけよ）

　言いがかり、被ひ害がい妄もう想そう。そんなことは百も承しよう知ちだ。それでもジャンに明るく「ジャンもそういう趣しゆ味みに目覚めちゃったの？」と尋たずねる前に、きちんとこの部屋を見ておきたかった。──折せつ角かくその機会に恵まれたのだから、なおさらだ。

　そっとドアノブに手を伸ばす。金属製のそれは、思わず手を引っ込めたくなるほどひんやりとしており──。

「──お、嬢様？」

　唐とう突とつに背後からかけられた声に、シャーロットは反射的にドアノブから手を放した。

「ミシェル？　あなた、どうしてこんなところに」

（……って、それは私もよね）

　言ってから苦く笑しようする。ミシェルだって、まったく同じ問いかけをしたいことだろう。──否いな、むしろ「こんなところでなにを」の方が相応ふさわしいかもしれないが。

（どうしよう。掃そう除じに入って忘れ物をした、とでも言う？　でも私がリリアンに掛かりっきりだったことはみんなに知られてるし）

「ええと」

　人ひと様さまの部屋に侵しん入にゆうしようとしていたシャーロットと、ただの無人の廊下にいるだけのミシェル。どちらが怪あやしいかといえば明らかにこちらなのに、シャーロットがいつものように堂々とにこやかにしているせいか、逆にミシェルが気まずげに視線を泳がせていた。

「あたし、お嬢様にお話があって」

「私に？」

「でも、別れてからお嬢様ってばリリアン様にべったりで、やっと離れたと思ったら今度は台所で忙いそがしそうで。そしたら、お嬢様が仕事を一度抜けられたから──」

「──今なら話せるんじゃないかと思って、追いかけてきたってこと？」

　推すい測そくして引き継げば、こくんと首が縦に振られる。

「その、ごめんなさい」

「いいわ。それで、話ってなんなのかしら？」

　どうしてこんなところに来たんですか、という問いをミシェルが発しないよう、隙すきを与えず言葉を重ねる。しかしミシェルの気まずげな表情は相あい変かわらずで、シャーロットは小首を傾げた。

（尾び行こうみたいに後をつけてきたから気まずいってこと？　いや、でもなんか違うわよね）

「えっと」

「言いにくいことなの？」

「言いにくいっていうか、やりにくいっていうか。──ちょっと、耳を貸してほしいなー、なんて」

　ミシェルが内ない緒しよ話のときのジェスチャーをする。上うわ目め遣づかいの目が語る「お願い」という雰ふん囲い気きに流されるまま、シャーロットは彼女の身長に合わせるように腰こしを折った。

　シャーロットとミシェル。二人の目線の高さが揃そろう。

「それで、どうし──っ!?」

　再度問いかけようと口を開いたのと、どこか思いつめた顔をしたミシェルが動いたのはほぼ同時だった。

　左手でシャーロットの肩をぐっと摑んだミシェルが、それまで後ろ手に持っていたなにかを顔に押しつけてくる。

（なに、この甘あまったるい……）

　それが己おのれの口と鼻に押しつけられた布に染み込む液体のにおいだと気づいたときには、もうすでに思い切り吸い込んだあとだった。あっという間に視界がぐにゃりと歪ゆがみ、年下かつ小こ柄がらな少女一人を押しのけるどころか、自分の力で立つこともままならなくなっていく。

「……ごめん、なさい、お嬢様」

　意識が完全に闇に閉ざされる直前。

　最後に認識したのは、そんな今にも消え入りそうなミシェルの声だった。
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（やっと来たか）

　雪が降り積もる庭の、大木の下。

　この家に誰よりも詳くわしいシャーロットが、「誰にも見られずに二人で落ち合える場所」として選んだその場所で三十分待ちぼうけを食わされたエロールは、聞こえてきた女のものと思われる足音に白い息を吐はき出した。

　使用人時代には無む縁えんだった上等な防ぼう寒かん具ぐを身につけていても、寒いものは寒い。これは文もん句くを言ってやらなければ気がすまないと呆あきれ顔で振り返り──。

「エロール様」

「……リリアン・ニコルソン？」

　予想もしていなかった人物と鉢合わせ、エロールは手元の明かりによって浮かび上がるその顔を凝ぎよう視ししたまま沈ちん黙もくした。

（なんでこいつが来るんだ？）

　落ち合う場所についてシャーロットと話していたときリリアンもその場にいたのだから、彼女がエロールを見つけることができるのは、そう不ふ思し議ぎなことではない。──問題は、なにをしにここに来たのか、ということだ。

（あいつの伝言を、って感じじゃないよな。まさか最後の最後に告白とか？　いや、でもそれもないだろ）

　浮かび上がる可能性をエロールは瞬しゆん時じに消していく。

（夜会の間も気まずそうにしてたしな）

　シャーロットとリリアンがエロールと別れたあと、どのようなやりとりをしたのかは分からない。だが、パーティーが始まってからの彼女の様子を見れば、なんとなく察さつすることはできた。

（まあ、とりあえず、使いっぱしりとか媚こびるのは止める気になったみたいだけど）

　周囲を立てるように控ひかえめな装よそおいをしていた彼女が、色使いの鮮あざやかな目を惹ひくドレスに身を包んでいることからも、それは窺える。主しゆ催さい者しやらしく堂どう々どうと客人たちに接していたのも、おそらく「あなたは私みたいな絶ぜつ世せいの美少女ってわけじゃないんだから、飾かざりつけなきゃはじまらないでしょ」とか言い放はなちながら世話を焼いたシャーロットが、準備のさなか、ついでにあれこれと言葉を連つらねていった結果なのだろう。

　そんなリリアンが、「エロール様！」と黄色い声を上げながらエロールに擦すり寄ってくるわけがない。失しつ言げんをした気まずさもあったためか、結局先ほどの夜会では「主催者」と「客」として必要最低限な会話しか交わさなかったのだ。

（どうしたもんか。まあ、こいつの複ふく雑ざつな心しん境きようは分からないわけじゃないんだよな。俺だって──）

「お一人、ですか」

「あ？　ああ、そうだけど？」

（おい、待て。どうしてそこで顔をしかめる）

　一いつ瞬しゆん浮かんだ舌した打うちすら聞こえてきそうな表情に不ふ快かいさを隠かくさず睨にらみ返せば、リリアンは不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で口を開いた。

「……シャル、の姿が見えないんです」

「あいつの？」

「晩餐が始まるタイミングで抜けてから、戻ってきていないみたいで」

「そりゃまた、随ずい分ぶんと前だな」

　ぎょっと目を見開いてから、エロールは眉まゆをひそめる。

　わざわざメイドの格かつ好こうをして乗り込んできたのだ。ちょっと抜け出して……ということくらいはあるだろう。だが、そんなに長時間姿を消す、というのは明らかに異い常じようだ。シャーロットが中ちゆう途と半はん端ぱに職務を投げ出すような人間ではないことを、エロールはよく知っていた。

（というか、あいつなら褒ほめ称たたえられて留りゆう意いされていい気分になるまで絶対に帰らないだろ。ついでに「迷惑かけたから」とかなんとか言って給金全額ミシェルに渡して……くらいは絶対計画してるはず）

「……あんたが俺のところに来た理由は分かった。けど、俺はなにも聞いてないぜ。見てのとおりの待ちぼうけだ」

「そのようですね。でも、それなら、いったいどこに……」

「隠し部屋とかないのか？　あいつ、この家に住んでたんだから詳しいだろ」

「そんな、ものは……」

　困こん惑わくを露あらわにして建物の方を振り返るリリアンを一いち瞥べつし、エロールはため息をつきながら髪の毛をかきあげる。

「とりあえず、こんなところで突っ立ってても仕方がない。俺も帰るに帰れないし、部屋に戻ろうぜ」

「え、ええ」

「それにしても」

　自分やリリアンがつけた足あし跡あとを再び踏みしめながら、エロールは背中越しに感心の色が強い声を投げかけた。

「そんなに心配するなんて、随分と仲良くなったんだな」

「なかっ……!?」

　面めん食くらったリリアンが数すう拍はくののち、顔を髪の毛のように赤く染そめ上げる。

「ち、違います。このままじゃシャルは物取りだったとか、そういう騒そう動どうになって面めん倒どうでしょ。だからっ……！」

「はいはい」

　とてもいい加か減げんに返事をし、エロールは足早に屋敷へ向かって歩きはじめた。
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（あ、たまが、いたい……）

　くらくら。がんがん。ずきずき。

　意識が浮ふ上じようするやいなや、とてつもない頭ず痛つうがシャーロットに襲いかかった。

（なん、なの、よっ。手、動かない、し）

　無意識のうちに額ひたいに手を乗せようとして、両手を後ろ手に縛しばられたままどこかに転がされていることに気づく。硬かたいわけでも冷たいわけでもないのでどうやらベッドのようだが、身動きも満足にできない状態での寝ね心ごこ地ちは最悪で、鉛なまりのように重い身体からだのどこもかしこもが不調を訴うつたえていた。

（おき、なきゃ。おきる、のよ。おきろっ）

　眠気とだるさはまだ身体を取り巻いている。シャーロットはそれらを振り払うように繫つながらない思し考こうで念ねんじると、気合いと根こん性じようで瞼まぶたを押し開けた。

（明るい。朝？　いや、違う。これは、暖だん炉ろの）

　少しずつ視界が固定し、それにともない頭の中の靄もやがわずかに晴はれていく。

　何度か大きく深呼吸をすると、頭痛は取れないものの、さらに意識ははっきりしたものへとなっていった。

（ここ、どこよ。てか、なにが……）

　頭を持ち上げることはできなかったため、シャーロットは目だけで周囲を見回す。暖炉の火によってぼんやりと照らされただけの部屋は薄暗く、全体を見回すことはできないが──。

（──あれ、パパの仮面……？）

　近場の壁にかけられた、凄すさまじい形ぎよう相そうのそれとばっちり目が合った瞬間、シャーロットは意識を失うしなう前のことをすべて思い出した。

（ちょっ、じゃあ、この部屋って）

　目が慣なれてくれば、仮面の他にも不気味な品々が置いてあるのが分かる。こんな部屋、シャーロットは──。

（……いくつか知ってるけど）

　とはいえ、父親の部屋はすでに別物へと変わっているし、伯はく爵しやくの部屋にこうやって転がされているとも考えにくい。

　ならば。

「──あれ。シャル、起きちゃった？」

　不自由な身体で身じろぎ、ベッドがきしむ音でも聞きつけたのか、続き部屋の方から部屋の主あるじがひょいと顔を出す。

「…………ジャン」

　舌がもつれてはっきりと発音できないのがもどかしい。

　幼おさないときからよく知るその人物を、シャーロットは生まれて初めて、敵意を持って睨みつけた。

「んー？　意外と早かったな。もうちょっと寝ててくれてもよかったんだよ。身体は辛つらくない？　とりあえず水、飲もうか」

　シャーロットの険けわしい視線を気にする様子など微み塵じんも見せず、ジャンはへらりと笑いながらこちらに近づいてくる。

（なに。なんなの。どうしたらいいのよ）

　心臓の音が、彼に届いてしまうのではないかと思うほどうるさい。普段なら脱力するような彼の笑みに薄うすら寒さむい恐怖を覚えるのもまた、初めての経験だった。

（まだまともに動けないし……。でも危害を与えるって感じはしない？　いや、そもそも監かん禁きん？　されてる時点で十分危害を与えられてるわけで。ああもう、分からないわね！）

　早はや鐘がねを打つように動く心臓に反し思考の働きは相あい変かわらず鈍にぶいままで、考えが上う手まく纏まとまってくれない。苛いら立だちと困こん惑わくと恐怖すべてが降りかかってきて混こん乱らんを極きわめているうちに、ジャンはすぐそばまで迫せまり、あまつさえベッドに腰掛けてきた。

　すっと伸ばされた手を反射的によけようとするが、身体の自由が利きかない。「動く気分」だけで終わってしまい、ジャンのひんやりとした手はシャーロットの頰ほおに触れ、顔にかかった黒髪を払った。

「えっと、飲め……ないよね、このままじゃ。口うつ、」

「──ジャン」

「ごめんごめん」

　サイドテーブルに準備されていた水差しの水をコップに注そそいだ彼は、こちらを見下ろしながら苦く笑しようする。そしてシャーロットの頭の下に手を入れ上半身を支えると、空あいている右手で口くち許もとにコップをあてがってきた。

（……まあ、ここで毒を飲ませても仕方がないわよね）

　喉のどは凄く渇かわいていて気持ちが悪い。一瞬の迷いののち、シャーロットは素す直なおに水を嚥えん下かした。

　すると全身に水がいきわたるような感覚がして、思考が完全に定まってくる。同時に目の焦しよう点てんも定まったのか、それとも顔つきが変わったのか。ジャンが安心したようににっこりと笑いかけてきた。

「どういうつもり？」

　可か愛わいらしいお嬢様のように、怯おびえた振りをする余よ裕ゆうなどない。しかし、そんな警けい戒かい心しんをむき出しにしているシャーロットの態度にも、ジャンはまったく変わらなかった。

「なにが？」

「とぼけないで。今すぐ拘こう束そくを解といて！」

「えええ。嫌だよ。だってそれ解いたら、シャル逃にげちゃうでしょ？　今日を逃のがしたらこんな機会はもう二度と来ないだろうし、もたもたしてたらシャルは結婚しちゃいそうだし」

「チャンスって」

「ん？　強引にシャルを連れ去る機会だよ。いやあ、あの娘が自じ慢まんげにシャルは来ないって言いふらしてたときは焦あせったんだよ？　ほんと、どうしようかと。ミシェルはいい仕事してくれたみたいだね。──まあ、その格好には僕も驚いたけど」

「……ミシェル？」

　少しでも多くの情報を得ようと、ジャンがにこやかに語っていくこと一つ一つを脳裏に刻きざみつけていく。少し遅れて情報を認識していき──そしてシャーロットは、今日のパーティーへ誘さそおうとしていた少女の必死な姿を思い出した。

『あたしはお嬢様がお嬢様として参加していただければ別に』

　そうミシェルは言っていた。それは裏を返せば、『お嬢様が参加してくれなくては困る』ということだったわけで。

「まさか、ミシェルを伯爵家に差し向けたのは──」

「ああ、うん。僕だよ」

（ミシェル……！）

　シャーロットは乾いた唇を引き結んだ。

（つまりジャンは初めからこのつもりで、ミシェルとはグルで、私に薬を盛もったのも……）

　押し寄せてくる後こう悔かいや失しつ望ぼうの念を振り払い、動どう揺ようを気取られないように虚きよ勢せいを張りながらシャーロットはジャンを睨みあげる。

「ミシェルまで引き込んで、なにが目的なの？」

「シャルを手に入れること、だよ」

「プロポーズにしては随分過か激げきね。好みじゃないわ。──それとも、あなたのパパへの恨うらみが関係あるの？」

「…………へえ。知ってたんだ」

　穏やかな表情がはじめて崩くずれ、驚きの色が表に出る。

　好こう機きと思ったシャーロットは腹筋に力を入れて上半身を起こし、「知ってたわよ」と強気に言い放った。

「ジャンの望みは、パパのものをすべて手に入れることなんでしょう？」

「…………」

「パパが死んだの、小こ躍おどりして喜んだんでしょう？　そのあと色々工作して、この家もジャンが頼んでオリバー様が買ったって。それに家だけじゃないわ。この仮面とかも……パパのものは今、全部が全部、あなたのものになってる！」

　できるだけ冷静であろうと努つとめていたものの、意思に反して口く調ちようはどんどん熱を帯おびていく。

　そして。

（ああもう、まどろっこしい！）

　シャーロットはいまだに混乱が続く頭の中で、「ちょきん」という音を聞いた。ぶちっと理性が切れる音ではない。切れる前に、自分で切ってしまった音だ。

「私を手に入れて、それでどうするの？」

「やだなあ。そんなの決まって」

「憎にくい男の娘になにをしたいのかなんて、私は知らないわよ！」

「え？」

　ジャンが一瞬、虚きよを衝つかれたような顔をする。だがそれには構わず、シャーロットはここ最近ずっと胸の内に秘めていたものをすべてぶちまける勢いで続けた。

「ずっと考えすぎだって思ってたし、信じたいと思ってたわ。でも、私がこういう目に遭あってるってことは、そういうことなんでしょ？　──まさか、パパのことだって、あなたが嵌はめるなりなんなりしたんじゃ、」

「違うっ！」

　これまでとは一転した大だい音おん声じように、シャーロットはびくりと肩を揺らす。そのとき彼の手が動いたので思わず身を固くしたが野や蛮ばんなことにはならず、ただシャーロットを落ち着かせるように肩に手が置かれただけだった。

「うわっ。シャルってばそんなふうに思ってたの？　違う。そうじゃなくて、いや、確かにセネット氏を嵌めたりなんかはしてないんだけど……」

「なに、よ」

　ぶつぶつと呟つぶやきはじめたジャンの焦しよう燥そうが感じられる瞳を、シャーロットは気き丈じように見返す。

「えっと、なにをどう言ったらいいかよく分からないけど、とりあえず逆だよ、逆！」

「…………？」

「だから、順番が逆なんだよ!!」

「意味が」

　困こん惑わくを隠さずにいると、ジャンが「ああもう！」と叫さけびながら頭をかき回した。彼ではあまり見たことのない仕草に、シャーロットは彼がいつになく困惑していることを見て取った。

「まずシャーロット」

　真しん剣けんな顔をしたジャンが、ずいと指先を突きつける。

「僕は君が好きなんだ」

「それは、何度も聞いたけど……。だからこそ、『憎い男の娘を愛してしまって……！』みたいなことになってるんじゃないの？」

「ないない、ないよ！　そんな小説みたいなこと!!」

（…………小説みたいって。私からしてみれば薬盛られて手を縛られてるこの状況の方がよっぽど小説みたいよ）

　なにはともあれ、大おお仰ぎように驚いているジャンから噓の気配は感じられない。しかし、それならなおさら分からなくなったと警戒を強めていると、彼は「どこからそんな誤ご解かいが生まれてくるかなあ」と眉まゆ尻じりを下げ、奇き妙みようなものが吊つり下がった天てん井じようを仰あおいだ。

「それは、だって、パパが憎いって」

「やっぱりそこかあ。──シャル。子供の頃に僕が『将来結婚して』って言ったとき、なんて断ってきたか覚えてる？」

「『私、パパみたいな人が好きなの』」

「そうそう。しかも満まん面めんの笑みで『私、パパと結婚するの！』だよ」

（──え。ちょっと、まさか）

「セネット氏っていったら、シャルには悪いけど当時近所では有名なロクデナシの代名詞みたいな人でしょ？　そんな人に負けたのかと思うと、ほんと悔しくてねえ。まあ、それでも最初はただ羨うらやましいって思ってただけだったんだけど、いつの間にか憎しみにって感じ？」

（まさかだった！　まさかの、まさかだったわ！）

　ぎょっとのけぞるシャーロットの心境など知らずに、ジャンは昔を思い出して拳こぶしを震わせている。

「でも僕だって、ただ羨ましがってたり憎んでたりするだけじゃだめだと思ったんだよ。だからシャルの理想に近づくために海に出て、セネット氏を追って、彼が開かい拓たくした市場で商売してさ……。今は二番煎せんじながらも成功してご覧らんのとおりだよ」

「ジャ、ジャン……」

　まさかの告白に適てき当とうな相槌一つ思いつかず、シャーロットはただジャンの名前を呼んだ。

「そう。成功してからもセネット氏と顔を合わせることはあったんだよ。なにしろ同じ業界だしさ。去年だったかな？　僕、セネット氏にシャルとの結婚を申し込んだのに見事に一いつ刀とう両りよう断だんされて……。君の意見もなしにだよ!?　あのときはセネット氏が人の恋路を邪魔する悪魔に見えたよ」

　ひどいよねえ、としみじみ語るジャンに、シャーロットは引きつった笑みを返す。

『最近縁えん談だんが多いんだけど、シャーロットはまだパパのそばにいてくれるよね？』

『ええ。まだ結婚する気なんてないわ。安心して。──だからパパ。そういう話がきたら、しっかり断ことわってきてね』

　というやりとりをアーサーとしたことがあるのだが、それは一生口こう外がいすまいとシャーロットは心に誓った。

（──ああ、それにしても。そりゃあパパが死んだら嬉しいわよね）

　文字通り邪魔者が消えたのだ。それはそれは清すが々すがしい気持ちになったに違いない。

（そのあと、ジャンは二番煎じじゃなくて、アーサー・セネットを目指しはじめたんだわ）

『パパみたいな人が好きなの』

　幼き日のシャーロットが放った、このたった一言が、今なおジャンの心を縛っているのだろう。

（『僕は、君を追いかけて社交界ここまで来たんだ』ってアレも、まさしく言葉どおりだったってわけね。はは、は）

　幼よう児じの発言を真に受けここまで突き進むジャンに呆れればいいのか、それともここまで執しゆう着ちやくされるシャーロットが「凄くてごめんなさい」「こんなに一いち途ずに愛されるなんてさすが私ね」と開き直ればいいのか。

（どっちにしろ、笑うしかないわ）

　乾いた笑いが口から零れる。ジャンの真しん摯しな眼まな差ざしが受け止めきれず、シャーロットは思わず目を逸そらした。

「……ジャンは、パパの積つみ荷にがどうなったかって、知ってる？」

「ああ、知ってるよ」

（即答。……し、調べたのね）

「引き上げたりするにはかなり難しい感じに沈んだみたいだね。沈んだ場所は……オリバーが調べてくれたから、彼に訊くといいよ」

「じゃあ、人形は？」

　荷は沈んだ。

　そう脳裏に刻み付けた次の瞬間、シャーロットは無意識のうちにそう口に出していた。

　シャーロットが無む駄だな疑ぎ念ねんを抱くにいたった、最大のきっかけ。父親からの手紙に綴つづられていたのと同じものとしか思えないあれは、いったいなんなのか。

「ああ、イチマツのこと？」

　口にしたはいいものの、どう疑問を形にしていいか困って言いよどんでいると、察したジャンがにぱっと笑った。

「あれ、シャルにそっくりだよね！」

「……は？」

「僕、セネット氏が近年ご執しゆう心しんって噂の東国に行ってたんだけど、そこで見つけたんだ。見た瞬間、『シャルみたい！』ってビビッときて、とりあえず布教用保存用観賞用と三体買ってきたんだよ」

　果たして人形を布教するのか、それとも人形を使って美少女シャーロットの存在を布教するつもりなのか。

（どっちの答えでも心に傷を負う気がするわ。ここは考えず──）

「そしたら帰国後、ふとオリバーが『君の想い人はどんな人なんです？』って訊いてくるからさ。こんな娘だよ。美人でしょ？　って一体をオリバーに渡したんだ」

（──切実に、聞かなかったことにしたいわ。ジャンってばパパを追いかけるあまり、パパの生いき霊りようでも憑ついたんじゃないかしら）

　どうしてあの人形を見てそう思うのか。シャーロットは自分が彼らと同じ景色を見ていると、信じたくなくなってきた。

　とはいえ反論する気力もすでに湧わかない。ぐったりとしながらジャンの言葉を右から左へ聞き流しながら、シャーロットは伯爵家で目撃した人形に思いをはせた。

「……というか、イチマツってシリーズ名なのね」

「そうだよ。あ、もしかしてアンとかメアリーとか、そういう感じの人形固体の名前だと思ってたの？」

「思ってたわ。東方の名前なんて分からないし。──そっか。そうなのね」

　つまり、人形のことはまったくの偶ぐう然ぜんで、積荷も父親も、結局は海の底に沈んでしまっていたわけだ。──分かっていたはずのことが、すとん、とシャーロットの胸の中に落ちていく。

（あーあ、結局一文無しは一文無しか。もしかしたら、と思ってたんだけど）

　先ほどの乾いたものとは違う、くすくす、という楽しげな声が口から飛び出した。

　夢から覚めてしまったような残念な気持ちはあるが、一方でやけにすっきりしている。ずっと引きずっていた想いを切り離すことができ、心しん機き一いつ転てんと頰を叩たたこうとして──。

（──待って。じゃあ、なんで私は薬を盛られて縛られてるの？）

　動かない腕に、シャーロットははっと現実に立ち戻った。
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「シンフィールド伯爵子し息そく様？　お帰りになられたのでは」

　エロールがリリアンと共にもう一度玄関ホールに足を踏み入れると、その場にいた従僕フツトマンが目を見開いた。

「悪いな。忘れ物をしたんだ。──俺のことは気にしないでくれ」

　苦く笑しようしつつ言いながら、エロールはぐるりと頭を巡らせる。

　夜会が終わり、客人たちもすべて送り出したとなると、多少は緩ゆるんだ空気になるものだ。しかし目の前の従僕をはじめ、辺りの緊きん張ちよう感かんがまだ解けていないのは、臨りん時じ雇やといメイドの失しつ踪そう事件が原因なのだろう。

「どう？　見つかったの？」

「いえ。──ですがミシェルが心当たりがある、と言い出しまして」

「ミシェルが……？　話を聞きたいわ。呼んできて頂ちよう戴だい」

「はい」

　リリアンの指示に頷き従僕はさっと身を翻ひるがえす。彼の姿が消え、玄関ホールが無人になるのを待って、エロールは腕を組んでため息を一つ零した。

「あんた、メイドのシャルがシャーロットって話はしてないんだよな」

「え、ええ」

「……まあ、だよな」

　それが明らかになっていれば、使用人たちは動揺し、かつもっと焦って、それこそ取るものもとりあえずシャーロットの姿を探そうとするはずだ。

（正体、言った方がいいのか？　でも色々と面倒だよな。絶対じーさんの耳にも入るし、できれば穏おん便びんに済すませたい──）

「──義兄やメイドたちに伝えるのは、もうちょっと待ってていただけませんか？」

　エロールの迷いを感じとったらしいリリアンが先手を打つ。その声があまりに切せつ羽ぱ詰つまっていたので、エロールは顔をしかめた。

「理由は」

「……騒ぎを起こしたと知られれば、お父様にアメリカに連れ戻されると思うから」

「騒ぎ。……まあ、元げん凶きようはあんたのメイド服だもんな」

　あえて指し摘てきしてやれば、リリアンが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をする。後こう悔かいすら滲にじむその顔をシャーロットが見ればさぞかし喜ぶだろうと思いながら、エロールは目を細めた。

（とりあえずミシェルの話次第だな）

　思うと同時にバタン、とドアが開く。エロールがいるとは思わなかったのか、彼女は一瞬びくりと身体を硬こう直ちよくさせたが、すぐに小走りにこちらに近づいてきた。

「お呼びですか、お嬢様」

「シャルの件、心当たりがあるって聞いたのだけど」

「はい。といっても、あたしが直接見たわけじゃないんですけど。──お嬢、じゃなかった、シャル、変な男に絡からまれてたんですよね？　お嬢様が助けに行かれたって、他のメイドから聞きました」

「そ、そうね」

　瞬間、リリアンの視線がこちらに向けられる。それに肩をすくめて返事をし、エロールは「さっきシャーロットに絡んでいた男が思い余あまってシャーロットを連れ去った説」を語り始めたミシェルを観察していた。

　上手く言えないが、違和感を覚えたのだ。

（……落ち着きすぎ、なのか？）

　ミシェルは当然ながら失踪したのがただの臨時雇いメイドではなく、シャーロット・セネットであることを知っている。その上、ミシェルは紹介者であり、臨時雇いメイドになにかあれば、代わりに責任を取らされるような立場だ。シャーロットの正体が正体であるからこの件で解かい雇こになったりはしないだろうが、周囲がシャーロットの正体を知らない現段階では、相そう当とう厳きびしい視線も向けられ、針はりのむしろのはずだった。

（そういえばこいつ、給仕途中から参加してたよな）

　稼かせぐことに貪どん欲よくなミシェルが、他の貴族に顔を覚えてもらえたり、チップを貰もらえる可能性のある給仕職に立りつ候こう補ほしないわけがない。そう思っていたし、実際以前この屋敷で夕食を食べたときはミシェルが給仕をしていたので、今日ははじめ彼女の姿が見えなくて驚いたのだ。

（まさか、こいつ）

「──ミシェル、おまえ」

　気がつけば考えていたことは、低い声でそのまま口をついて出ていた。

「なにか、知ってるんじゃないのか」

「──え？」

　驚きを声に出したのは、ミシェルかリリアンか、それとも両方か。

（やっぱり、取り繕つくろうのがこんだけ下手なのに、おかしいよな）

　跳はねた肩にさっと青ざめた顔を見て、エロールは疑ぎ惑わくを確信に昇しよう華かさせた。

「いくらだ」

「エロール様？」

「いくらで誰に雇われた」

「……そんなふうに金の亡もう者じやみたいに言われるの、心外なんですけど。せめて脅おどされて、とか」

「事実だろ」

　唇を尖とがらせた不満顔を、エロールは鼻で笑うことで一いつ蹴しゆうする。──しかしその刹せつ那な、ミシェルがぎゅっと唇を嚙みしめたかと思うと、眦まなじりを吊り上げ、負けじとこちらを睨みつけてきた。

「ミシェ、」

「エルには分かんないよ！　お嬢様にはもっと分かんないと思うけど!!」

　間を取り持とうと動いたリリアンの手が宙ちゆうでぴたっと動きを止める。

（違う。「お嬢様」はこいつじゃない）

　悲鳴のようなやけっぱちの声にエロールはそう直感する。かつて使用人同士だったときに用いていた気安い口調がそのまま出ているのだ。「お嬢様」は当然、あの頃のお嬢様──シャーロットのはずだ。

「仕方がないじゃん。あたしはエルやお嬢様と違うんだから。自分で摑み取るにはこうするしかなかったんだもん！」

「おまえ……」

「大丈夫。別に、怪け我がさせたりとか、そういうひどいことなんてしてないから、そこは安心していいよ。お嬢様だってあたしの恩おん人じんだし。むしろ恋のキューピッドをしたって感謝してもらいたいくらいだし！」

　半なかば自や棄けになっているのか、ミシェルが歪んだ笑みを浮かべる。

　リリアンはなにがなんだか分からない、という不安げな表情で、エロールは努めて無表情で、まだ幼さが残るメイドを見下ろしていた。

「恋のキューピッド、ね」

「そーだよ。だからエルは遠えん慮りよなくリリアン様といちゃいちゃすればいいよ。お嬢様にもちゃんと王子様は用意してあるもん。今頃──」

「めでたしめでたしってか？　──それは、ないだろ」

　さしたる動揺も見せずに言い切ると、ミシェルが微かすかに首を傾かたむける。

「おまえ、あいつの侍女レデイスメイドになりたいって言ってたけど、ならなくて正解だったな」

「なっ。あたしは、これが成功すれば晴れて──」

（金だけじゃなくて侍女の座でも約束してたか）

「──晴れてどうなるのかは知らないけど、おまえはあいつのこと、なにも分かってないぜ」

　ミシェルがこの家で働くことをあまり好このんでいなかったことは知っている。だから余計に話に食いついたのか、と納なつ得とくしながら、エロールはうっすらと、口許に勝利の笑みを刻んだ。

「あいつは王子様との幸せ甘々な結婚生活望んでるような可愛らしいやつじゃ、どう考えたってないだろ」
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「ええと、ジャン？　それなら、この状況は……？」

　恐る恐る尋ねるシャーロットに、ジャンの笑みが深まる。

『ミシェルまで引き込んで、なにが目的なの？』

『シャルを手に入れること、だよ』

　そんな問答をしたのはつい先ほどだ。

　これまでシャーロットは、言葉の裏に込められた意味を邪じや推すいし、小説も顔負けのあんなことやこんなことを想像していた。だが、今はもう、ジャンが文字通り「シャーロットを手に入れること」を最終目標にこれまでやってきたことを知っている。

（ちょっと待ってよ。無む理り矢や理り結婚って、それってつまり──）

「あと二時間くらいしたら移動しようね。スコットランドまではそれなりに長旅になるし、今のうちにゆっくり休んでおきなよ」

　なんの罪ざい悪あく感かんも覚えさせない笑顔のままにそう言われ、シャーロットの背に先ほど以上の危き機き感かんを走り抜けた。

「それって」

「シャルはシンフィールド伯爵に逆さからえないわけだし、ぐずぐずしてるとどうなるか分からないでしょ？　ちょっと強ごう引いんかな、とは思ったんだけど、まあ最後くらいいいかなと思って。──オリバーも頑張ってと言っていたしさ」

（眼鏡！　なに無責任に応援してるのよ!!）

　ジャンの言うスコットランドとは、十中八九駆け落ち婚で有名なグレトナ・グリーンのことだろう。あそこの教会に連れ込まれたら最後、本気で法的にジャンと結ばれてしまう。

　まずい、と思うが手が封じられている状態ではなにもできないし、まだ身体も重い。説得を試みようにもジャンの目はいたって本気で──そのことが異常で、目を合わせれば身がすくむ。

（ど、どうしよう。駆け落ちなんて冗じよう談だんじゃないわ。嫌よ。嫌すぎる。ぜっったいに嫌よ！）

　いつか白馬の王子様が、と言うつもりはないし、打だ算さん尽づくしで結婚する覚かく悟ごもそれなりにあった。それでも、どうしようもなく嫌で、困るのだ。シャーロットには──。

（社交界でちやほやされるって崇すう高こうな目標が……！）

　まだ、「ちやほや」というプラスどころかマイナスの視線にさらされているのだ。「伯爵家の後見を振り切り、駆け落ちして成り上がり貿ぼう易えき商に嫁とついだ文無し令嬢」なんてことになったら、どれほどの目で見られるか想像にかたくない。

「ジャ、──っ!?」

　しかし口を開くと同時に、かいだ覚えのある甘いにおいが再度鼻び腔こうをくすぐった。

（これっ……！）

　口と鼻を覆おおわれ、慌てて息を止める。

「よし。話し疲れたでしょ？　もう少し寝てるといいよ。今、部屋の外はシャルの捜そう索さくで騒がしいしね」

（捜索……。そうよ、仕事も途中で！　ああもう、全部が台だい無なしだわ）

　気持ちは反発でいっぱいなのだが、それでも少し吸ってしまった薬のために身体はついていかない。折角起こしていた上半身を布団に倒されてしまえば、すぐにまどろみが襲おそってきた。

「次に目を開けたら目的地っていうのも悪くないよね。馬車の移動とか辛いしさ」

（悪いわよ。最悪よ。私、意地でも寝るんじゃないわよ。寝たら終わりよ！）

　もはや気分は冬山だ。

　シャーロットは睡すい魔まに抵抗するため、わざと縛られた腕をねじる。けれど痛みは一瞬で、すぐに意に反して瞼が閉じていってしまう。

「エ、ル……」

　白んでいく意識の中で思い浮かべるのは、共にここから帰ることを約束している金髪の貴公子だ。

「たす、」

（けなさいよね。ここでメイドが一人危ないくらいに口く説どかれてるの！　あなたの嫌いなシチュエーションなんでしょ？　さっきとは違ってモップもないんだからさっさとしなさいよ!!）

　口を動かす気力もない中、思考をとぎらせないよう、シャーロットはただひたすらエロールに対し毒づく。

　しかし寝ね言ごとにも似たかすかな声を、ジャンはしっかり拾っていたらしい。不機嫌そうに眉み間けんに皺しわを刻み、なにを思ったかシャーロットの顔に自身の顔を近づけてきた。

（ちょっ。童話みたいにキスで一気に覚かく醒せいっていうならまあいいけど、これ、どう考えても違っ──）

　バン、とドアを蹴け破やぶるような大きな音がして、シャーロットの焦ってから回る思考は中断され、ジャンの端たん整せいな顔は一気に遠のいた。身体を動かせないシャーロットと違い、ジャンの肩は面白いほどよく跳ねる。

「ミシェルからネタは上がった──って、おまえ、なにして……！」

　自由を奪われベッドに横たわるシャーロットと、それに覆いかぶさるようにしているジャン。その姿がエロールの目にどう映ったのかは分からない。──が、気がつけばぼやけた視界の中で金色の光が間ま近ぢかに迫っていて、同時にどさっと音を立ててジャンが床に倒れこむ音が耳に届いた。

「こいつは俺のだ。──返してもらうぜ」

　拘束を解こうと回される逞たくましい腕と、ジャンに対する冷たく挑いどむような声。

　それを最後にシャーロットの意識は、再び闇の中へと沈んでいった。
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「いやあ、本当に申し訳ありません。我が友人ながらあそこまで馬鹿──みたいに一いち途ずだとはさすがの私も思いませんでした」

　目を覚ましたシャーロットが真っ先に耳にしたのは、そんな申し訳なさが微み塵じんも感じられない謝罪だった。

（……だめだ。頭がついていかない）

　寝すぎたためか、それともまだ薬が抜けきっていないのか。シャーロットの優秀な頭脳は、残念ながらまだ回転が緩やかだった。内心での罵りの言葉もろくに浮かばず、ただ「はあ」と気のない返事で流してしまう。

　そんな平素とは違うぼんやりとした様子に苦笑しながら、ベッドサイドの椅子に座っていたオリバー・ノートンは、枕まくらを背に入れるなど、シャーロットが上半身を起こす手伝いをしてくれた。

「まだきついですか？」

「きつい、というか、くらくらするというか……」

「そうですか。──ちょっと、失礼しますよ」

　オリバーが脈を取っている間に、シャーロットはぐるりと頭を巡めぐらす。

　見覚えのある内装は、以前通されたものよりもかなり大きな客間のものだ。どうやらシャーロットの扱いは驚くほど格上げされたらしい。

（時間は……昼の一時か。かなり寝たわね）

　白い壁にかかった時計をぼんやりと眺めていると、「はい、ありがとうございます」と声がかかって手が自由になった。

　何気なく見下ろした手首には、特に拘こう束そくの痕あとが残っている、ということもない。あのときは縄なわでぐるぐる巻きにされているくらいの感覚でいたが、実際はそれほど強くない、形だけに近い拘束だったのかもしれなかった。

「まあ、薬はすぐに抜けると思いますよ。ちょっと使用量が多かったんでしょう。……ミシェルやジャンに適切な量が分かるとは思えませんからね」

「ジャン、は」

「部屋にいますが……どこかの貴公子が『育ちが悪い者同士なんだ、いいだろう』とわけの分からない理り屈くつのもとに蛮ばん行こうを働きましたので、なかなか顔がカラフルですよ」

「ええと、それじゃあ、ミシェルは」

「彼女については主人として謝しや罪ざいしましょう。ジャンから金をちらつかされ、ついでに駆け落ちが成功した暁あかつきにはあなたの侍女の座を、などと言われて協力していたそうです。もっとも、私があなたとジャンの仲を推おしていたことや、リリアンが身のほど知らずにもシンフィールド伯爵子息を狙ねらっていたことも影響していたようですが」

「……今は、どうして」

「当家の客人に害をなしたわけですから、順当にいけば解雇ですね。しかしまだ保留中です。被害者はあなたですし、もとより拾い物。どうぞご自由になさってくださって結構ですよ」

　打てば響くような返事は実に明めい瞭りようだが、滔とう々とうとしすぎていて動きの鈍にぶい頭ではいまいちすんなり理解しきれない。

（……私の頭が悪くなったみたいで、すっごく癪しやくだわ）

　シャーロットは額を押さえ、思わずうめき声を漏らした。

「……オリバー様は、どうして私とジャンの間を取り持とうとされたんですか？　怪しげな会話をなさっているから、私すっかり」

「のようですね。耳にしました。逞しい想像力に脱だつ帽ぼうです」

（…………すんなり理解できない方が精神衛生的にいいかもしれない）

「まあ、初めは成り行きというやつですね。友人の笑え……失礼、涙ぐましい努力に感かん服ぷくしまして、ちょっとは協力してやろうとした次し第だいです」

　実にわざとらしい間違いに、シャーロットはオリバーとジャンの友情を物凄く疑ってしまった。

「もっとも最近は、私の独身貴族生活延長のために、お相手候補だったあなたを早いところ誰かとくっつけてしまいたかった、といったところでしょうか。……折角上手くことを運んでいたのに、彼があなたにパーティーの意味をぶちまけたと聞いたときには、さすがに呆れ返りましたがね」

「ああ、あれは……」

「挙句駆け落ち。本当に救いようがなくて涙が出ますよ。──もっとも、この件はおそらく『なかったこと』にされますが。幸い、ことが発覚したのは客人のほとんどが帰ったあとでしたし」

「了りよう解かいしています」

（それが一番だわ）

　部屋に閉じ込められていただけで、本当になにもなかった。だが、表おもて沙ざ汰たにしたなら、周囲はなにかあったのでは、と勘ぐるに決まっている。──ならば、無駄な注目を集める必要などないだろう。

（それに、ジャンもある意味被害者よね……）

　自分の何気ない発言が、彼の人生にここまで影響を与えたと思うと戦せん慄りつすら覚える。

　もし子供ができたら「大きくなったらほにゃららと結婚するの！」の言い回しには十分注意を払って育てよう、とシャーロットは心に誓った。

「それに──」

　薄い唇で弧こを描きながら、オリバーは中指で眼鏡のブリッジを持ち上げる。

「『シャル』の件も、表沙汰にはしないほうがいいでしょうし」

「──っ!?」

　そういえば、と己を見下ろせば、白い寝巻きに着替えさせられている。

（まあ、あの状況になったらバレない方がおかしいわよね）

「シンフィールド伯爵には、客人として来ていたセネット嬢が薬を盛られて行方ゆくえ不ふ明めいに、と伝えてありますから、どうぞそのおつもりで」

「……いいんですか？」

「いいもなにも、メイド服の出で所どころが出所ですからね。こちらとしても、そうしていただかないと困るわけですよ」

「ああ、そうですね……」

　大仰なため息と共に言われた言葉にシャーロットは顎を引いた。伯爵の逆げき鱗りんに触れそうなその件が内緒にされるなら、シャーロットとしても願ったりかなったりで、つい安堵の息が漏れる。

「まったく、あの娘にも困ったものです。──あなたもよく、あの娘を手て懐なずけましたね。感服しましたよ」

「手懐ける？」

　あの娘、という言葉に思いの外ほか親愛の情が込められていることに驚きながら問い返せば、そうです、と力強く頷かれた。

（あ、笑った……）

　ほんの一瞬、胡う散さん臭くさい貼はり付けたような笑みではない、本物の微び笑しようを垣かい間ま見みせながら、オリバーは滑なめらかに口を開く。

「まあ、手懐けているつもりがないのならそれはそれで構いませんが。──なにはともあれ、彼女もあなた同様友達がいないので、これを機にぜひ仲良くしてあげてください」

「はい、喜んで」

「リリアンにも後ほど挨あい拶さつに来させましょう」

（…………し、しまった！　私も友達がいないってこと!?　なんて失礼なっ!!）

　ついうっかり流してしまったし、反論のしようもないのだが、ささやかな嫌がらせにシャーロットは早くも疲れを感じざるをえなかった。

「──それにしても、駆け落ちですか」

　オリバーが眼鏡の奥で目を細め、すっと窓の外に視線を転じる。

「兄があそこまで情熱的だったら今の生活はなかったのだろうと思うとぞっとしますよ。いやいや、諦めのいい兄で良かった」

　大げさに肩をすくめて見せた相手を、シャーロットは瞬きながら見た。

（オリバー様の、お兄様の相手は……）

　脳裏に亜あ麻ま色の髪を持つ、年齢不ふ詳しようの美女の姿が鮮やかに思い浮かぶ。──一度、気にしてしまったらだめだった。思いがけない誘惑に白旗を揚げ、シャーロットは小首を傾げながら何気なさを装って口を開く。

「その、お相手のメイドさんなんですけれど」

「ああ、なんです？　私はまだ幼かったので、あまり明瞭には覚えていませんが」

「当時──いえ、今生きていたら、おいくつくらいの方なんですか？」

「そうですね。確かさんじゅ、」

　ドタッという、バタンを通り越したドアの開く音が部屋に響いたのは、ちょうどそのときだった。

「申し訳ありません。お嬢様の身を案じるあまり、私としたことが」

「…………クラウスさん？」

（ちょっ、このタイミングで？　いや、このタイミングだからこそ？）

　三十手前なのか、三十うん歳なのか、三十代はとうに超していたはずですと続くのか。

　それを有う耶や無む耶やにした彼は、どこかのメイド長の尻の下に完全に敷かれているのかもしれない、とシャーロットは思った。

「どうぞ、お入りください。──伯爵、お久しぶりです」

（えっ。伯爵様っ!?）

　乱入したクラウスに完全に目を奪われていたが、その後ろには皺ひとつないスーツを着こなした矍かく鑠しやくとした老人の姿があった。

　ゆっくりと部屋に入ってくる彼にオリバーは立ち上がって椅子を譲ゆずり、二言三言会話を交わしたのちに入れ違いに出て行ってしまう。

　おかげで広々とした寝室は、シャーロットと伯爵、そして伯爵の前ではあまり主義主張をしないであろうクラウスの三人だけとなった。

（まさかこの人がわざわざ出向いてくるなんて）

　どうしよう、とシャーロットは生なま唾つばを飲み込む。

　思えば伯爵に対するときはいつもエロールが共にいたので、一対一で話すこと（クラウスは除のぞく）などなかった。ついつい身構えてしまうシャーロットの胸中を知ってか知らずか、伯爵はピンと背筋を伸ばした状態で椅子に座った。

　気まずい沈黙が流れる。重苦しいそれを先に打ち破ったのは、伯爵の労りすら感じられる声だった。

「調子は、どうだ」

「──大事ありません。ご心配をおかけいたしました」

（ついでに騒ぎを起こしたって詫わびるべきなの？）

　ちらりと伯爵の顔を窺うかがうが、隙のない老人の表情からはなにも読み取れない。沈黙が痛く、時計の針の音だけがやけに大きく部屋に響いていた。

「セネット嬢」

「は、い？」

「すまなかった」

　しゃがれた声で紡つむがれた言葉と、ゆっくりと下げられていく頭。初めて見る伯爵の頭頂部に、シャーロットは絶ぜつ句くする。

（え、なにこれ。どういうこと？）

　なにに謝罪されているのかも分からないため、適当に返事を口にすることもできなかった。シャーロットは困惑の中、クラウスに助けを求める視線を送る。

「早朝にご帰宅なさったエロール様が、旦だん那な様に『結婚など急がせるから、こういった先走った輩やからが出てくるのだ。二度も伯爵家縁ゆかりの者から駆け落ち者を出すつもりか』とご進言なさいまして」

（あの、エルが、進言？）

　伯爵を毛嫌いし、とにかく必要最低限の会話でことを済ませようとしていたエロールが進言。内容よりも先に、シャーロットはそちらに驚き目を瞠みはる。

　そして内容をもう一度嚙みしめ、ゆっくりと頭を上げた伯爵の、鳶とび色の瞳を見つめた。

「伯爵、様」

（あの、それは違うと思います。大丈夫です。ジャンは別次元の人間です）

　思ったことは、もちろん言わない。折角エロールが作ってくれた機会だ。活用するしかないだろう。

　戸惑いがちに呼びかければ、伯爵は目元を緩ませた。

「無事で良かった。──確かに、セネット嬢ならば無理矢理にでも、と思うのかもしれんな」

（まあ、私の美貌と教養が……じゃなくて、え？）

「相手として目星をつけていた者たちは一応の素そ行こう調査をしていたものだが……不足だったようだ。今後はより一層気をつけよう」

「は、い」

「いや、こういったことを防ぐにはむやみやたらと男に近づけないことが一番。……まだ結婚には早いと、社交界への出入りを制限すべきか」

「え、あの、それは」

「とりあえずはエロールを上手く使いなさい。あれも一応伯爵家の跡取り。いい牽けん制せいにはなるだろう」

　うんうん、と満足げに語る伯爵は、愛娘や孫を慈しむ親馬鹿爺じじ馬鹿そのものだ。シャーロットは自分の目が点になるのを感じた。

「──どうやら、駆け落ちの一件で、ご子息様に重ねられているようです」

　返答に──というよりも反応に窮きゆうしているシャーロットを見かねて、クラウスがそっと耳打ちをする。

（息子みたいに盗とられてなるものかって、急に独どく占せん欲よくが湧いたってこと？）

　ましてシャーロットは女。息子しかいなかった伯爵が、より一層過か保ほ護ごになるのも分からなくはない、のだが。

（なんか、これはこれで気持ちが悪いわ。しかもメイド云うん々ぬんのことは結局謝ってもらってないし！）

　おそらくエロールもこの変化が不ぶ気き味みで近づきがたく、この場についてこなかったのだろうな、とシャーロットは思った。
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「失礼。セネット嬢じようですか？」

　体調も回復し、夜会やパーティーへの参加許きよ可かが伯はく爵しやくから出たある日。リハビリがてら出席した夜会で、相あい変かわらず隙すきのない表情を作りながら壁かべの花をしていたシャーロットは、かけられた声に耳を疑うたがうことになった。

「聞きましたよ、凄すごいですね」

「本当に、信じられませんわ！」

　寄ってくる数人の男女の目にあるのは純じゆん粋すいな賞しよう賛さんや驚おどろきのみで、シャーロットは目を瞬しばたたかせる。

（な、なんのこと？　そりゃ、私はいつでも凄いけど）

　なにが凄いのか。その主語が分からないため否ひ定ていも肯こう定ていもできず、ただ曖あい昧まいな笑えみと相あい槌づちを打つしかない。

（せ、折せつ角かくのチャンスなのにもったいなさすぎるわ！　誰か、誰でもいいから主語を言うのよ!!）

　祈いのってみれば、珍めずらしく祈りは通じたらしい。一人の老紳しん士しが近づいてきて、「なんの話ですか？」と問うてくれる。

（おじいさん、ありがとう。この恩おん、三日は忘れないわ！）

「ご存ぞん知じないのですか？　セネット嬢は──」
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「『あの堅かた物ぶつで有名だったあのシンフィールド伯爵を骨ほね抜ぬきにしたとか！　凄いとは思いませんか？』とは。面おも白しろいな、あんた。猛もう獣じゆう使いかよ」

　夜会帰りの馬車の中。耐え切れないとばかりに肩を震わせるエロールに、シャーロットは吹雪ふぶきのように冷ややかな視線を送った。

　しかしエロールは止まらない。

「『あの捻ひねくれ者のオリバー・ノートンがバックについたそうですね。凄いじゃないですか！』みたいなのもあったな。──ああ、良かったじゃないか。あんたが夢にまで見た『凄い』だぜ」

「くっ……」

　良かった、とは思う。それを機に会話を広げることができたし、自分のこともアピールしていくことができた。なによりどんな形でも、「凄い」と言ってもらって悪い気はしないものだ。

　だが──。

（違う、違うわ！　私の求めてる「凄い」とは違うのよ……！）

　しかも何気なく聞いてみれば、どんなパターンでも「あのシャーロット」ではなく「あの伯爵」や「あのオリバー」なのだ。明らかに彼らの異常性ゆえの「凄い」という評価だった。

「ああ、もう。脱だつ力りよくしちゃうわ。折角『文もん無なし令嬢ですけど、なにか？』みたいな感じで突き進んでいこうと思ってたのに」

　今までずっとそういう陰かげ口ぐちを叩たたかれたときは、心の底で「もしかしたら違うかも」「見てなさいよ、もし沈んだと思っていた荷物が出てきたら」という夢見がちなことを考えていた。──だが、それはやめて、過去のものではなく新しいものを築きずいていこう思うようになったのだ。

　はああ、と力なく項うな垂だれるシャーロットの肩に、エロールが笑いながらぽんと手を乗せてきた。

「まあまあ、いいだろ。悪いことじゃないんだし」

「そうだけど」

「駆け落ちサマサマだな」

「あのねえ。笑いごとじゃないのよ」

　不ふ謹きん慎しんでしょ、と続けようとしたところで、シャーロットはふとあの晩のことを思い出す。

　薬が効きいていたため、夢か現うつつか分からない場面も多い。──が、意識を途切れさせる前に目にしたあの金の光はエロールだったはずだ。

「あなたが部屋に突とつ入にゆうしてきたときに言った言葉なのだけど」

「は？」

「ほら、あなた言ったでしょ。『こいつは俺のだ』って。これについて言いたいことがあったのよ」

「おまっ、それは、その、勢い。そう、勢いで」

「──訂てい正せいを要求するわ」

　一言すっぱりそう言うと、それまであたふたと視線を泳がせていたエロールが固まった。

「……なにをどう訂正するんだよ。あれか？　所しよ有ゆう格かくが嫌だ、とか？」

「嫌というか……。別に私、あなたのものじゃないでしょ？　──まあ、そのうちそうなるかもしれないけど」
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「は？」

　何気なく言葉をつけ加えると、不機嫌そうな顔をしていたエロールが再度動きを止める。「だってそうでしょう？」とシャーロットは続けた。

「私は伯爵に後こう見けんしてもらってる立場だから、『こいつは俺のだ』と言って正しいのは伯爵様だけで、あなたなら、そう、『俺の伯爵家のものだ』よ。いずれあなたが伯爵を継つぐとはいえ、誤用は人に誤ご解かいを与えるわ」

「『そのうちそうなるかも』って、そういうことかよ……」

「他になにがあるのよ」

　とにかく立場ははっきりさせて。

　そう力説するシャーロットに、エロールはやる気なく肩をすくめた。


おわり
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　どうもこんにちは。一巻を読んだ友人・知人・編集様から「文ふみ月づきっぽい話だね」と異い口く同どう音おんに言われている文月です。つまり「てめーの性格はこれだけ悪いんだよ。自覚してとっとと直しやがれ！」ということですね。分かります。分かりますとも、はっはっは。

　……と、冗じよう談だんはさておき。

　このたびは『猫かぶり嬢とにわか貴公子　～シンデレラの華か麗れいな誤ご算さん～』をお手に取って頂き、本当にありがとうございます。

　こうして二巻を出させていただく運びとなりましたが、続きが思いつかずとても苦労しました。私の中で『猫かぶり嬢』は「メイドの話」でしたし（ファイル名がずっとそうだった）、『小公女』や『シンデレラ』のその後など、これまで深く考えたことがなかった……というか、考えないようにしていたからです。

　ですから色々と迷ったのですが、結局「文もん無なし令嬢、社交界を往いく！　メイド服も着るよ！」みたいな話になりました。イギリスなのに「文」ということに違い和わ感かんを抱きつつも、慣用表現だし分かりやすいしと、「文無し」を文中で連れん呼こしています。あと、メイド服は意地です。もう一度メイド服を着たシャーロットの挿さし絵えを見るために頑がん張ばりました（笑）。

　というわけで増ます田だ先生、今回も素す敵てきなイラストをどうもありがとうございます。猫どころか真っ黒な羽を背せ負おうシャーロットを見て、もっと性格が捻ねじ曲がった感じの行動を取らせよう、と決意を新たにいたしました。

　担当様。ええと、なんか、申し訳なさすぎて言葉にならないんですが、とにかくありがとうございました。今後も色々と不ふ明めい瞭りようながら頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　その他、本書を出すにあたって関かかわってくださったすべての方々、「買ったよー」と言ってくれる友人たち。そしてなにより、ここまで読んでくださったあなたへ、心より御礼申し上げます。

　最後、余よ談だんですが。新キャラの一人、ジャンは、一巻31ページでシャーロットにプレゼントをあげてるジャンです。一巻執しつ筆ぴつ時、フランスの代表的な名前から適当に選んできたのですが、こんな形で役に立つとは思いませんでした。なにが起こるか分かりませんね。

　そんなわけで、予定は未定が合あい言こと葉ばな状態ですが、とりあえずみなさまとまたご縁があることを祈りつつ、失礼させていただきます。
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